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はじめに 
 
グローバルコラボレーションセンター・センター長 
大橋一友 
 
 
2007 年に設置されましたグローバルコラボレーションセンター（GLOCOL）も満 7 歳となりました。昨今、大学教育のグ
ローバル化が推進される中、GLOCOL は日本の大学教育のグローバル化の先陣を切ってまいりました。その成果は大阪大学内
のみならず日本の大学全体に大きな影響を与えるものとなってきており、センター教職員一同が獅子奮迅の活躍をしていただ
いたことに感謝しております。また、大阪大学の関係者をはじめ GLOCOL の活動を支えていただきました皆様には、頂戴い
たしましたご支援、ご指導に対しまして感謝いたしますとともに、今後のより一層のご支援、ご鞭撻をよろしくお願いいたし
ます。 
以下に 2013 年度の活動実績を述べさせていただきます。 
 
教育活動 
海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）も設置後 4 年目を迎え、本格的に活動しています。2013 年度には合計 11 本の海外
フィールドスタディ・プログラムを実施しました。これらのフィールドスタディの実施にあたりましてはさまざまな助成プロ
グラムを活用して、派遣・受入学生に渡航費の一部補助を行いました。本年度の海外フィールドスタディの参加者は合計 67 名
で、2012 年度の 85 名と比較してやや減少はしていますが、引き続き高い実績を示しました。海外インターンシップでは、本
年度も海外インターンシップ助成および海外プレ・インターンシップ助成（派遣期間が 1 か月未満）を設け、それぞれ 7 名と
10 名を派遣しました。本年度は経済協力開発機構（OECD）と国際連合教育科学文化機関（UNESCO）のインターンシップ・
プログラムによる派遣を各 1 名実現することができました。また、GLOCOL ブックレット「海外体験型プログラム短期派遣手
続きとリスク管理」を FIELDO より刊行いたしました。 
2013 年度に GLOCOL は大阪大学の全学的な取り組みである大学院等高度副プログラムを 7 プログラム開講いたしました。
2009 年度以来、のべ 600 名以上の学生が GLOCOL の提供する高度副プログラムを受講申請しており、学生の所属も分野を横
断した広範囲であることが GLOCOL の提供する高度副プログラムの特徴です。 
また GLOCOL では、大阪大学の教育目標の一つである「国際性」を強化するためのグローバルコラボレーション科目を全
学の学部生や大学院生に提供しています。これらの科目は全学教育推進機構と連絡を取りながら、一部の科目は「知のジムナ
スティックス」として提供しています。これらの科目をリベラル・アーツとしてより有意義なものにするだけでなく、より実
践的な課題解決の道を探ろうとする科目にするべく、GLOCOL 科目全体の統合整理を行ってまいりました。 
大阪大学では未来戦略機構と全学教育推進機構を中心に教育に関する改革が進んでいます。GLOCOL のミッションの一つは
グローバル教育を全学的に提供していくことです。これまでもこれらの機構の活動には多くの GLOCOL 教員が参画してまい
りました。2013 年度は未来戦略機構の第一部門には 3 名の教員が、第五部門には 2 名の教員が兼任教員として参加いたしまし
た。また、全学教育推進機構にはセンター長が海外教育部門長として、また 2 名が大学院横断教育部門、教育学習支援部門に
兼任教員として参画しております。今後、GLOCOL の保有する情報や知識を大阪大学全体に展開をしていくために、これらの
機構との関係はますます重要になっていくと思います。 
 
研究活動 
GLOCOL は「国際協力と共生社会に関する研究をさまざまな学問分野で推進し、国際性を備えた人材養成のための教育を開
発すること」を目的としています。GLOCOL が行う教育の基盤は各教員の研究成果であり、GLOCOL はその設立以来、教員
の研究推進に努めてまいりました。 
以下に 2013 年度の活動実績を述べさせていただきます。 
 
独立行政法人科学技術振興機構（JST）と独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施している SATREPS（Science and 
Technology Research Partnership for Sustainable Development）を 2011 年度より開始し、2016 年までの予定で、ベトナムとの間で
「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」の研究を実施しています。2013 年度
はベトナムの 5 か所の研究拠点と日本側とで本格的な調査研究が実施され、重要な成果が得られました。 
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また、2010 年度より行われている科学研究費補助金基盤研究（A）「フード・セキュリティ（食料安全保障）の人類学」は本
年度が最終年度となり、2013 年 12 月には国際シンポジウムを開催するなど、最終的な総括を行いました。これらの成果はホー
ムページなどに公表していますので、ぜひともご覧ください。 
一方で長年にわたり GLOCOL での研究の基盤となっておりました GLOCOL 共同研究は、資金的的な制約もあり縮小せざる
を得なくなりました。しかし、この GLOCOL 共同研究は各教員の文理融合研究力を高めるのにつながったと総括しておりま
す。各教員は本年度も科学研究費やその他の外部資金に積極的に応募し、研究資金を獲得いたしました。 
 
実践支援活動 
GLOCOL は東日本大震災直後より支援活動として学外 NPO 法人と連絡、協力しながら、少数者への視点にこだわった支援
を展開しており、「多言語情報発信」「コミュニティラジオ」「移民コミュニティ」を三本柱に活動を行っています。また、これ
らの活動を学生の教育プログラムとして活用しました。 
さらに、JICA ボランティアセミナーや JICA 関西での夏期インターンシップ派遣など、大学における社会連携というテーマ
に沿った活動を行いました。 
 
2013 年度は運営費交付金（特別経費）予算内示額が 2012 年度より約 6%減額されました。また、2012 年度に問題となって
おりました教員の過重負担を解決するため、GLOCOL 事業の効率化を図ってまいりました。そのため、当初は 2013 年度の活
動は前年度と比較して縮小するのではないかと考えておりましたが、2013 年度の活動をまとめてみますと、2012 年度の活動
と同等以上の成果を上げたようです。このことは、GLOCOL の教職員の能力の向上により効率の良い運営ができたことが原因
ではないかと考えています。GLOCOL への全学的な期待は大きく、全学機構や他部局よりの GLOCOL への協力依頼は飛躍的
に増大しています。これらの組織との協力関係の中で、GLOCOL が資金的に困窮した場合も、大阪大学本部、他部局、他プロ
グラムのご協力で困難を乗り越えてまいりました。この場をお借りして、改めて GLOCOL をご支援いただいた関係者の皆様
に御礼を申し上げます。 
 
2013 年度の人事異動について書かせていただきます。まず、4 月には 2012 年度末で退職されました津田名誉教授の後任と
して、島薗洋介講師が着任されました。また 8 月には、国際交流担当理事・副学長の阿部顕三先生より、岡村国際・広報戦略、
社学連携担当理事・副学長に交代され、ご指導を受けることになりました。さらに GLOCOL の開設以来、ご意見番としてご指
導いただいておりました宮本和久特任教授が 9 月で退職され、招へい教授に就任されました。今後ともよろしくお願いいたし
ます。また、事務職としては早川正子さんがご家庭の事情で 7 月に退職されました。短い期間でしたがありがとうございまし
た。 
 
最後に 2014 年度のことを少し書かせていただきます。私は 2014 年 3 月末をもちましてセンター長を辞することとなりまし
た。就任以来、2 年 8 か月にわたり、皆様方には大変お世話になり、本当にありがとうございました。センター長として GLOCOL
をまとめていくというよりは、毎日が知らないことばかりで、自分にとっての勉強だったような気がします。私の二期目の任
期は 2015 年 8 月までなのですが、GLOCOL の設置予定期間が 2016 年 3 月までであり、あと 2 年というこの時点で新しいセン
ター長にバトンタッチをすることが GLOCOL の将来にとって重要ではないかと考え、無理を申して辞職をさせていただきま
した。私の後任は薬学研究科の平田收正教授です。GLOCOL センター会議のメンバーとしてまた、SATREPS のコアメンバー
として長年にわたり GLOCOL がお世話になってきた先生であり、大学本部やリーディング大学院関連のお仕事も多数されて
おられます。あと 2 年という非常に難しい時期に交代していただくのは大変心苦しく感じておりますが、GLOCOL の将来のた
めには最善の方向だと考えております。私は今後、兼任教員として GLOCOL を支援していく所存です。 
 
長年にわたり本当にありがとうございました。今後とも GLOCOL をよろしくお願い申し上げます。 
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I. 組織の概要 
１．沿革 
１）設置の目的 
グローバル化のなかで現代世界は、政治構造、経済格差、社会生活などあらゆる面で目まぐるしく変化している。貧困、環
境、教育、感染症などの課題が地球規模で山積する一方、日本国内では「足もとの国際化」が急速に進んでいる。このような
状況のなか、グローバル化した世界の現実について深く理解し、国際性をもって意思疎通し、課題に取り組むことができる有
用な人材を養成することが求められている。大阪大学グローバルコラボレーションセンター（以下 GLOCOL という）は、こ
うした要請に応えるため、国際協力と共生社会に関する研究をさまざまな学問分野で推進し、国際性を備えた人材養成のため
の教育を開発することを目的としている。 
 
具体的には、次の目標を掲げている。 
1．大阪大学の教育目標である「教養・デザイン力・国際性」のうち、「国際性」を強化し、国際社会に貢献する。 
2．国際協力やグローバルな問題に個別に取り組む大阪大学の部局や組織を、文系・理系にかかわらず広く有効に連携させ、
文理融合の研究を行う。 
3．学内外との連携、国内外の連携を重視し、国際機関、政府開発援助（ODA）機関、大学研究機関、NPO、NGO などとの
幅広い関係を築くとともに、官学連携、産学連携、社学連携に取り組む。 
２）設置と発展 
GLOCOL は、2007 年 10 月に実現した大阪大学と大阪外国語大学の統合に先立ち、両大学の研究教育資源を有効に活かしな
がら上記の目的を達成することをめざし、2007 年 4 月 1 日に設立された。設立年の 2007 年度には、組織的な基盤を固めつつ、
学内外との連携の構築に努めた。当初はセンター長 1 名、特任教員 4 名、事務職員 4 名の小人数で中之島センターを本拠地と
して出発した。2007 年 9 月には、センター長室と事務局を吹田キャンパスのウエストフロントに移転し、大阪外国語大学との
統合後新たに設けられた本部事務機構国際部国際連携課国際連携係が、GLOCOL の事務を担当するようになった。なお、2011
年 4 月からは、本部事務機構国際交流オフィス国際交流課国際連携係が担当している。GLOCOL は、その後人員を補充し、
2013 年度末時点で、センター長 1 名、専任教員 3 名、特任教員 11 名、特任研究員 1 名が、53 名の兼任教員の協力を仰ぎつつ、
事業推進にあたっている。 
３）2013 年度とこれから 
大学のグローバル化の流れは急流であり、大阪大学においても急速にグローバル化を推進している。2012 年に発表された
「大阪大学未来戦略（2012-2015）－22 世紀に輝く―」の中にも「深い専門性と多様性を有するグローバル人材の輩出」、「教育
のグローバル化を強く推進する」、「地球規模での多様な人材により構成されるグローバルキャンパスの早期実現」などの表現
が見られる。GLOCOL のアドミッションポリシーの一つは「国際協力やグローバルな問題に個別に取り組む大阪大学の部局や
組織を、文系・理系にかかわらず広く有効に連携させ、文理融合の研究（教育）を行う」ことであり、GLOCOL のミッション
は大阪大学内のグローバル化のハブとしての機能であることは言うまでもない。そのために各部局や未来戦略機構より
GLOCOL 兼任教員を派遣していただき、一方で GLOCOL の教員が各部局や未来戦略機構などの兼任教員として参加する体制
を確立した。 
では、2013 年度に GLOCOL は本当に大阪大学のグローバル化のハブとして活動できたのであろうか。GLOCOL は大阪大学
に在籍するすべての学生に大阪大学の教育目標である「国際化」を経験できる機会を与えてきた。すなわち一部のエリートの
養成ではなく、かつ、一部の専門に偏らないグローバル教育の実現のために、海外フィールドスタディ、海外インターンシッ
プ、高度副プログラム、グローバルコラボレーション科目などの活動を行い、困難な環境の中で素晴らしい活動成果をあげた。
しかし、残念ながらこれらの活動が大阪大学全体に認知され、有効に利用されたかについては、疑問の点が多い。大阪大学全
体の急激な変革の中で GLOCOL の存在をどのように広報していくかがこれからの大きな課題であると思われる。 
さらに、経済的な制約も GLOCOL のこれからにとって大きな課題である。2014 年度の予算は大幅に減額され、2013 年度ま
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で行ってきた GLOCOL 独自の活動を縮小せざる得なくなっている。しかしこうした苦境の中でも、各教員は学外研究費を獲
得し、各自の研究を基盤とした教育の実践を行う予定にしている。また、事務組織の効率化を図っている。大阪大学のグロー
バル化に向けての多様な支援策が大学本部より提供されており、今後も活動が継続できるように GLOCOL 全体で大学内での
競争を勝ち抜くつもりでいる。また、学外に対して大規模プロジェクトの提案も積極的に行う予定である。 
2014 年度は大阪大学の教育システム、特にグローバル教育システムの大変革期になるとの情報もあり、この流れに乗るだけ
でなく、この流れを先導する GLOCOL の活動を行う予定である。 
 
２．運営体制 
１）運営組織 
① グローバルコラボレーションセンター運営協議会 
GLOCOL は、大阪大学全体の教育・研究・実践における国際性の強化をめざしている。このためグローバルコラボレーショ
ンセンター運営協議会（以下「運営協議会」という）は、国際交流担当理事を議長とし、センター長および大阪大学の全研究
科長により構成されている。国際協力と共生社会に関する研究を推進し、研究成果にもとづく社会活動を実践し、それらの分
野での人材養成を行うために、大阪大学として GLOCOL をどう活用するかなど、GLOCOL の管理運営に関する基本方針を審
議している。今年度は 2013 年 7 月 17 日（第 12 回）、2014 年 2 月 19 日（第 13 回）に開催した。 
 
2013 年度運営協議会委員 
国際交流担当理事・副学長  阿部顕三（2013 年 8 月まで） 
国際・広報戦略、社学連携担当理事・副学長 岡村康行（2013 年 8 月から） 
センター長    大橋一友 
文学研究科長   永田 靖 
人間科学研究科長   平沢安政 
法学研究科長   竹中 浩 
経済学研究科長   二神孝一（2013 年 8 月まで） 
経済学研究科長   大西匡光（2013 年 8 月から） 
理学研究科長   篠原 厚 
医学系研究科長   金田安史 
歯学研究科長   脇坂 聡 
薬学研究科長   堤 康央 
工学研究科長   掛下知行 
基礎工学研究科長   岡村康行（2013 年 8 月まで） 
基礎工学研究科長   河原源太（2013 年 8 月から） 
言語文化研究科長   木村茂雄 
国際公共政策研究科長   星野俊也 
情報科学研究科長   井上克郎 
生命機能研究科長   濱田博司 
高等司法研究科長   谷口勢津夫 
連合小児発達学研究科長  片山泰一 
 
② グローバルコラボレーションセンター会議 
運営協議会が決定した方針にならい、部局の意思決定を行い、センターの円滑な運営を図るためにグローバルコラボレーショ
ンセンター会議（以下「センター会議」という）が設置されている。センター会議は、センター長、副センター長、センター
の教授、准教授、講師およびセンター会議が必要と認めた者などで構成される。センター会議では、センターの業務に関する
重要事項、教員人事、予算に関する決定を行っている。 
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2013 年度センター会議委員 
センター長・教授 大橋一友 
副センター長・准教授 宮原 曉 
センター准教授 住村欣範 
センター講師 島薗洋介 
センター特任准教授 上田晶子 
センター特任准教授 思沁夫 
センター特任准教授 本庄かおり 
センター特任准教授 敦賀和外 
センター特任准教授 常田夕美子 
センター特任准教授 吉富志津代 
薬学研究科教授 平田收正 
工学研究科教授 長谷川和彦 
国際公共政策研究科教授 山内直人 
オブザーバー（国際交流担当理事・副学長） 阿部顕三（2013 年 8 月まで） 
オブザーバー（国際・広報戦略、社学連携担当理事・副学長）岡村康行（2013 年 8 月から） 
オブザーバー（教育担当理事・副学長） 東島 清（2013 年 6 月から） 
オブザーバー（未来戦略機構特任教授） 小泉潤二 
オブザーバー（人間科学研究科教授） 栗本英世 
オブザーバー（センター招へい教授） 宮本和久（2013 年 10 月から） 
 
③ スタッフ会議 
業務の実務を調整し、実施のための協議を行う場として、定期的にスタッフ会議を開催している。スタッフ会議のメンバー
は、GLOCOL の教員、研究員および事務職員から構成される。 
 
④ 事務部 
国際交流オフィス国際交流課国際連携係が GLOCOL の事務を管轄している。係長、主任、特任事務職員 3 名、事務補佐員 3
名、派遣職員 1 名が勤務し、業務管理、庶務、教務関連、セミナー・シンポジウム開催、ホームページ作成、海外体験型教育
企画オフィス運営補助などにあたっている（2014 年 3 月 31 日現在）。 
 
２）スタッフ 
GLOCOL は、センター長のほか、准教授、特任教員、特任研究員、招へい教員・研究員、そして各部局からの兼任教員によっ
て構成されている。この組織を大阪大学国際交流オフィス国際交流課国際連携係、特任事務職員、事務補佐員、派遣職員が支
えている（2014 年 3 月 31 日現在）。 
 
センター長・教授 大橋一友 
副センター長・准教授 宮原 曉（研究推進部門・グローバル共生グループ） 
准教授  住村欣範（教育開発部門・国際協力グループ） 
講師   島薗洋介（研究推進部門・グローバル共生グループ）（2013 年 4 月から） 
特任教授  宮本和久（研究推進部門・オブザーバー）（2013 年 9 月まで） 
特任准教授  上田晶子（実践支援部門・国際協力グループ） 
特任准教授  思沁夫（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任准教授  敦賀和外（海外体験型教育企画オフィス） 
特任准教授  常田夕美子（教育開発部門・グローバル共生グループ） 
特任准教授  本庄かおり（海外体験型教育企画オフィス） 
特任准教授  吉富志津代（実践支援部門・グローバル共生グループ） 
特任助教  安藤由香里（海外体験型教育企画オフィス） 
特任助教  小河久志（海外体験型教育企画オフィス） 
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特任助教  大野光明（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任助教  小峯茂嗣（教育開発部門・国際協力グループ） 
特任助教  中山達哉（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任研究員  福田州平（教育開発部門・グローバル共生グループ） 
招へい教授  小泉潤二（2013 年 6 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
招へい教授  宮本和久（2013 年 10 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
招へい教授  山本容正（地球規模課題対応国際科学技術協力事業「薬剤耐性細菌発生機構解明と食品管理 
における耐性菌モニタリングシステムの開発」）（2011 年 8 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
招へい教授  渡部宏臣（地球規模課題対応国際科学技術協力事業「薬剤耐性細菌発生機構解明と食品管理 
における耐性菌モニタリングシステムの開発」）（2011 年 8 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
招へい研究員  上田宗平（地球規模課題対応国際科学技術協力事業「薬剤耐性細菌発生機構解明と食品管理 
における耐性菌モニタリングシステムの開発」）（2013 年 8 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
招へい研究員  早川真悠（久米田看護専門学校非常勤講師）（2012 年 11 月 1 日～2014 年 3 月 31 日） 
国際交流課  満尾俊一課長、佐藤正子課長補佐 
国際連携係  深井 明係長、中 美緒主任 
特任事務職員  宮地薫子、片山 歩、畑中英理子 
非常勤事務職員  溝渕 薫、青木 愛、大前 舞、早川正子（2013 年 7 月まで） 
派遣職員  山本七重 
 
３）オフィス 
GLOCOL は現在、吹田、豊中、箕面の 3 つのキャンパスにオフィスを構え、相互の緊密な連絡によって業務を遂行している。
吹田キャンパス内ウエストフロント棟には、センター長室および事務機能を担う本部オフィスが置かれている。センター長室
では、少人数での授業やミーティングができるようになっている。特任教員の研究スペースと GLOCOL 本体の事務機能の一
部が、豊中キャンパスの全学教育推進機構 全学教育総合棟 I の 3 階フロアにある。同フロアには FIELDO および学生用自主学
習スペース STUDIO が設置されている。箕面キャンパスには、専任教員の研究スペースがおかれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
センター本部 豊中オフィス（STUDIO） 
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３．学内の協力体制 
１）兼任教員設置の目的 
GLOCOL には、グローバルな協力と協働という広いテーマに個別
に取り組む部局や組織を、文系・理系にかかわらず有効に連携させ
るシステムをつくり、新しい教育、研究、実践をする場として機能
することが求められている。そのため各部局の教員に兼任教員を依
頼し、今年度は、学内から 53 名の教員が GLOCOL を兼任した。
2013 年 6 月 3 日に兼任教員会議を開催し、情報交換を行った（詳細
p.77）。 
 
 
 
２）兼任教員一覧 
石川真由美 未来戦略機構教授 
三田 貴 未来戦略機構特任講師 
石井正彦 文学研究科 文化表現論専攻日本語学講座教授 
竹中 亨 文学研究科 文化形態論専攻世界史講座教授 
栗本英世 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座教授 
中川 敏 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座教授 
森田敦郎 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座准教授 
平沢安政 人間科学研究科 人間科学専攻教育環境学講座教授 
中村安秀 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
千葉 泉 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
澤村信英 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
河森正人 人間科学研究科 グローバル人間学専攻地域研究講座教授 
岡田千あき 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座准教授 
山本ベバリー・アン 人間科学研究科 人間科学専攻先端人間科学講座教授 
北村 亘 法学研究科 附属法政実務連携センター教授 
深尾葉子 経済学研究科 経営学系専攻経営情報講座准教授 
磯 博康 医学系研究科 予防環境医学専攻社会環境医学講座公衆衛生学教授 
杉本 央 医学系研究科 予防環境医学専攻感染免疫医学講座感染防御学教授 
牧本清子 医学系研究科 保健学専攻統合保健看護科学分野看護実践開発科学講座教授 
宇野公之 薬学研究科 分子薬科学専攻生命分子化学講座教授 
平田收正 薬学研究科 附属実践薬学教育研究センター実践教育部教授 
原田和生 薬学研究科 附属実践薬学教育研究センター実践教育部助教 
池 道彦 工学研究科 環境・エネルギー工学専攻環境資材・材料学講座教授 
原島 俊 工学研究科 生命先端工学専攻生物工学講座・教授 
福井希一 工学研究科 生命先端工学専攻生物工学講座教授 
長谷川和彦 工学研究科 地球総合工学専攻船舶工学講座教授 
西田修三 工学研究科 地球総合工学専攻社会システム学講座教授 
杉原英治 工学研究科 電気電子情報工学専攻システム制御工学講座准教授 
尾方成信 基礎工学研究科 機能創成専攻機能デザイン領域制御生産情報講座教授 
真島和志 基礎工学研究科 物質創成専攻機能物質化学領域合成化学講座教授 
三宅 淳 基礎工学研究科 機能創成専攻生体工学領域生物工学講座教授 
ジェリー・ヨコタ 言語文化研究科 現代超域文化論講座教授 
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大村敬一 言語文化研究科 言語文化専攻現代超域文化論講座准教授 
近藤久美子 言語文化研究科 言語社会専攻アジア・アフリカ講座教授 
星野俊也 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻システム統合講座教授 
竹内俊隆 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻システム統合講座教授 
山内直人 国際公共政策研究科 比較公共政策専攻現代日本法経システム講座教授 
松野明久 国際公共政策研究科 比較公共政策専攻比較公共政策講座教授 
蓮生郁代 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻国際公益システム講座准教授 
尾上孝雄 情報科学研究科 情報システム工学専攻情報システム構成学講座教授 
堀井俊宏 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野教授 
有末伸子 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野助教 
東岸任弘 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野助教 
八木康史 産業科学研究所 知能システム科学研究部門複合知能メディア研究分野教授 
西村謙一 国際教育交流センター 日本語教育研究チーム准教授 
仁平卓也 生物工学国際交流センター長・教授 
藤山和仁 生物工学国際交流センター教授 
高橋京子 総合学術博物館 教育・研究部資料基礎研究系准教授 
兼松泰男 産学連携本部 イノベーション部教授 
池田光穂 コミュニケーションデザイン・センター 臨床＆フィールドコミュニケーションデザイン部門教授 
林田雅至 コミュニケーションデザイン・センター 安全コミュニケーションデザイン部門教授 
岩井茂樹 日本語日本文化教育センター准教授 
高部英明 レーザーエネルギー学研究センター 高エネルギー密度科学研究部門教授 
 
 
４．学外との連携体制 
 
GLOCOL は大阪大学内の連携のハブとなるばかりでなく、国内外の大
学、研究機関、国際機関、官公庁・自治体、市民社会などとの幅広いネッ
トワークを構築している。2013 年度は GLOCOL セミナーなどに、外務
省、国際機関（OECD、WHO など）、NPO から多数の講師を迎えた。ま
た、海外フィールドスタディが政府、JICA、教育機関、NGO などの協力
の下に実施された。また、海外インターンシップでは協定を結んだ 2 つ
の国際機関（OECD、UNESCO）に学生を派遣した。活動 3 年目を迎える
SATREPS では、ベトナムの 5 つの研究拠点での本格的な調査が開始され
た。新規の学術交流協定の締結が 1 件、さらに 2 件の協定の更新が行わ
れた。 
東日本大震災支援活動は複数の NPO と連携して実施しており、JICA
連携事業は大阪大学と JICA の連携協定のもとで、活動を進めている。人
間の安全保障教育研究コンソーシアム、地域研究コンソーシアムを通じ
た国内研究機関との連携、足もとの国際化セミナー、GLOCOL/ヒューラ
イツ大阪共催連続セミナーを通じた市民団体との連携、民博との連携も
順調に推進した。（詳細は pp.84-95）。 
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５．運営経費 
GLOCOL は、2012 年度に再編した「国際協力」「グローバル共生」「海外体験型教育企画オフィス」の 3 つのグループが主と
なり、教員と事務職員が協働で検討する役割別グループ「総務班」「教務班」「広報班」のバックアップにより事業を行った。 
2013 年度における予算規模は、2012 年度と比較し、運営費交付金（特別経費）が約 6%（8,737 千円）削減されたため、他部
局の協力を模索しつつ、前年度の事業規模を維持するよう努めた。また、科学研究費補助金や受託研究費といった外部資金の
予算額についても、研究計画年度における加速期間を経過したことにより、2012 年度より大幅に減少した。 
一方、運営費交付金（一般運営費）は小規模であるが、2012 年度とほぼ同規模であった。教育活動については、海外体験型
教育企画オフィス（FIELDO）により、海外フィールドスタディを計 11 本実施し、67 名の学生が参加した。学内助成金の獲得、
未来戦略機構との共同実施等の経営努力により、実施経費を大幅に抑えることができた。また、海外インターンシップでは計
17 名の学生を派遣した。 
大学院等高度副プログラムとして 7 プログラムを開講した。既存の 6 プログラムに加え、「医療通訳」は人間科学研究科に移
管し、「東アジアの地域環境」を新しく立ち上げた。グローバルコラボレーション科目については、科目数が 43 科目あり 311
名が受講した。学外より非常勤講師、ゲスト・スピーカーを計 30 名招へいした。 
研究活動として、2012 年度より本格的に実施している SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）では、
特任助教 1 名を採用し、専門家をベトナムに派遣すると共に、ベトナムより長期及び短期研究員を受け入れた。また、文部科
研 13 件、厚生労働科学研究費補助金 1 件、JSPS 論文博士支援事業 2 件及び民間等からの研究助成 1 件も実施した。 
実践支援活動として、GLOCOL セミナー及びシンポジウムを開催したほか、ブックレット 4 種、2010～2012 年度の事業活
動期間における外部評価報告書を刊行した。GLOCOL 英文ページのリニューアルを行ったほか、研究成果を迅速に公表、共有
する媒体としてのオンラインペーパーサイトを作成した。 
また、2014 年度概算要求の内示額が大幅に減額されたため、2014 年度に実施する予定であった事業の一部を急遽今年度に前
倒しして実施した。 
以上の財源の収入内訳を示したのが図 1、経費別支出額を示したのが図 2 である。図 1 の収入額のうち、32,576 千円につい
ては、2014 年度に繰り越すこととなった（うち 26,742 千円が SATREPS）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 1：財源収入内訳 
（合計：¥269,799,039） 
科学研究費補助金 
¥18,056,033  6.69% 
運営費交付金 
¥143,480,126  53.18% 
受託研究費／受託事業費 
¥98,695,150 36.58% 
間接経費 
¥6,220,644 2.31%
奨学寄附金（使途特定寄附金） 
¥3,347,086 1.24% 
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図 2：経費別支出額 
（合計：¥269,799,039） 
人件費  ¥108,385,368  40.17% 
（教員人件費 ¥83,576,310） 
（職員人件費 ¥21,662,812） 
（派遣職員 ¥3,146,246） 
研究経費 
¥100,922,293  37.41%
管理費  ¥21,389,481  7.93% 
（教育企画オフィス経費  ¥17,199,905） 
（その他  ¥4,189,576）
翌年度へ繰越 
¥32,575,620 12.07% 
教育経費 
¥4,763,423  1.77% 
返還、移替 
¥1,762,854 0.65% 
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II.教育活動 
１．海外体験型教育企画オフィス（FIELDO） 
１）沿革 
グローバルコラボレーションセンターでは、海外での実地体験型学習と実践をサポートす
ることを目的とする「海外体験型教育企画オフィス」（FIELDO：Fieldwork, Internship and 
Experiential Learning Design Office）を 2010 年 8 月 1 日に設置し、運営している。 
オフィスの目的は、大阪大学全学の学部学生、大学院生を対象とした海外インターンシッ
プや海外フィールドスタディなどを、学内のさまざまな部局と協力しつつ企画し、グローバ
ル人材、国際協力と開発の分野で活躍できる人材、および、共生社会の実現のために資する
人材の育成をより一層推進することである。 
 
海外体験型教育の企画 
大阪大学全学の学部学生、大学院生を対象とした海外インターンシップや海外フィールドスタディなどを学内のさまざまな
部局と協力しつつ企画する。また、そのために必要な調査研究を行う。海外体験型教育の企画にあたっては、GLOCOL で行わ
れている研究や実践支援の経験と成果、および、そこで培われたネットワークを有効に活用する。 
 
海外の大学や機関とのネットワーク形成 
海外インターンシップと海外フィールドスタディの受け入れ先と、交渉、調整、提携をおこない、ネットワークを形成して、
これを発展させる。 
 
海外体験型教育プログラムの開発 
海外インターンシップ、海外フィールドスタディなどの海外体験型教育プログラムをより、安全で、現地との関係を考慮し
た形で行うため、海外リスク管理やフィールドワーク倫理に関する科目を整備し、提供する。また、グローバル健康環境や国
連システムにおける実践的政策エキスパート養成など、海外体験型教育を有効に活用することのできる大学院等高度副プログ
ラムを開発し提供する。 
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２）体制 
① スタッフ 
2012 年 4 月 19 日のスタッフ会議にて GLOCOL の新しい体制が承認され、現在は 4
名の教員および 1 名の事務スタッフで運営している（2014 年 3 月 31 日現在）。 
特任准教授  敦賀和外 
特任准教授  本庄かおり 
特任助教   安藤由香里 
特任助教   小河久志 
特任事務職員  片山 歩 
 
② オフィス 
豊中キャンパス 全学教育総合棟 I-3 階に事務室を置き、2011 年 4 月より学生用自主学習スペース「STUDIO」を併設して
いる。 
 
３）活動 
① 海外フィールドスタディ 
本年度は、昨年度に引き続き科目「海外フィールドスタディ（大学院生対象）」を開講し、モンゴル、ラオス、インドネシア、
カンボジアにてフィールド実習を行った。また「海外フィールドスタディ S（大学院生対象）」ではタイ、イタリアでのフィー
ルド実習を行った。さらに、「トランスカルチュラル・スタディ I/II（学部生対象）」を開講し、韓国、バングラデシュにてフィー
ルド実習を行った。「中国文化コロキアム」では台湾にてフィールド実習を行っている。 
 
● 授業科目「海外フィールドスタディ」 
FIELDO では、2011 年度より科目「海外フィールドスタディ」（2 単位）を開講している。この科目は、特に GLOCOL の
高度副プログラムを履修する大学院生向けとしてデザインされ、学生が海外フィールドスタディ実習に参加することによ
り、専門性を土台にしながら社会の諸問題に実践的に取り組む力を養うことを目的としている。履修学生は、海外フィー
ルドスタディの準備から事後学習までの学習プロセスを学生が主体的にデザインし実行することを通じ、調整力、コミュ
ニケーション力、柔軟性といった、卒業後にプロフェッショナルとして自主的に活動し、他者や他機関の人びとと協働す
るために必要な資質を身につけることが期待されている。また、フィールド実習での実践的経験を通じ、多角的視点をもっ
て社会を批判的に思考し行動する学生を育成することをめざしている。 
この科目では、履修学生が次のことを身に着けることを目標としている。1）海外フィールドスタディの仕組みと意義、
限界を理解し、自身の研究またはキャリアプランの中にどのように組み込むか思考できるようになること、2）フィールド
スタディの訪問先に関する情報を自ら収集し、課題を発見し、フィールドスタディの内容を検討・準備することができる
ようになること、3）海外フィールドスタディ・プログラムに参加し、実践的な経験をすること、4）海外での経験から学ん
だことをもとに、自身の専門分野の研究やキャリアプランに関し、新たな方向付けができるようになること。 
 
【事前学習】 
各実習地域についての歴史や地域事情、テーマに関連する知識について学習を行った。また「フィールドワーク
の実践と倫理」においても現地での行動に関して留意する事項や、安全衛生情報についての指導を行った。 
【現地実習】 
担当教員の引率のもと、各実習地域とテーマに関連する機関などへの訪問、地域社会での聞き取り、施設見学な
どを行った。実習期間中は日々の学習活動のふり返りを参加者間で行い、また学習成果の発表の場を設けてプレゼ
ンテーションなどを行った。 
【事後学習】 
事前学習と現地実習を踏まえ、報告書の作成や報告会などの場での発表を行い、学習を総括した。 
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● 授業科目「海外フィールドスタディ S」 
「海外フィールドスタディ S」（1 単位）は、広い分野の学生に対応する汎用的プログラムである「海外フィールドスタ
ディ」と同様の学習内容をある程度含みつつも、あらかじめ対象として想定する学生の専門分野や志向もコースごとに限
定し、学生が実習後に実際の研究を展開するうえで、またキャリア形成のうえで必要と思われる特定のテーマに焦点を絞っ
て実習を行うプログラムである。事前学習、現地実習、事後学習は「海外フィールドスタディ」と同様にプログラムごとに
行った。 
 
● 授業科目「トランスカルチュラル・スタディ I/II」 
この科目では、海外フィールドスタディへの参加を通じて、大阪大学の教育理念の一つである「国際性（Transcultural 
Communicability）」を学生が涵養することを目的としている。海外フィールドスタディを通じ、実習先におけるテーマにつ
いて体験を通じた理解をうながすと同時に、海外での学び、生活、人々との交流や協働に関する原体験を獲得することを
めざしている。 
それにより、それぞれのテーマについて、より高度な研究を行うために大学院へ進学したり、海外留学を行ったり、専門
的職業人として課題解決に取り組んだりといった自己の将来像につなげることが期待されている。事前学習、現地実習、
事後学習は「海外フィールドスタディ」と同様にプログラムごとに行った。 
 
 
② 海外インターンシップ 
● 授業科目 
2011 年度より「海外インターンシップⅠ」（事前学習）および「海外インターンシップ II」（実習および事後学習）を開講
している。今年度も「海外インターンシップ II」に（A）と（B）を設け、前期、後期にそれぞれ開講し、実習時期に応じ
ていずれかを選択して履修することを可能とした。同科目の概要は以下のとおり。 
 
【目的】 
本科目は、学生が、国際機関や国際 NGO、研究所などの国際的な活動を行う組織において海外インターンシップ
を実施することを支援する。本科目の履修およびインターンシップに参加することにより、学生が自分の専門性を
土台にしながら社会の諸問題に実践的に取り組む力を養い、将来のキャリアをデザインすることを志向することを
めざす。 
【目標】 
(1)インターンシップの仕組みと意義、限界を理解し、自身のキャリアプランの中にどのように組み込むか思考でき
るようになる 
(2)自身のインターンシップ受け入れ先に関する情報収集をし、行動プランを作成することができるようになる 
(3)インターンシップに必要な準備を主体的に行えるようになる 
(4)インターンシップを実施し実践的な経験をする（海外インターンシップ II を受講する学生） 
(5)インターンシップの経験から学んだことをもとに、自身の専門分野の研究や将来のキャリアプランに新たな方
向付けができるようになる（海外インターンシップ II を受講する学生） 
【履修者】 
12 名（経済学 2 名、医学 2 名、工学 2 名、法学 1 名、国際公共政策 5 名） 
【講義内容】 
4 月 9 日 オリエンテーション 
4 月 23 日 履歴書・カバーレターの書き方 
5 月 14 日 インターンシップ・セミナ  ー
5 月 28 日 中間報告会、リスク管理 
6 月 11 日 実務レッスン 1（note-taking） 
6 月 25 日 実務レッスン 2（communication） 
7 月 9 日 実務レッスン 3（communication） 
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● 海外インターンシップ助成 
本助成は 2011 年度より実施しており、今年度も、インターンシップ期間が 1 か月以上の「海外インターンシップ助
成」、1 か月未満の「海外プレ・インターンシップ助成」枠を設けて実施した。 
 
【海外インターンシップ助成】 
1. 助成額 
1 か月以上 3 か月未満：20 万円 
3 か月以上 6 か月未満：30 万円 
2. 応募資格 
1）大阪大学の大学院博士前期課程又は後期課程に在籍する学生（留学生を含む*）。 
* 奨学金を受給している場合は、注意が必要なので事前に問い合わせること。 
2）履修状況等が次のいずれかの者 
・グローバルコラボレーション科目「海外インターンシップⅠ」を履修している者 
・上記科目を平成 23 年度、平成 24 年度に履修済みの者 
・上記科目の履修生以外の者であってもインターンシップの受入先が決定している者、もしくは交渉中 
の者*1*2 
*1 応募時に既に実施している海外インターンシップへの助成は不可。 
*2 日本において GLOCOL 担当教員の事前指導を受け、保険加入及びその他の事務手続きを行うことがで
きることを条件とする 。 
3）応募にあたり、1 か月以上のインターンシップを行うことについて、事前に指導教員の了承が得られているこ
と。 
4）海外インターンシップ遂行に必要とされる英語もしくは当該国言語でのコミュニケーション能力を有する者。 
5）当センターが指定する海外旅行傷害保険に加入すること。 
6）学内の他の奨学金・助成金を受けていないこと。 
7）同年度に下記 2．海外プレ・インターンシップ助成を受給していないこと。 
8）渡航先が、外務省が発表する「海外安全情報」レベルのうち、「渡航の是非を検討してください」以上の情報が
発表されている地域でないこと。 
3. 2013 年度助成対象者 
本年度の助成には 14 名が応募し、選考の結果 10 名（人間科学 1 名、経済学 1 名、工学 2 名、基礎工 1 名、情
報 1 名、国際公共政策 4 名）が助成対象となった。10 名の助成対象者のうち 3 名は 1 か月以上の渡航ができなく
なったもしくは受け入れ先が決まらなかったため助成辞退となり、最終的には 7 名が助成を受給しインターン
シップを実施した。 
4. 派遣先と研修期間 
1）Helmholtz-Zentrum Berlin（ドイツ）   2013 年 7 月 10 日～9 月 27 日 
2）Sanyo Shokai New York（アメリカ）   2013 年 8 月 5 日～9 月 20 日 
3）JICA ケニア事務所（ケニア）   2013 年 8 月 16 日～9 月 25 日 
4）Economic and Social Research Foundation（タンザニア） 2013 年 8 月 28 日～11 月 22 日 
5）UNESCO バンコク（タイ）   2014 年 1 月 20 日～3 月 14 日 
6）Fitness Zone and Kentucky Friend Chicken（ブルネイ・ダルサラーム） 2014 年 1 月 26 日～2 月 2 日 
7）経済協力開発機構（OECD）（フランス）  2014 年 2 月 10 日～3 月 21 日 
 
【海外プレ・インターンシップ助成】 
1. 助成額 
上限 15 万円（渡航先に応じて決定） 
2. 応募資格 
1）大阪大学の学部学生及び大学院生（留学生を含む*）。 
* 奨学金を受給している場合は、注意が必要なので事前に問い合わせること。 
2）履修状況等が次のいずれかの者 
・グローバルコラボレーション科目「海外インターンシップⅠ」を履修している者 
・上記科目を平成 23 年度、平成 24 年度に履修済みの者 
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・上記科目の履修生以外の者であってもインターンシップの受入先が決定している者、もしくは交渉中の 
者*1*2 
*1 応募時に既に実施している海外インターンシップへの助成は不可。 
*2 日本において GLOCOL 担当教員の事前指導を受け、保険加入及びその他の事務手続きを行うことがで
きることを条件とする。 
3）応募にあたり、1 か月未満のプレ・インターンシップ（短期プログラム）を行うことについて、事前に指導
教員の了承が得られていること。 
4）海外インターンシップ遂行に必要とされる英語もしくは当該国言語でのコミュニケーション能力を有する者。 
5）当センターが指定する海外旅行傷害保険に加入すること。 
6）学内の他の奨学金・助成金を受けていないこと。 
7）同年度に上記 1．海外インターンシップ助成を受給していないこと。 
8）渡航先が、外務省が発表する「海外安全情報」レベルのうち、「渡航の是非を検討してください」以上の情報
が発表されている地域でないこと。 
3. 2013 年度助成対象者 
本年度の助成には、1 学期募集に 7 名、2 学期募集に 6 名が応募し、選考の結果、1 学期募集 6 名（人間科学部
1 名、外国語学部 3 名、法学部 1 名、医学部医学科 1 名）、2 学期募集 4 名（人間科学研究科 1 名、法学部 1 名、
経済学研究科 1 名、工学研究科 1 名）が助成対象となった。 
4. 派遣先と研修期間 
1）Bombay Leprosy Project（インド）   2013 年 8 月 8 日～9 月 7 日 
2）OVAL Japan（中国）    2013 年 8 月 11 日～20 日 
3）ジャパンタンザニアツアーズ株式会社（タンザニア） 2013 年 8 月 20 日～9 月 16 日 
4）Bluebird Daycare Centre（カナダ）   2013 年 8 月 22 日～9 月 4 日 
5）JICA ニカラグア事務所（ニカラグア）  2013 年 9 月 2 日～13 日 
6）The Big Issue（イギリス）   2013 年 10 月 15 日～11 月 8 日 
7）国際ボランティア連絡会議（コソボ）  2013 年 10 月 27 日～11 月 4 日 
8）Bangladesh Rice Research Institute（バングラデシュ） 2013 年 11 月 2 日～6 日 
9）パラオ保健省（パラオ）    2014 年 1 月 14 日～20 日 
10）Hajee Mohammad Danesh Science and Technology University（バングラデシュ）2014 年 3 月 11 日～15 日 
 
● 経済協力開発機構（OECD）インターンシップ・プログラム 
上記のインターンシップ派遣の枠において、昨年度同様 OECD 東京センターの協力を得て OECD パリ本部へのイン
ターンシップ派遣が実現した。OECD 本部での選考の結果、1 名（経済学研究科）がインターンシップを実施した。派遣
された学生には 20 万円の助成が支給された。 
 
● 国際連合教育科学文化機関（UNESCO）アジア太平洋地域教育事務所インターンシップ・プログラム 
上記のインターンシップ派遣の枠において、UNESCO バンコクでのインターンシップ派遣（工学研究科 1 名）が実現
した。派遣された学生には 20 万円の助成が支給された。 
 
 
③ WHO 神戸センターとの連携 
WHO 健康開発総合研究センター（WHO 神戸センター）は、社会、経済、および環境の変化が及ぼす健康への影響、またそ
れらの保健政策への反映について研究を行っている。特に、保健行政や、緊急準備対応、都市部の健康（健康格差）を中心に、
都市に公平な健康をもたらす政策立案に向けて、健康格差傾向の調査、および証拠の検証という側面から研究を推進している。 
FIELDO では平成 23 年度に WHO 神戸センターとの連携に関する会議を実施し、以下の事業において連携をしていくことを
確認した。 
1. インターンシップ派遣事業 
2. WHO 神戸センターの見学スタディツアーの実施 
3. セミナー、フォーラム、講義などで講師の相互派遣 
4. 共同研究 
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上記に基づき本年度も以下の事業が実施された。 
1）WHO 神戸センター訪問スタディツア  ー
国際機関へのキャリア・パス 
FIELDO では、世界保健機関（WHO）神戸センタ （ーWKC）の協力のもと、WHO
の活動とキャリア・パスについて学ぶセミナーを 2014 年 2 月 10 日に WKC を訪
問し、現地で実施した。医学系研究科医学科・保健学科、医学部、歯学部、外国語
学部、文学部、工学部、法学部、理学部、人間科学研究科から 19 名が参加した。 
 
セミナー：国際機関へのキャリア・パス 
テクニカル・オフィサー WHO 神戸センタ  ー 狩野恵美 
渉外担当官 WHO 神戸センタ  ー 福原美穂 
引率： 敦賀和外、本庄かおり 
1. WHO の概要 
2. WHO ならびに国際機関へのキャリア・パスについて 
3. WHO 神戸センターでのインターンシップについて 
WHO 神戸センターの概要（都市部の健康について研究概要） 
 
2）WHO 神戸センターからグローバルコラボレーション科目：グローバル健康環境
への講師派遣 
WHO 神戸センターからテクニカル・オフィサー狩野恵美先生をグローバルコラボレーション科目「グローバル健康環
境」の講師として派遣いただいた。 
 
 
④ 高度副プログラム 
 
● 高度副プログラム「グローバル健康環境」 
近年、薬・食の安全性、新興・再興感染症や院内感染の問題、地球温暖化や大気・
土壌・水質汚染といった地球規模での環境問題と、環境の変化が人間の心身の健康
に及ぼす影響に関する懸念が高まっている。本プログラムは、貧困、経済格差など
の世界的な経済問題、薬や食の安全性、新興・再興感染症の問題、地球温暖化、大
気・土壌汚染などの地球規模の環境問題と変化が人間の心身にどのような影響を及
ぼすのかを知り、その上でそれぞれの専門知識を活かしながら、その解決方法を自
ら導くことのできる人材を育成することを目標として、2011 年度に開設された文理
融合型高度副プログラムである。 
 
地球規模での環境問題、グローバリゼーションによる社会環境・生活環境の変化
等、人間の心身の健康に及ぼす影響に関する基礎的な知識を習得し、食環境、住環
境、自然環境、社会環境を含めた環境の変化が人間の心身の健康に及ぼす影響を、
グローバルな視点から具体的に考察することをねらいとした。 
 
【実績】 
健康が様々な要因の影響を受けていることは自明であり、現在世界で起きている環境問題・健康問題の解決には学際的
なアプローチが不可欠である。そのため、本プログラムでは多様なバックグラウンドを持つ学生が集い、具体的に環境問
題・健康問題の解決方法について議論することにより、お互いに「学び合い」ながら、思考を深めていくことを目的とし
た。本プログラムは必修科目「グローバル健康環境」と、25科目の選択必修科目、7科目の選択科目から構成され、8単位
以上の履修を求めている。必修科目で、人間を取り巻く物質的・社会的環境とその健康影響に関して、基盤となる重要な
知識を習得したうえで、受講生各々の興味に応じて選択必修科目を履修するように構成されている。選択必修科目には医
学・保健学・薬学だけでなく、国際健康政策や国際協力に関するものから、環境工学、社会科学、国際公共政策学まで理
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系・文系の枠にとらわれず、幅広く履修できるように構成されている。また、選択科目である「フィールド実践科目」と
してインターンシップとフィールドスタディなどの海外体験型学習プログラムを組み込み、座学で学んだことを実際に海
外で実践・体験しグローバルな視点から具体的に考察できることを目指した。 
 
健康・環境という多様な要因の影響を受け、そして多様な影響を与える課題にとって、学際的なアプローチは必須であ
る。参加する学生が、それぞれの専門性を基盤に多様な視点をもちながら意見を出しあうことで、課題をより多面的にそ
して立体的に捉えることできるようになると考える。本プログラムには、今年度、6 研究科（人間科学研究科、法学研究科、
医学系研究科、薬学研究科、工学研究科、言語文化研究科）から、17 名の申請があった。健康問題・環境問題について学
際的に討議する場を提供するというプログラムのねらいが理解されたのではないかと感じている。 
 
【参考】 
プログラム名称 グローバル健康環境（Global Health Environment） 
プログラム実施部局 グローバルコラボレーションセンタ  ー
連携部局 人間科学研究科、医学系研究科、薬学部、薬学研究科、工学研究科、国際公共政策研究科 
修了要件単位数 8単位以上 履修対象者 学部5・6年生、修士、博士 
標準履修期間 1～2 年 対象者制限の有無 無 
履修資格・条件 
資格や条件はありません。理系・文系を問わず全学からの参加を歓迎します。世界で起こっ
ている健康問題・環境問題に対し積極的に取り組むことを目指す人、将来、国際機関でのキャ
リアを築くことを考えている人、また、健康問題や環境問題に関心がありグローバルな視点・
学際的な視点を持ちたいと思っている学生にも向いたプログラムです。 
修了要件 
本プログラムが指定する必修科目、選択必修科目、選択科目を合わせて 8 単位以上取得する
こととします。ただし、必修科目と選択必修科目で 6 単位以上取得してください。必修科目
は、最初に履修してください。 
 
【講義内容】 
・グローバル健康環境 
4 月 11 日 講義の説明とオリエンテーション（GLOCOL 本庄かおり） 
4 月 18 日 健康指標と社会的健康決定要因（GLOCOL 本庄かおり） 
4 月 25 日 貧困病としての寄生虫病とマラリアワクチン開発（微生物研究所 堀井俊宏） 
5 月 9 日 途上国における母と子の健康（長崎大学国際健康開発研究科 松山章子） 
5 月 16 日 グローバリゼーションと健康（WHO 神戸センタ  ー 狩野恵美） 
5 月 23 日 発展途上国の環境と健康  パラオ（未来戦略機構 三田 貴） 
5 月 30 日 地球環境と健康（薬学研究科 平田収正） 
6 月 6 日  発展途上国の環境と健康  中国・モンゴル（GLOCOL 思沁夫） 
6 月 13 日  国際保健政策概観（東京女子医大 遠藤弘良） 
6 月 21 日  微生物と環境 （薬学研究科 平田收正） 
6 月 27 日  発展途上国の環境と健康  タイ・ベトナム（GLOCOL 住村欣範） 
7 月 11 日  国連機関の経験と国連職員としてのキャリア・パス 
（FIELDO グローバル・エキスパート連続講座 として開催 参照 p.19） 
（池上清子 日本大学大学院 総合社会情報研究科 教授 元国連人口基金東京事務所長） 
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● 高度副プログラム「国連政策エキスパートの養成」 
国連システムは、平和と安全、開発、人権の分野から、保健、環境まで多様な分野の
専門機関も含め構成されており、ニューヨーク、ジュネーブ他の本部および全世界の
フィールドで活動している。現在、国連への財政貢献に関し日本はアメリカに次いで第
二位となっているが、その財政貢献に比較し国連で働く日本人職員の数が増えていない
ことがかねてから指摘されている。 
国連では、多くの場合、経験を積んでいる専門家が即戦力として求められており、学
生が卒業後直後に国連で働ける機会は非常に限られているが、大学時代はキャリアの方
向性を定める重要な時期であり、関心分野の知識を深め、大学卒業後もその分野で実務
経験を積むことによって、将来的に国連においてキャリアを得る可能性が高まる。 
本プログラムは、将来的に国連をはじめとする国際公共セクターでのキャリアを志向
する学生に対し、諸課題の基礎知識、実践的ノウハウおよび海外インターンシップの機
会を提供し、理系・文系を問わない幅広い教養とグローバル化した世界の現実に対する
深い理解を涵養するための教育を行い、将来的に国連をはじめ国際公共セクターにおいて専門家として活躍できる人材の養成
を目的とする。 
 
【実績】 
2011 年度に開講された「国連政策エキスパートの養成」プログラムは、人間科学研究科、医学系研究科、薬学研究科、国
際公共政策研究科、環境イノベーションデザインセンターの協力を得て、将来国際機関や NGO などで活躍する人材に分野
横断的に座学および実践型の科目を提供している。 
同プログラム開講にあたり、国際公共セクターにおけるキャリアについて学ぶ「国連政策エキスパート・キャリア形成論」
を国際公共政策研究科と共同開発し、同プログラムの必修科目とした。そのほか公共政策、国際貿易、環境、安全保障、保
健、教育などの分野の選択科目を提供するとともに、実践科目として FILEDO が実施する海外インターンシップおよび海外
フィールドスタディに関する科目を組み込んだ。 
本年度は 7 研究科から計 15 名の学生が申請した。昨年度は 16 名が申請していたので、微減となった。大阪大学全体で高
度副プログラム数が増える（24 年度 41→25 年度は 45）反面、全プログラムの申請者数が 24 年度の 721 名から 25 年は 669
名と減少している点を考慮すれば、減少数を最小限に止められたことは本プログラムへの関心が維持できていることの表れ
とも受け取れるが、プログラムの内容を再検証し、学生が本プログラムを履修することで得られる付加価値の創出が必須で
あるとの再認識を促す結果となった。2011 年に開設した「国連政策エキスパート・キャリア形成論」では、複数の研究科か
ら 12 名*の学生が受講し、今年度も本学教員の他、国際機関職員、外務省職員および開発コンサルタント等多彩なゲスト・
スピーカーを招き、国連行政、政策立案、プロジェクト・マネジメントなど実践的な学びの機会を提供することができた。
また、昨年同様「国連政策エキスパート・キャリア形成論」と「海外インターンシップ」（上記「海外インターンシップ」の
項参照）の両科目を受講した学生が多く、座学から実践への連続性のある学習が可能となり、国際公共セクターにおけるキャ
リアの第一歩となるインターンシップに学生を派遣することが実現できた。 
* 同一科目である国際公共政策研究科開講「特殊講義（国連政策エキスパート・キャリア形成論）」の履修者数含む。 
 
【講義内容】 
1.  4 月 8 日 オリエンテーション 
2.  4 月 15 日  講義：国連行政の概要と実務（蓮生准教授） 
3.  5 月 13 日  国際機関キャリア・ガイダンス（参照 p.17） 
   外務省国際機関人事センター 佐藤雅俊室長 
        WHO 神戸センター・渉外担当官 福原美穂 
4.  5 月 27 日  講義：国連による平和構築（敦賀特任准教授） 
5.  6 月 10 日  講義：国連系機関事例研究‐世界銀行 その機能・役割・活動そしてキャリア（泉泰雄・日本開発研究
所副社長・元世界銀行欧州中央アジア地域 産業／金融セクター開発局セクターマネージャー） 
6.  6 月 24 日  ワークショップ：実務能力を身に付ける①（プロジェクト・マネジメント） 
7.  7 月  8 日 ワークショップ：実務能力を身に付ける②（プロジェクト・コンテスト）  
8.  7 月 22 日 まとめ：「自分のキャリア・パスを描く」  
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● 「国連政策エキスパート・キャリア形成論」一般公開講座 
国際機関キャリア・ガイダンス 
 
【講演者】 
佐藤雅俊（外務省国際機関人事センター長） 
福原美穂（WHO 神戸センター渉外担当官） 
【開催日・場所】 
2013 年 5 月 13 日、基礎工学部国際棟Σ（シグマ）ホール（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
国連等の国際機関では、平和と安全保障、人道支援、開発、経済、貿易、保健、
教育、環境等地球規模の課題に対処する専門家が必要とされており、特に日本人
職員は比較的少ないため、世界で活躍できる人材が求められている。本講義で
は、将来国際機関で働くことを考えている学生に対するガイダンスとして、外務
省国際機関人事センターの佐藤センター長、WHO 神戸センターの福原渉外担当
官をお招きし、国際機関で働く意義とキャリア形成について議論していただい
た。 
【講師紹介】 
佐藤雅俊（さとう まさとし） 
外務省国際機関人事センター長。1980 年外務省入省。外務本省では、国際連
合局経済課（1986-1990 年）、国際社会協力部地球環境課（1998-2001 年）等で勤
務。国外では、在リベリア大使館（三等書記官；1983-1986 年）、ジュネーブ国際
機関日本政府代表部（二等書記官；1990-1994 年）、在ブルガリア大使館（一等書
記官；1994-1998 年）、ウィーン国際機関日本政府代表部（一等書記官兼常駐代表
特別補佐官；2001-2004 年）、在タイ大使館（参事官兼国連アジア太平洋経済社会
委員会（UN ESCAP）常駐副代表；2008-2012 年）で勤務。そのほか、2004-2008
年には、国連開発計画（UNDP）本部のパートナーシップ局で特別顧問兼上級事
業顧問として勤務。2012 年 12 月より現職。 
福原美穂（ふくはら みほ） 
WHO（世界保健機関）健康開発総合研究センター（WHO 神戸センター）渉外担当官。1998 年、国際基督教大学教養
学部国際関係学科卒業（国際関係論）、2005 年、英国ブラッドフォード大学大学院修士課程修了（紛争解決学）。大学卒
業後、いくつかの NPO 法人を経て、2000 年 4 月に NPO 法人「ピースウィンズ・ジャパン（PWJ）」に入り、同年 11 月
か ら 2003 年 7 月までの約 3 年間、イラク北部クルド人自治区で現場責任者として国内避難民・難民・帰還民支援やイラ
ク緊急救援事業にたずさわる。2004 年 4 月から 1 年間、テレビ朝日「報道ステーション」レポーターとして活躍。その
後、PWJ イラク現地代表（2005-2008 年）、国連パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）本部渉外官（エルサレム、2009-
10 年）、国連児童基金（UNICEF）ニューヨーク本部 Intergovernmental Affairs Officer（2010-11 年）。2011 年 3 月から 7 月
まで、日本ユニセフ協会東日本大震災緊急支援本部宮城フィールドマネージャーとして宮城県での復興支援活動を統括。
2004 年ウーマン・オブ・ザ・イヤー（総合五位、リーダーシップ部門 4 位）、2006 年中曽根康弘賞優秀賞受賞。2003 年
‐2005 年ロータリー世界平和フェロー。著書に「イラクの戦場で学んだこと」（岩波ジュニア新書）がある。 
【備考】 
主催：OSIPP 国連政策研究センター、GLOCOL 
本講義は「国連政策エキスパート・キャリア形成論」の一環として行われ、また一般にも公開した。 
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⑤ セミナーなど 
 
・FIELDO グローバル・エキスパート連続講座 
2010、2011、2012 年度に引き続き、国内外において国際的活動の第一線で活躍されている実務者を招き、実践的な活動を学
ぶことやさまざまなキャリア・パスを知ることを目的として開催した。 
 
 
● GLOCOL セミナー（101）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（17） 
理系人と海外勤務 国連専門機関の例から 
 
【講演者】 
横井幸生（国連食糧農業機関（FAO）ローマ本部・国際植物防疫条約（IPPC）事務局長） 
・対談：「研究室の窓から国際社会を覗いたら？」仁平卓也（生物工学国際交流センター
長・教授） 
・司会：宮本和久（GLOCOL 特任教授） 
【開催日・場所】 
2013 年 6 月 27 日、サントリー記念館メモリアルホール（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
自身も理系出身である横井氏より、所属先の IPPC の活動紹介や国際機関で
キャリアを得るために必要な気構えなど実践的なお話をいただき、その後「理系
分野の専門国際機関は、毎日何をやっているの？」、「理系人が国際貢献って何す
るの？」といった素朴な疑問から、国際機関でキャリアをえるためにはなど自身
の経験談も踏まえながら、お話いただいた。 
【講師紹介】 
国連食糧農業機関（FAO）ローマ本部・国際植物防疫条約（IPPC）事務局長。 
1960 年生まれ、愛知県出身。東京大学農学部卒業。農林水産省に入省し東北地
方の山林田畑で土壌や水資源調査などプロジェクト立案を担当した後、米国
コーネル大学大学院にて修士号取得（国際農業地域開発学）。農産物貿易交渉、
植物検疫交渉のほか、環境省への出向を含む環境問題へのかかわりがあり、1999
年から 2 年間は経済協力開発機構（OECD）事務局で農業と環境の関連分析を担
当。そのほか、アフガニスタンなどでの海外技術協力（JICA）、日本産食品・農
産物の海外セールス（JETRO）、学習院女子大学での講師経験をもつ。2010 年か
ら現職。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
共催：生物工学国際交流センタ  ー
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● GLOCOL セミナー（102）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（18） 
国連機関の経験と国連職員としてのキャリア・パス 
 
【講演者】 
池上清子（日本大学大学院総合社会情報研究科教授） 
【開催日・場所】 
2013 年 7 月 11 日、医学部保健学科第 3 講義室（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
「女性が自らの健康について自分で決められるようにすること」を軸に据えて活動し
てこられたご自身の経験をもとに、国連人口基金での活動や国連職員としてのキャリア・
パスについてお話いただいた。 
 特に女性のグローバルヘルスに焦点を当て、2015 年までの達成を目標として
掲げられたミレニアム開発目標（MDGs）の中の MDG5「妊産婦の健康状態の改
善」に関する、国連機関や国際 NGO の役割と活動について解説いただき、その
現状を分析した。 
【講師紹介】 
国際基督教大学大学院修了（行政学修士）。大阪大学大学院修了（人間科学博
士）。国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）定住促進担当、国連本部人事局行政
官、家族計画国際協力財団（JOICFP）調査計画部長、国際家族計画連盟（IPPF）
ロンドン資金調達担当官、国連人口基金（UNFPA）東京事務所 所長などを経
て、2011 年より現職。著書『有森裕子と読む 人口問題ガイドブック』（国際開
発ジャーナル社）など。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
※ 本セミナーは「グローバル健康環境」の授業の一環として行い、一般にも公
開した。 
 
 
 
 
● GLOCOL セミナー（105）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（19） 
人事担当が教える国連キャリア採用の秘訣 
 
【講演者】 
ジョン・エリクソン（国連人的資源管理部アウトリーチ・ユニット長） 
【開催日・場所】 
2013 年 10 月 25 日、豊中総合学館 501 号室（豊中キャンパス） 
【言語】 
英語 
【概要】 
本講座では、ニューヨークの国連本部で人事採用に直接関わっているエリクソン氏を
お招きし、国連で働く魅力とは何か、国連で働くには何が求められるのか、説得力のあ
る履歴書やカバーレターの書き方のコツや面接の心構えなど、国連でのキャリアを得るための実践的アドバイスをいた
だいた。 
【講師紹介】 
He joined the UN in Vienna in 1982 and has worked in social affairs, training, administration, recruitment and staffing. He spent five 
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years at the Economic Commission for Africa in Addis Ababa as a Social Affairs Officer. 
He was involved in the evacuation of staff in Ethiopia in 1991 and ran a polling station in 
Cambodia in 1993. He serves as a Special Protocol Officer during high-level General 
Assembly summits. 
【備考】 
主催：GLOCOL 
共催：OSIPP 国連政策研究センタ  ー
協力：国連広報センタ  ー
 
 
 
● GLOCOL セミナー（109）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（20） 
法曹人×グローバル 国際的舞台で活躍する弁護士 
法曹人の新しい途－法整備支援への挑戦・これからの法曹人に必要なこと 
 
【講演者】 
佐藤直史（国際協力機構（JICA）シニアアドバイザー、弁護士） 
・対談：北川靖之（弁護士) 
・司会：安藤由香里（GLOCOL 特任助教） 
【開催日・場所】 
2013 年 12 月 13 日、豊中総合学館 501 号室（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
法制度が機能していない途上国では、犯罪が適正に処罰されず、一般の人 （々特
に社会的弱者）の人権は実質的に保障されない。日本は明治維新以降、欧米の
法・司法制度を日本の文化や風土、既存の制度と調和するようカスタマイズしな
がら取り入れ、透明性・信頼性の高い法的基盤を整備し、安定した社会づくり及
び経済発展を実現させてきたこともあり、日本の「法整備」の経験は紛争影響国
や新興国から大きな注目を集めている。欧米のドナーと異なる日本独自の法整
備支援の可能性、法整備支援に関わるために必要なことを実際に法整備支援に
携わっている佐藤氏にお話いただいた。 
【講師紹介】 
佐藤直史 
国際協力機構（JICA）シニアアドバイザー、弁護士（牛島総合法律事務所） 
都内の渉外法律事務所においてビジネス法務を中心とする法律実務に従事した
後、ロンドン大学 School of Oriental and African Studies 法学修士課程（LL.M. in 
Law and Development）を経て、ベトナム法整備支援プロジェクト・フェーズⅢ
に長期専門家として参画。同専門家の任期が終了した後、JICA 初の法整備支援
分野のシニアアドバイザーに着任。JICA がアジア・アフリカ諸国で行う法整備
支援の企画・立案、実施、モニタリング、評価等を担当するほか、法整備支援の
調査・研究、国内外の会議への参加、法整備支援の理解促進、「JICA 法整備支援
能力強化研修」等後進の育成等に従事。日本弁護士連合会国際交流委員会幹事。
中央大学法科大学院講師（兼任）。法整備支援関係の主な著作に、「開発途上国の
『法整備』に対する開発の視点からのアプローチ」（「法律家の国際協力」34‐63
ページ・日本評論社・2012 年）など。 
北川靖之 
1998 年、大阪大学基礎工学部（情報工学科）を卒業後、株式会社デサント（大
阪市）での勤務を経て、2005 年、弁護士登録。2007 年、日弁連の支援を受けて、
青森県五所川原市につがるひまわり基金法律事務所を開設し、初代所長として、
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弁護士過疎地での司法サービスの拡充に取り組む。2012 年から、エセックス大学（イギリス）に留学、法学修士課程（国
際人権法）を修了。帰国後、弁護士活動を再開。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
共催：OSIPP 国連政策研究センタ  ー
協力：国連広報センタ  ー
 
 
 
● GLOCOL セミナー（112）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（21） 
災害緊急援助 そこで、あなたは何を考え、何を決断しますか 
 
【講演者】 
仲佐 保（国立国際医療研究センタ  ー 国際派遣センター長） 
【開催日・場所】 
2014 年 1 月 27 日、医学部医学科講義棟 2 階第 2 講義室（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
最近の傾向として、気候変動と共に、東日本大震災、フィリピンのサイクロン被害な
ど、災害による被害が増加している。災害の現場では被害者の治療に加え、水・食糧等
が不足する中、さらに深刻な問題も起きている。 
パキスタンでの災害におけるケースを使い、自分が緊急援助隊の一員だとした
ら、災害現場でどのような準備をして臨み、現地でどう行動にうつすか、グルー
プごとにディスカッションを行い考察した。 
【講師紹介】 
昭和 55 年広島大学医学部卒。国立国際医療研究センタ  ー 国際派遣センター
長（現職）。卒後より、国際協力に興味を持ち、カンボジア難民医療、エチオピ
ア飢餓被災民援助、また、JMTDR（緊急援助隊医療チーム）の一員として、ソ
ロモン群島ハリケーン災害、ニカラグア津波災害に参加。NGO のシェアの設立
メンバーとして参画。その後は、保健医療協力活動として、3 年間のボリビア病
院協力、3 年間のパキスタン母子保健プロジェクト、4 年間のホンジュラスリプ
ロダクティブヘルスプロジェクトの長期専門家としての経験も持つ。外科医と
しての 10 年間後、ジョンズホプキンス公衆衛生大学校にて、公衆衛生修士を修
め、その後の公衆衛生・国際保健分野での活動を実施、5 人の家族と共に、国際
協力の道を歩む。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
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・FIELDO ブラウンバッグランチ（BBL）セッション 
 
 昼休みを利用して、大阪大学教員などを囲む勉強会を開催した。 
 
● FIELDO BBL セッション（10） 
OECD インターンシップのすすめ 
 
【リソースパーソン】 
小川弘昭（経済学研究科経済学専攻 D2） 
【開催日・場所】 
2013 年 5 月 16 日、STUDIO（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
OECD パリ本部にてインターンシップを 2 回行った小川さんより OECD 内部
の雰囲気、パリでの生活、OECD がインターン生に求めるスキルなど、同じ学生
の目線からインターンシップの経験を語ってもらい、参加学生にインターン
シップの具体的なイメージをつかんでもらうことができた。 
 
 
● FIELDO BBL セッション（11） 
国際保健分野のインターンシップ・海外研修に参加しませんか？ 
 
【リソースパーソン】 
佐田みずき（医学系研究科医科学専攻修士課程 2 年） 
柴山葉奈（医学部保健学科看護学専攻 4 年） 
【開催日・場所】 
2013 年 5 月 30 日、GLOCOL ウエストフロント（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
佐田さんからは、WHO 神戸センターでのインターンシップを通して感じた、
国際機関で働くことの意義や、求められるスキル、国際機関の雰囲気などをお話
しいただき、柴山さんからはミャンマー国際短期ボランティアに参加した経験についてお話しいただいた。 
 
 
● FIELDO BBL セッション（12） 
海外渡航時の健康管理について 
 
【リソースパーソン】 
大橋一友（GLOCOL センター長） 
【開催日・場所】 
2013 年 7 月 18 日、STUDIO（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
夏季休暇に、海外フィールドスタディや海外インターンシップ、留学、旅行な
ど海外へ出かける際、日本とは違う慣れない環境の中でも、元気に充実した時間
を過ごすために、自身の健康管理について学ぶ機会を設けた。本セッションでは、医師でもあるグローバルコラボレー
ションセンター長の大橋教授より、病気の基本的な知識もふまえてお話しいただいた。 
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2013 年度 FIELDO グローバル・エキスパート連続講座 参加者の所属内訳 
【総計：総参加者数 243 名/5 回】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪大学院生 参加者内訳（人） 
 
 
 
 
 
大阪大学学部生 参加者内訳（人） 
法学
部 
外国
語学
部 
保健 工学部 
基礎
工学
部 
人間
科学
部 
薬学
部 
医学
部 
理学
部 
文学
部 計 
20 18 9 8 5 5 5 4 4 1 79 
 
  
工学 医学系 
人間
科学
国際
公共
政策 
高等
司法 薬学
言語
文化
経済
学 
情報
科学
生命
機能
保健
学 法学 理学 計 
30 14 14 13 11 6 4 3 3 3 3 2 1 107 
学外参加者内訳 学内参加者内訳 
参加者数（243人）内訳 
阪大203人 
83% 
学外36人 
15% 
不明4人 
2% 
一般20人 
55% 
学部生9人 
25% 
院生6人 
17% 
高校生1人 
3% 
院生107人 
53% 
学部生79人 
39% 
教職員17人 
8% 
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⑥ FIELDO 学生用自主学習スペース（STUDIO） 
2011 年 4 月より、全学教育総合棟 I-3 階の FIELDO オフィス内に、海外体験型学習のための学
生用自主学習スペース「STUDIO」を開設している。このスペースは、学生が以下の目的で利用
するためのものである。 
・海外インターンシップ、海外フィールドスタディに関する図書閲覧 
・インターネットでの情報検索 
・インターンシップ、フィールドスタディ経験者、教職員による相談 
・海外インターンシップ、海外フィールドスタディの企画立案に関する情報収集や研究 
・海外インターンシップ、海外フィールドスタディの事前事後学習、グループ学習 
 
2013 年度の利用状況：  
利用者数月平均は、昨年度とほぼ同数であり、引き続き STUDIO が活用されいてる。 
 
2013 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
10
月 
11
月 
12
月 
1 月 2 月 3 月 
平均
（人）
STUDIO（授業込） 184 291 220 315 69 165 249 157 162 200 118 102 186 
STUDIO（授業無） 98 141 146 233 63 80 232 140 150 173 106 95 138 
 
 
 
 
 
⑦ FIELDO アソシエイツ 
2013 年度は、アルバイトで 5 名の大学院生を FIELDO アソシエイツとして雇用した。従事した主な業務は以下のとおり。 
・STUDIO の資料配架、掲示、パソコン等管理 
・図書整理（ナンバリング） 
・参考文献検索・収集 
・海外フィールドスタディ・リスク管理マニュアルの作成補助 
・海外フィールドスタディ関連資料作成補助 
・2013 年度海外フィールドスタディ・プログラム活動報告書編集 
・国際機関インターンシップ情報検索、情報更新作業 
・海外の大学における体験型学習に関する情報収集 
・セミナー広報、実施補助、アンケート集計 
・セミナーDVD の編集 
・海外フィールドスタディ・ワンワールド・フェスティバル用パネルの作成 
・メンバーサイト用 ML 登録情報整理 
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２．海外フィールドスタディ・プログラム一覧 
2013 年度、GLOCOL では計 11 本の海外フィールドスタディ・プログラムを実施した。内訳としては、科目「海外フィール
ドスタディ」として実施したプログラムが 4 つ、「海外フィールドスタディ S」として実施したプログラムが 2 つ、「トランス
カルチュラル・スタディ II」として実施したプログラムが 2 つ、「中国文化コロキアム」として実施したプログラムが 1 つ、そ
の他科目とは関係なく実施したプログラムが 2 つ（ともに派遣）である。また、この 11 本のプログラムでは、さまざまな助成
プログラムを活用して、派遣・受入学生に渡航費の一部補助を行った。その一覧は以下のとおりである。 
 
プログラム名 「科目名」/ 科目外 助成金財源 
ラオス 
「開発と社会・環境変化」 
「海外フィールドスタディ」 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
インドネシア 
「コミュニティ防災－命を守るためのつなが
りを学ぶ－」 
「海外フィールドスタディ」 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
GLOCOL 運営費交付金 
カンボジア 
「カンボジアにおけるNGO 活動の外部評価」 
「海外フィールドスタディ」 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
モンゴル 
「開発と保護：環境保護遊牧民組合を作る」 
「海外フィールドスタディ」 GLOCOL 運営費交付金 
タイ*1 
「生物資源と環境」 
「海外フィールドスタディ S」
日本学生支援機構「平成 25 年度留学生 
交流支援制度（短期派遣）」 
イタリア 
「国際機関の仕事を知る」 
「海外フィールドスタディ S」 GLOCOL 運営費交付金 
韓国 
「紛争と平和」 
「トランスカルチュラル・ 
スタディ II」 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
バングラデシュ 
「貧困削減のためのモノづくり」 
「トランスカルチュラル・ 
スタディ II」 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
特定非営利活動法人 日本財団学生ボラ
ンティアセンター（GAKUVO） 
台湾 
「中国文化コロキアム」 
「中国文化コロキアム」 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
GLOCOL 運営費交付金 
アメリカ・サンフランシスコ 
「ソーシャル・イノベーション」 
科目外*2 
大阪大学未来基金グローバル化推進事業
「海外研修プログラム等助成」 
アメリカ・ボストン 
「ボストン ハーバード大学・MIT 研修」 
科目外 なし 
 
*1 留学生の受け入れも含むプログラムである。プログラム開始当初、受入については「不採択（追加採択対象 A）」であり、
日本学生支援機構からの奨学金が得られなかったため GLOCOL 運営費交付金で 6 名分の助成を行った。その後、追加採択
が決定し、日本学生支援機構「平成 25 年度留学生交流支援制度（短期受入れ）」にて、追加 12 名を受入れた。 
*2 GLOCOL 科目外であるが、サイエンス・テクノロジー・アントレプレナーシップ・ラボラトリーが実施担当する高度副プ
ログラム 産学連携開講講座「実学主義」における短期海外研修プログラム「ソーシャル・イノベーション」として単位化
されている。 
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【プログラム概要】 
 
● ラオス 
海外フィールドスタディ「開発と社会・環境変化」 
派遣：2013 年 8 月 29 日～9 月 7 日 参加学生：5 名 
 
急速な開発の進展にともない近年、ラオスの人々の生活やそれを取り巻く自然環境は大きく変化している。本コースで
は、村落で行うフィールドワークを通して開発がラオスの人々の社会や自然環境にいかなる影響を与えているのかを知
るとともに、国際機関や NGO を訪問して開発の背景や概要について理解した。また、フィールドの住民や専門家と意見
交換を行い、開発をめぐる課題やニーズを探求することを試みた。本プラグラムは、高度副プログラム「グローバル共生」
および「人間の安全保障と開発」に連動する形でデザインされている。 
 
● インドネシア 
海外フィールドスタディ「コミュニティ防災－命を守るためのつながりを学ぶ」 
派遣：2013 年 9 月 15 日～24 日 参加学生：5 名 
 
本コースでは、インドネシアを訪問し、災害を身近な課題と認識し、防災／減災の意識を高めるとともに、災害時に備
えるということを総括的かつ具体的に学び、地域社会を構成する多様な住民との日常的な助け合いの意義、大切さを認識
し、自分自身が、地域の一員としてどのように地域社会との関わりをもつのかを考えた。コミュニティラジオを活用した
コミュニティ防災活動を、多くの自然災害の経験からの取り組みを、現地 NGO やガジャマダ大学、および神戸の FM わぃ
わぃと連携して進めているジョグジャカルタ周辺地域から学んだ。本コースは、高度副プログラム「グローバル共生」お
よび「人間の安全保障と開発」に連動する形でデザインされている。 
 
● カンボジア 
海外フィールドスタディ「カンボジアにおける NGO 活動の外部評価」 
派遣：2013 年 9 月 26 日～10 月 4 日 参加学生：5 名 
 
本コースでは、カンボジアで活動する日系 NGO の外部評価実施支援を通じ、開発援助の評価手法を学ぶことを目的と
した。現地では NGO が識字教育、母子保健、コミュニティ開発等多岐に渡って活動しているが、多くの NGO では様々
な制約から外部評価が十分に実施されていない。本コースに参加する学生は、事前に「開発援助における評価の理論と実
践」を履修したうえで、評価の専門家である引率教員とともに NGO の外部評価実施の支援を行った。本コースは、高度
副プログラム「国連政策エキスパートの養成」に関連する実習である。 
 
● モンゴル 
海外フィールドスタディ「開発と保護：環境保護遊牧民組合を作る」 
派遣：2013 年 8 月 4 日～14 日 参加学生：3 名 
 
民主化以降のモンゴルでは、環境問題が深刻化している。一方、社会制度の崩壊にともない疲弊した遊牧民コミュニ
ティは、民主化して 20 年以上経っても再生できていない。去年の調査では、地域が抱える問題の実態について様々なデー
タや意見、アイデアなどを収集した。今年は、去年の調査を踏まえて、少し実践的な調査・協力を意識したものにした。
本コースは、高度副プログラム「グローバル健康環境」および「東アジアの地域環境」に連動する形でデザインされてい
る。 
 
● タイ 
海外フィールドスタディ S「生物資源と環境」 
派遣：2013 年 8 月 5 日～9 月 9 日 参加学生：12 名 
受入：2013 年 9 月 15 日～2014 年 7 月 6 日（予定） 参加学生：18 名 
 
このプログラムは、GLOCOL と大阪大学生物工学国際交流センター（ICBiotech）が共同し、タイの複数の大学・教育
機関（マヒドン大、KMUTT、カセサート大、チュラロンコン大、国立遺伝子工学バイオテクノロジーセンター）と連携
して構築した海外フィールドスタディ・プログラムである。「生物資源と環境」に関連するテーマについて学ぶ日本およ
びタイの博士前期・後期課程の学生を対象として、フィールドワークとラボワークを含む実習を中心としたプログラムの
中で、それぞれの実習の場における高度な技能を身につけ、日本と東南アジアの交流先国の間の関係性について理解する
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ことを目的として行った。 
大阪大学の学生は、8 月から 9 月にかけてタイを訪問し、1 か月以上滞在して、フィールドスタディを行った。また、
ラボでは、タイ人の教員や学生と英語でコミュニケーションをとることにより、コミュニケーション能力と国際的感覚を
涵養した。 
プログラムの終わりでは、タイ科学技術研究所のフィールドスタディサイトで実習を受け、東南アジアが、生物資源の
開発の場として非常に重要な意味を持つ地域であることを現場で再認識するとともに、それらの生物資源が置かれてい
る自然環境、社会環境は常に変化しており、危機的な状況に置かれている例も見られることを実地に見聞した。 
一方、タイの学生は、2013 年 9 月以降大阪大学を訪問し、生物工学国際交流センターを中心としたラボでのラボワー
クとフィールドスタディを約 1～6 か月間行った。この過程で、それぞれのテーマについて、専門的知見や技術について
能力の向上を図るとともに、日本とタイとの違いや国際的な視点からの「生物資源と環境」について理解を深めた。また、
タイの学生との交流は、大阪大学の学生が主体となって行うことにより、学生同士で国際的な感覚を養い、大阪大学の学
生がタイから帰国した後も、派遣先大学の学生との交流を深めることができた。 
上記により、参加学生は、生物資源と環境に関してグローバルな視点から理解を行うことができたとともに、プログラ
ムを通じて相互交流を行い、当該分野における国際協力の必要性について認識を深めた。 
 
● イタリア 
海外フィールドスタディ S「国際機関の仕事を知る」 
派遣：2013 年 9 月 7 日～15 日 参加学生：4 名 
 
本プログラムは、ローマの食糧・開発・国際協力に関する国連機関を訪問し、各機関で実際に職員と意見交換する中で、
どのように自らのキャリア・デザインおよび研究をグローバルな観点から活かせるかを発見することを目的とした。 
受入部署との交渉により、月曜日から金曜日の 5 日間、各参加者がひとりで、国連食糧農業機関（FAO）国際植物防疫
条約事務局および貿易市場部、国連世界食糧計画（WFP）人事部、国連国際農業開発基金（IFAD）人事・評価・財務部
のスタッフと共に働く、就労体験を行った。 
参加者は国際機関を直に見聞し、自らを見つめ直すことで様々な気づきや自らの不足を自覚し、キャリア・デザインお
よび研究の中にどのように組み込むかを思考できるようになった。 
 
● 韓国 
トランスカルチュラル・スタディII「紛争と平和」 
派遣：2013 年 12 月 21 日～26 日 参加学生：3 名 
 
このプログラムは「紛争と平和」というテーマのもと、「朝鮮半島の南北分断の北東アジアの国際関係」、「科学技術の
軍事転用（対人地雷の製造、探索および除去）」と「残留対人地雷による民間人への被害」を具体的な学習項目として企
画、実施した。 
実習では、非武装地帯（DMZ）、民間人統制地域（CCZ）周辺を視察し、残留地雷原視察、対人地雷除去団体による解
説（対人地雷の構造、探索・除去技術について）を受けた。延世大学校（交流協定校）においては、学生討論会を開催し、
韓国が抱える課題について意見交換を行った。また同大の趙載国教授による講義、民間人被害者による講義を受講した。 
これらの活動を通して参加者は、地球規模の課題、あるいは地域的に重要な課題に関して深く理解し、将来的にこれら
の課題に専門的職業人として携わる上での素養を身につけることができた。また、日本および韓国の学生同士が交流の機
会を持つことにより、次世代における持続的な人的ネットワークの構築につながった。  
 
● バングラデシュ 
トランスカルチュラル・スタディ II「貧困削減に貢献するモノづくり」 
派遣：2014 年 2 月 8 日～18 日 参加学生：4 名 
 
このプログラムは「貧困削減に貢献するモノづくり」というテーマのもと、「途上国における開発協力」、「貧困削減と
いう課題とミレニアム開発目標（MDGs）」、「貧困削減に貢献する適正技術移転」を具体的な学習項目として企画、実施
した。 
実習では、バングラデシュの貧困地域において、関係機関や住民からの聞き取り調査を通じて、貧困と開発について深
く理解した。今年度は学生の関心領域を加味し、公衆衛生、職業訓練、廃棄物処理、伝統文化の保全を中心とした調査実
習を行った。 
あわせて現地の大使館、国際機関、JICA、商社などで勤務する邦人との交流の場を設け、学生たちのキャリア構築の意
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識の萌芽を促すことができた。 
これらの現地での経験を踏まえて、貧困削減に貢献しうる製品のアイデアを考案し、現地発表を行いフィードバックを
得ることを経て、提案を固めた。 
これらの活動を通して参加者は、現在もっとも深刻な国際的課題の一つである貧困について、実地において体験的に理
解すると同時に、貧困を削減するための政策的課題や地域での実践についての具体的な取り組みについても学ぶことが
できた。さらに、貧困削減のためのアイデアを具体化するワークショップを参加者内部で行い、現地に提案することに
よって、学んだことを社会において実践することを体験的に意識させることができた。 
 
● 台湾 
「中国文化コロキアム」 
派遣：2014 年 2 月 12 日～21 日 参加学生：8 名 
 
本コースでは、相互に少しずつ関連しあう以下の 3 つのテーマについて、関連する施設や場所を視察し、簡単なフィー
ルドワークを行い、得られた知見に関して議論した。 
（1）植民地統治と近代 
台湾は 1895 年から 1945 年までの 50 年間、日本の統治下にあった。第 1 部では、こうした日本統治の性格を知る
うえで教育に焦点をあて、台北市内でのフィールドワークを通して、植民地統治と教育制度、さらに知識人と知識の
あり方について考えた。また台湾の近代を考えるうえで、都市と農村との関係をどうとらえることができるかといっ
た問題についても考察した。 
（2）「少数民族」と「漢族」 
台湾における文化をめぐる政治学を読み解くうえでの重要な課題の一つとなるのが、「少数民族」の文化表象をめ
ぐる問題である。第 2 部では、台湾大学人類学博物館、慈濟大學（花蓮）の研究員、教員をリソースパーソンとし、
台湾における「少数民族」と「漢族」の関係について、観光の問題をもとりあげながら考察した。 
（3）文化の融合と生成 
16 世紀から 19 世紀の台湾は、海上貿易ネットワークのハブのひとつでもあった。そうしたネットワークを通じた
交流は、多方向での文化接触をもたらし、それが今日の台湾における多様なアイデンティティの源泉ともなっている。
第 3 部では、交流に伴う文化の融合が政治システムにもたらした影響について、国立台湾歴史博物館（台南）での見
学や、台南市、高雄市におけるフィールドワークを通して考えた。 
 
● アメリカ・サンフランシスコ 
「ソーシャル・イノベーション」 
派遣：2013 年 10 月 24 日～11 月 1 日 参加学生：10 名 
 
このプログラムは、GLOCOL、サンフランシスコ教育研究センター、産学連携本部がモントレー国際大学院、カリフォ
ルニア大学バークレー校、スタンフォード大学等、米国ベイエリア地域にある本学学術交流協定校、ベンチャー企業およ
び研究所等と連携し、主に理系学生が世界の様々な課題の改善や解決に向け、国際的視野を会得し、協力的な交流ネット
ワークを構築することを目的として行われた。 
今年度は、世界的に著名なデザイン・コンサルタント企業である IDEO、スタンフォード大学の d.school を視察し、シ
リコンバレーにおける起業環境について学ぶとともに、モントレー国際大学院、UC バークレー校、スタンフォード大学
の学生と交流し、意見交換を行った。また、学生たちが準備したビジネスプランを実際にシリコンバレーでベンチャー投
資している専門家に披露し、プロフェッショナルな観点から指導を得ることができた。 
今回は、参加学生のうち 7 名が理系研究科の所属であり、昨年同様今回が初めての海外渡航経験となった学生もいた
ことから、本プログラムが海外経験の乏しい理系学生の関心を喚起するものであることも引き続き確認できた。また、参
加学生からは、グローバルなキャリアに関心を抱くようになった、海外留学について具体的な計画を練り始めた等の意見
が寄せられ、プログラムの実施期間が短期であっても充実した内容であれば学生の研究および就業志向に肯定的な変容
を生じさせることが可能であることが実証できた。 
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● アメリカ・ボストン 
大阪大学 GLOCOL グローバル人材ゲートウェイ・プログラム「ボストン ハーバード大学・MIT 研修」 
派遣：2014 年 3 月 3 日～10 日 参加学生：8 名 
 
本プログラムは、大阪大学の学生が専門性と多様性を有するグローバル人材に成長するために、海外において地球規模
課題に対する関心を高め、知的探究心の向上及びグローバルな人的ネットワークを構築することを目的として実施した。 
本プログラムの特徴は大きく分けて三点あった。一点目ハーバード大学ほか在ボストンの大学の講義を聴講すること、
二点目は参加学生自らが各大学の教授や研究室への訪問を計画し実現すること、三点目は現地学生と交流し、トップス
クールで学ぶ意義を感じ取ることであった。結果として、全ての目的を達成できた。まず一点目の講義聴講については、
ハーバード大学、シモンズ大学で開講されている講義を聴講し、その他ハーバード大学、MIT などで教鞭をとる講師によ
る特別講義を受講した。講義のほか、研修期間中にボストンで開催されているセミナーなどへの参加も実現でき、ボスト
ンにおける教育・研究環境を知る絶好の機会となった。二点目の研究室訪問についても、各学生がアポ取りに苦労しなが
らも実現できた。ハーバード大学の心理学、生物学、公衆衛生学分野の教授、研究室訪問、ボストン大学で経済学を教え
る教員（大阪大学 OB）への訪問が実現したことは、大学側が用意したプログラムに参加するだけでなく、個々の学生の
関心に沿った研修となり、参加学生の学習意欲を高めることに寄与したといえる。三点目の学生交流についても、学生た
ちはハーバード、MIT でキャンパスツアーを担当してくれた学生とのインフォーマルな意見交換、パネルディスカッショ
ンを通じた議論等を通じて親交を深め、ボストンで学ぶメリットを十分に知ることができたと思われる。また、現地で学
ぶ日本人留学生や阪大 OB でもある現地大学のポスドクとの意見交換も実現し、参加者は自身の将来の可能性について
より具体的に考えることが可能となったのではないかと思われる。同研修に参加した学生の多くは、将来ポスドクとし
て、または大学院生として海外で研究を行うことを目指し、留学前の情報収集、事前調査として本研修を位置付けていた
が、その目的は十分に果たせたと言える。 
 
 
 
【GLOCOL ブックレット】 
 
本年度 FIELDO では、GLOCOL ブックレット 13『海外体験型教育プログラム 短期派遣手続
きとリスク管理～ 大学におけるより良い海外派遣プログラムを目指して ～』を作成、1,000 部
発行した。2010 年度から取り組んできた海外派遣プログラム運営のノウハウをまとめたこの
ブックレットは学内のみならず、他大学・機関からも入手希望の問い合わせが相次ぎ、多数配
付している。 
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2013 年度海外体験型教育プログラム 実施関連データ 
 
海外フィールドスタディ参加者内訳 
 
【全体（科目・科目外含む）】 
 
 
 
【科目のみ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
文学研究科 2 
人間科学研究科 11 
人間科学部 2 
外国語学部 2 
法学部 3 
経済学研究科 5 
経済学部 1 
理学研究科 1 
医学系研究科 7 
医学部 2 
薬学研究科 2 
薬学部 1 
工学研究科 19 
工学部 1 
基礎工学研究科 2 
基礎工学部 1 
言語文化研究科 2 
国際公共政策研究科 1 
生命機能研究科 2 
合計 67 
文学研究科 2 
人間科学研究科 9 
人間科学部 2 
外国語学部 2 
経済学研究科 5 
医学系研究科 5 
医学部 1 
薬学研究科 2 
工学研究科 16 
工学部 1 
基礎工学部 1 
言語文化研究科 1 
国際公共政策研究科 1 
生命機能研究科 1 
合計 49 
文学研究科
3%
人間科学研究科
16%
人間科学部
3%
外国語学部
3%
法学部
4%
経済学研究科
7%
経済学部
1%
理学研究科
1%医学系研究科
10%
医学部
3%
薬学研究科
3%
薬学部
1%
工学研究科
28%
工学部
1%
基礎工学研究科
3%
基礎工学部
1%
言語文化研究科
3%
国際公共政策研究科
1% 生命機能研究科
3%
文学研究科
4%
人間科学研究科
19%
人間科学部
4%
外国語学部
4%
経済学研究科
10%
医学系研究科
10%医学部2%
薬学研究科
4%
工学研究科
33%
工学部
2%
基礎工学部
2%
言語文化研究科
2%
国際公共政策研究科
2% 生命機能研究科
2%
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人間科学研究科
12%
人間科学部
6%
外国語学部
17%
法学部
12%
経済学研究科
12%
医学部
6%
工学研究科
17%
基礎工学研究科
6%
国際公共政策研究科
12%
海外インターンシップ参加者内訳 
 
【全体（海外インターンシップ／海外プレ・インターンシップ）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
助成財源内訳 
※未来基金：大阪大学未来基金グローバル化推進事業「海外研修プログラム等助成」 
 
【海外フィールドスタディ】 
 
 派遣人数 助成額 
助成額財源の内訳 
派遣先 GLOCOL 
運営費交付金
JASSO 留学生
交流支援制度 
未来基金 
授業科目 
での実施 
49 4,506,360 586,360 1,680,000 2,240,000
ラオス、インドネシア、カンボ
ジア、モンゴル、タイ、イタリ
ア、韓国、バングラデシュ、台
湾 
授業科目外 
での実施 
18 0 0 0 0
アメリカ（サンフランシスコ・
ボストン） 
計 67 4,506,360 586,360 1,680,000 2,240,000  
 
 
【海外インターンシップ】 
 
 人数 助成額 
助成額財源の内訳 
派遣先 GLOCOL 
運営費交付金
JASSO 留学生
交流支援制度 
未来基
金 
海外インターンシッ
プ（1 ヶ月以上） 
7 1,427,250 1,427,250 0 0
ドイツ、アメリカ、ケニア、
タンザニア、タイ、ブルネイ
ダルサラーム、フランス 
海外プレ・インター
ンシップ（1 ヶ月未
満） 
10 1,232,870 1,232,870 0 0
カナダ、タンザニア、ニカラ
グア、イギリス、中国、イン
ド、コソボ、バングラデ
シュ、パラオ 
計 17 2,660,120 2,660,120 0 0  
人間科学研究科 2 
人間科学部 1 
外国語学部 3 
法学部 2 
経済学研究科 2 
医学部 1 
工学研究科 3 
基礎工学研究科 1 
国際公共政策研究科 2 
合計 17 
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３．GLOCOL 提供 大学院等高度副プログラム 
今日、大学には、多様化する国際社会においてリーダーシップを発揮することのできるプロフェッショナルの育成が求めら
れている。そうした人材の育成には、各学部、研究科での専門教育とともに、それらを異なる専門性と結びつけ、実践的な課
題に即して深める座標軸が必要である。GLOCOL では、大阪大学の複数の研究科との連携により、これまで 8 つの高度副プロ
グラムを開発することで、全学の大学院生、5、6 年時の学部学生にこうした座標軸を提供してきた。 
その歴史をひも解けば、2009 年度から、「グローバル共生」「人間の安全保障・社会開発」「司法通訳翻訳論」の 3 つの高度
副プログラムの試行を行い、2010 度には、これらの 3 つのプログラムを正式に実施するとともに、新たに「現代中国研究」が
加わった。また、同年度より「人間の安全保障・社会開発」は、「人間の安全保障と開発」に名称を改めた。そして 2011 年度
には、「医療通訳」「グローバル健康環境」、「国連政策エキスパートの養成」の 3 つの高度副プログラムが新たに始まった。 
GLOCOL の高度副プログラムは、GLOCOL が独自に提供するグローバルコラボレーション（GLOCOL）科目をコアとし、
多数の部局との連携のもとに開発、実施されている（プログラムごとの連携部局については、p.33 を参照）。またグローバルコ
ラボレーション（GLOCOL）科目は、必修科目や選択科目として、他の高度副プログラム、副専攻にも提供されている。 
これまでにプログラムを受講申請した学生は、600 人を越え、修了した学生の数も 187 人に達している。またプログラムの
受講申請をしている学生の所属も、多様なものになっており、科目の配置だけでなく、学生の構成の面でも分野を横断した教
育が実現されている（次の表を参照）。 
 
  
Ｂ・・・医学部、歯学部、薬学部（６年制課程）の５・６年次 
Ｍ・・・博士前期課程、修士課程、生命機能研究科博士課程１・２年次、法科大学院の課程 
Ｄ・・・博士後期課程、博士課程、生命機能研究科博士課程３年次以上 
大学院等高度副プログラム申請者数（平成 25 年度までの累計） 
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平成 25 年度 GLOCOL 大学院等高度副プログラムへの科目提供部局 
 グローバル共
生 
人間の安全保
障と開発 
司法通訳翻訳 現代中国研究
グローバル 
健康環境 
国連政策エキ
スパートの養
成 
東アジアの地
域環境 
人間科学研 19（2） 10 5（3） 8 1 4 1 
人間科学部  5      
法学研 2  5 4    
法学部   6     
経済研  2  2   2 
医学系研  2   7 1  
薬学研  2   5 1 1 
薬学部     3   
工学研  1   1   
言文研 8  18 2    
OSIPP 7 2 1 2 2 10  
CSCD 5（1） 1    1  
全学教育  15      
計 41（3） 40 35（3） 18 19 17 4 
* (  )は外数で 25 年度不開講科目を示す。 
 
大阪大学の特色ある教育プログラムの一つとして、GLOCOL の高度副プログラムは、一定の成果をあげている一方で、大学
からの予算的なサポートは、年々減少し、GLOCOL の存続の危機が現実のものとなるつつあるなか、高度副プログラムを提供
することも困難な状況になってきている。このため、仮に GLOCOL が存続できなくなった後も、全学の大学院生、学部学生の
キャリア形成に資する教育プログラムが提供され続けるよう、各プログラムの移管を検討している。2011 年度に提供を開始し
た「医療通訳」は、2013 年度に人間科学研究科、2014 年度には医学系研究科に移管され、さらに充実したプログラムとなって
いる。GLOCOL の存続が不可能となった場合、今後 2 年の間に GLOCOL が育てた各プログラムは、順次、他部局への移管や、
廃止の検討をせざるを得ない。たとえそうなったとしても、これまでに 7 つのプログラムを通して GLOCOL が全学に提供し
てきた機能が継承され、大阪大学にしかできないグローバル人材の育成に資するよう努めていきたいと考えている。 
 
 
１）「グローバル共生」 
「グローバル共生」プログラムは市民や何らかの専門的知性や技能をもった人たち
が、社会という現場でさまざまな利害を超えて協働し、グローバル共生社会のデザイン
を描くための理論と実践方法について学ぶプログラムである。参加型・対話型・現場で
のトレーニング型（OJT）などの先進的な教育手法を通して、対話と協働の重要性につ
いて、身体と感覚を働かせながら学ぶことを主眼としている。高邁な理念や理想の学習
だけでなく、現実の行動原理に結びつき、具体的な成果を生むための一歩を踏み出す学
生を後押しするのが本プログラムの目的である。 
2009 年に設置された本プログラム（初年度は試行）では、必修のコア科目である「グ
ローバルコラボレーションの理論と実践」が、現代社会を生きる上での心構えを考えさ
せる基礎的な科目として、多くの高度副プログラムの選択科目として採用され、
GLOCOL の看板科目の一つとなりつつある。また「多言語共生社会演習」では、「やさ
しい日本語」の概念に関する基礎的な学習に加え、2012 年度からはより応用的、実践的
側面を強化し、地方自治体の外国人向け「暮らしのガイド」の作成を想定した実習を行っている。今後は、「やさしい日本語」
を用いた発信をも視野に入れ、演習の充実を図っていこうとしている。 
「グローバル共生実習演習」では、グローバル共生に関わる医療現場や保健現場、教育現場等におけるオンサイト教育を実
施し、教育的な効果のみならず、実践的な面でも大きな成果をあげている。今年度は、7 研究科から 20 人の学生が、本プログ
ラムの申請を行った。 
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本プログラムは、一大学の教育プログラムとしての段階から、大学を起点とした実践活動を展望する段階に達したと言える。
今後は、Community Extension Research の一環として位置づけ、学部学生、大学院生に加え、本学の卒業生等の社会人との連携
を図り、「市民としての社会的責任」という本プログラムがめざす方向性の浸透をすすめていきたい。 
 
２）「人間の安全保障と開発」 
「人間の安全保障と開発」プログラムは、学生各々の専門知識を生かしながら、紛争
や貧困、そしてそれらに付随するさまざまな問題の解決に、能動的に関わることのでき
る人材の育成を目的としている。開発や援助の舞台で求められる人材は、医療・保健、
環境、土木や建築、エネルギー、法制度、教育など、多様であるが、各々の専門性に開
発学の視点を加えることで、広い視野をもって問題を読み解き、解決に結びつけること
ができる能力を身につけることが本プログラムのねらいである。 
本副プログラムは、2 科目の選択必修科目と、51 の選択科目から構成され、8 単位以
上の履修を求めている。選択必修科目は、「人間の安全保障論」と「特殊講義（紛争研究
概論）」の 2 科目である。 
選択科目は、課題別科目群、地域言語科目群、フィールド実践・研究推進・評価科目
群に分けられる。課題別科目群（26 科目）では、開発と人間の安全保障が幅の広いアプ
ローチを必要とすることから、文系・理系から多くの選択科目を用意し、学生各々が専
門性と興味にあう科目を履修できるようにした。開発や援助の舞台では、英語やフランス語といった言語の他にも、現地語の
能力が求められる場面がある。特に、草の根のレベルの活動では、現地語の能力は非常に有利であり、本プログラムには、10
言語が含まれている。また、フィールドでの実践活動の手法を習得し、インターンシップやボランティアの経験のなかで使っ
てみることも重要であり、フィールド実践・研究推進・評価科目群では、このような内容のものを 8 科目用意した。 
本プログラムのもう一つの特徴は、英語で提供されている（あるいは、履修可能な）科目だけでも、プログラムの要件を満
たし、修了できるように組まれている点である。開発・援助の舞台で必要な英語の能力を伸ばすことができると同時に、留学
生も履修しやすくなっており、授業もさまざまな学生が違った視点を提供することで、活発に意見交換ができるようになった。 
本プログラムには、6 研究科から、今年度新たに 11 名の登録があり、継続の登録者を含む総登録者数は 9 研究科から 37 名
となっている。 
本副プログラムを履修した学生からは、「自分の専門分野が、実際に地域や社会の中の問題とどのように関連しているかを考
えるよい機会であった」といった理系の学生からの感想や、「さまざまな国からの留学生や研究科の人、異なったバックグラウ
ンドをもつ人たちの意見を聞けて、たいへん刺激になった」という感想が寄せられた。 
選択必修科目授業内容： 
「人間の安全保障論」は、開発・援助に携わっていくには、多くの場合、英語の能力が必要とされることに鑑み、すべての
授業が英語で行われ、文献や課題等も英語でこなすことが求められた。本科目は、開発学の理論と開発援助のなかでの主要な
課題（ジェンダー、参加型開発、環境、グッドガバナンスなど）について、講義とディスカッション、文献の購読や課題に取
り組むことによって、理解を深めることを目的とした。 
「特殊講義（紛争研究概論）」は、紛争分析、紛争解決、紛争後平和構築といった、紛争の各局面に関する研究の全体像を理
解することを目的とした。紛争の研究は一つの体系的分野というよりも、政治学、歴史学、社会学、人類学、地域研究など複
数のアプローチが学際的に行われている分野である分野の特性を理解し、同時に、国際社会のさまざまなアクタ （ー国際機関・
政府・市民社会等）が紛争の解決・予防に取り組んでいることも学んだ。 
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３）「司法通訳翻訳」 
グローバル化の時代にあって、日本にも多くの外国人が来日・在住するようになって
いる。それに伴い、日本語を十分に解しない外国人が、刑事・民事・家事事件に関わる
ケースや、出入国管理や難民認定での手続などに臨む事案が格段に増えていており、司
法通訳翻訳の重要性が増している。 
司法通訳翻訳とは、法廷での審理、警察による捜査、弁護士による接見など、さまざ
まな司法ないしは行政機関や団体の実務場面で必要とされる通訳や翻訳の総称である。
本プログラムは、法学部と外国学部を併せ持つ大阪大学としての強みを生かし、高度職
業人としての司法通訳翻訳人の養成を主眼とするものである。特に、法律的手続、司法
通訳翻訳人の役割や行動基準、コミュニケーションの 3 つに関する知識の習得や、スキ
ルの向上の機会を提供し、また、司法通訳翻訳の在り方について考察する場を与えよう
とするものである。 
カリキュラムとしては、実務通訳翻訳の基礎理論に関する科目群（A）、司法領域の実
務や手続に関する科目群（B）、そして特定言語組合せによる通訳翻訳実習の 3 つの科目群（C）の中から、各自の必要と関心
に合わせて履修することができるようになっている。 
受講生は、科目群（A）と（C）をとおして、通訳翻訳一般、司法通訳翻訳の技能や知識を習得することができる。日本人学
生の間の「専攻語」としては、中国語、韓国朝鮮語、フィリピン語、英語、ロシア語、スペイン語、ポルトガル語など多岐に
わたっている。本年度は、通訳翻訳実習クラスが中国語、英語、ロシア語で開講され、専門性の高い実践訓練が行われた。た
だ、それ以外の言語では、専門的な通訳翻訳の訓練を受ける機会は限られている。そのため、本プログラムでは、プログラム
の構成科目以外にも、受講生が法廷で実際の通訳業務から学ぶ機会を提供している。具体的には、大阪地方裁判所の協力を得
て、要通訳事件の日程の案内を作成し、本プログラムを履修する学生に提供している。学生は、裁判傍聴と傍聴日誌の作成を
通じて、司法通訳翻訳の現場に触れ、通訳翻訳のスキルを学ぶことができる。とりわけ要通訳裁判員裁判の公判日程を全受講
生に定期的に案内したことがあり、多数の受講生が要通訳事件の裁判傍聴をする機会を得たことは特筆に値する。 
本プログラムの特徴の一つは、科目群（B）の「法務省・検察庁における通訳翻訳実務論」、「警察通訳翻訳実務論」、「弁護通
訳翻訳実務論」である。これらの授業では法務省、検察庁、大阪府警、大阪弁護士会から講師を招聘して授業を行っている。
また、大阪地方検察庁、法務総合研究所国際協力部、更生保護施設、大阪入国管理局関西国際空港支局、大阪刑務所、大阪少
年鑑別所、大阪府警察本部などでの実地見学も行っている。これらの施設訪問はその前後の教室での講義（知識）を補強する
意義があり、受講生全体に高く評価されている。また、上記の科目は、法学部の特別講義科目として学部生も履修できるよう
になっており、将来の法曹ないしは国家・地方公務員を目指すものも含めて、多くの学部生（主として法学部 3，4 回生）に貴
重な実務家から学ぶ機会を提供している。 
例年、受講生はバラエティに富んでおり、さまざまな研究科所属の大学院生がいる。本年度は、文学研究科、法学研究科、
言語文化研究科、人間科学研究科の大学院生が本プログラムを履修した。本プログラムの履修をとおして、裁判所、検察庁、
警察本部などに通訳人として登録できた者もいる。このことは、本プログラムが、学生の実践への関心および社会的要請に応
えるものであることを裏付けている。本プログラムは、来年度以降、法曹やその近接領域で国際的教養とコミュニケーション
能力を持ったグローバル人材の育成も視野に入れ、カリキュラムや構成科目の授業内容の改善を図るつもりである。 
 
 
４）「現代中国研究」 
1990 年代以降の中国市場の突出した存在感は、中国社会の変容のみならず、中国をと
りまく東・東南アジアの政治的、経済的、文化的環境を大きく変容させている。こうし
た中国と中国をとりまく国際社会の変化を正しく理解するためには、中国近現代史や国
際政治、経済学など複数の視点の獲得と、中国や台湾との国際的な学術交流ネットワー
クを通した現象理解が不可欠である。高度副プログラム「現代中国研究」は、「中国」に
関わるさまざまな学問領域を中国近現代史のコンテクストのなかに位置づけるととも
に、領域間の多角的な対話とネットワークを生み出す契機を提供することをめざしてい
る。 
本プログラムは、オムニバス講義「現代中国研究」（法学研究科・提供）および「中国
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文化コロキアム」の二つのコア科目によって構成されている。 
オムニバス講義「現代中国研究」では、【第１部】20 世紀中国の射程と【第２部】21 世紀の中国と東アジアの２部構成となっ
ており、第１部では、20 世紀に至る中国と東アジアの歴史を複眼的な視点から説き起こす。また第２部では、21 世紀の中国を
とりまく課題を、東アジア地域が共有する課題としてとらえ、文系的な視点のみならず、自然科学的な視点も交えつつ議論し
てきた（http://www.law.osaka-u.ac.jp/c-forum/box4/kogi.htm 参照）。 
一方、2013 年度の中国文化コロキアムでは、台湾でのオンサイト・セミナ （ー現地視察およびフィールドワーク）を実施し、
現場の空気を肌で感じながら、「台湾における植民地統治と近代」「少数民族と漢族」「文化の融合と生成」の３つをテーマに、
東アジアの政治空間の現状と歴史的な生成過程に関するつきつめたディスカッションを実施した。 
高度副プログラム「現代中国研究」は、現代中国と東アジアに関する旧大阪外国語大学と旧大阪大学の知的リソースが結実
することで生み出された。こうしたリソースの結実に、プラットフォームとして GLOCOL が果たした役割は小さくない。旧
大阪外国語大学と旧大阪大学が統合し、新たな大阪大学が誕生した翌年の 2008 年、GLOCOL では、共同研究プロジェクト「現
代中国学の新たなプラットフォーム」を発足させ、2009 年には、第 3 回「現代<中国>の社会変容と東アジアの新環境」の開催
をサポートした。2013 年、国際セミナーは第７回を数え、高度副プログラム「現代中国研究」の参加教員を研究組織とする「21
世紀課題群と中国」が、未来研究イニシアティブに採択された。 
GLOCOL は、高度副プログラム等の教育プログラムや Community Extension Research 等の実践的枠組みを用意することで、
学内の様々な教員が参加し得る共同研究を生み出すプラットフォームとして機能している。しかし、こうした共同研究をもと
に、真に学際融合的な知を生み出すプラットフォームとなり得るかは、大学全体にとっての今後の課題でもある。 
なお、今年度は、5 研究科から 16 人の学生が本プログラムの申請を行った。 
 
 
５）「グローバル健康環境」 
本プログラムの詳細については、pp. 14-15 を参照。 
 
 
６）「国連政策エキスパートの養成」 
本プログラムの詳細については、p.16 を参照。 
 
 
７）「東アジアの地域環境」 
「東アジアの地域環境」は 2013 年度から新たに GLOCOL が提供している高度副プロ
グラムである。本プログラムは、ローカルとグローバル 2 つの視点から東アジアの地域
環境を捉える方法論を学び、実践を通じて知識を検証し、そして最終的には自分の認識、
価値観を再検討する、再構築することを目標にする。 
東アジア地域は、世界経済の“成長センター”と言われ、世界経済を牽引していると
同時に、それ自体が巨大な市場を形成しつつある。しかしながら、その一方で、東アジ
アが抱える環境問題は深刻化、複雑化、そして多様化してきている。そして、東アジア
地域と世界、地域内の関係は、依存と協力、対立と衝突という相反するメカニズムによっ
て、流動化と複雑化を深めている。 
本プログラムでは、地域環境をキーワードに東アジアの地域環境と社会および地域環
境と社会の形成との関係を俯瞰的‐構造的に理解する。また、地域内で抱える様々な環
境問題を地域研究及び学際的な研究によって示された多様で具体的な事例を通じて学
び、地域環境の特徴、特質が近代化という理念、プロセスとの因果関係を把握することを目指す。さらに、現地調査、地域の
人々との交流、学生同士、学生と教員との討論などを通じて、より現実に近い形で問題、課題を把握し、実践を通じて環境問
題を解決する可能性と方法を習得する。 
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４．「グローバルコラボレーション科目」と高度教養プログラム「知のジムナスティックス」 
GLOCOL では、高度な専門性と、専門性を超えた人的ネットワークのなかで専門性を発揮し得る力を兼ね備え、地球規模の
諸課題について現場の視点に立って取り組むことのできるグローバル人材を育てるために、グローバルコラボレーション科目
を全学の学部、大学院生に提供している。 
私たちが知の最前線にたどりつき、将来、そうした知を生み出すためには、段階をひとつひとつ踏んで学習を進めることが、
たいへん重要である。グローバルコラボレーション科目では、理論から実践へ、①理論と方法論、②地域の多様性に関する知
識、③現場で学ぶ視点の涵養、④実践による多角的な学び、の 4 つの段階を用意し、私たちの生活世界の実践にむすびついた
知の最前線へと受講者を導く。 
もちろん、知の最前線への接近の仕方は、いくつもの仕方があるが、GLOCOL では、全学教育推進機構と連携をとりつつ、
一部の科目を教養教育的な「知のジムナスティックス」として提供しながらも、リベラル・アーツの発想とは多少距離を置き、
現象の個別性に充分配慮した実践的な課題解決への道を探ろうとする。 
 
グローバルコラボレーションセンター科目提供一覧（「知のジムナスティックス」プログラムの一部を（＊）） 
第 1 科目群：国際問題と多文化共生社会の基礎理論 
Theory and Practice of Human Security and Development（＊）、グローバル健康環境、開発援助における評価の理論と実践、難
民問題から世界を見る、開発の政治経済学、Gender and Development、グローバルコラボレーションの理論と実践（＊）、グ
ローバル共生実践演習、多言語共生社会演習（＊）、グローバルコラボレーション言語Ⅰ、グローバルコラボレーション言
語Ⅱ、公益通訳翻訳論演習Ⅰ、公益通訳翻訳論演習Ⅱ、通訳翻訳学特論 A、通訳翻訳学特論 B、通訳翻訳演習（英語）、
通訳翻訳演習（韓国・朝鮮語）、通訳翻訳演習（中国語） 
 
第 2 科目群：地域の多様性を読み解く 
中国文化コロキアム（＊）、東アジアの環境の現状と未来、東南アジア社会文化ケーススタディ A、東南アジア社会文化ケー
ススタディ B、オセアニアのグローバリゼーション A、オセアニアのグローバリゼーション B 
 
第 3 科目群：現場で学ぶ視点の涵養 
フィールドワークの方法Ⅰ、フィールドワークの方法Ⅱ（＊）、トランスカルチュラル・スタディⅠ、アカデミック・スキ
ルズ、現代ジャーナリズム論、国連政策エキスパート・キャリア形成論（＊）、リサーチ・プロポーザル作成演習、エスノ
グラフィを読む、エスノグラフィを書く、環境問題への回路Ⅰ、環境問題への回路Ⅱ、環境問題への回路Ⅱ実践演習、環
境問題への回路Ⅲ、Food Security, Globalization and Sustainability、フィールドワークと開発、マイノリティとグローバリゼー
ション、Global Competency and Internship Abroad 
 
第 4 科目群：実践による多角的な学び 
海外フィールドスタディ A（＊）、海外フィールドスタディ B（＊）、海外フィールドスタディ S、海外インターンシップⅠ（＊）、
海外インターンシップⅡ（A）（＊）、海外インターンシップⅡ（B）（＊） 
 
グローバルコラボレーション科目の中には、授業であるがセミナーとして一般公開としたものがあった。（詳細は pp.38-39） 
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● GLOCOL セミナー（100） 
フィールドワークにおける語りと沈黙 
 
【講演者】 
藤倉康子（New School for Social Research） 
【開催日・場所】 
2013 年 6 月 18 日、人間科学研究科本館 51 講義室（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
ネパール西部のバディ・コミュニティは「売春を伝統的職業とする不可触カーストグ
ループ」として知られてきたが、1990 年代、バディの女性が HIV/AIDS 予防プロジェク
トにおいて「リスクグループ」に指定されると、地域住民の間で新たな形態の差
別、暴力がはじまり、売春、子供の人権、市民権、財産権などをめぐりはげしい
議論、社会運動がひろまった。本発表では、近年のバディ・コミュニティにおけ
る社会変化、家族形態の変容を調査対象とした長期フィールドワークの具体例
をとおして、短期のインタビューで得られる情報とは異なる、深く親密な関係の
中での語りと沈黙の問題について考察した。 
【講師紹介】 
New School for Social Research, New York, Department of Anthropology, Ph.D. 
Candidate. 慶応義塾大学文学部卒、シカゴ大学社会科学修士課程修了。主な業績
は「ネパール西部バディ・コミュニティにおける出生登録・市民権証取得運動」
（人権と部落問題 787: 55-61、2009 年）。"Transcultural Judgements: Violence and the 
Question of Prostitution in Nepal" (Constellations of Violence: Feminist Interventions in 
South Asia, edited by Radhika Coomaraswamy and Nimanthi Perera-Rajasingham, 2008). 
"Borders and Boundaries in the Era of AIDS: Trafficking in Women and Prostitution in 
Nepal" (Studies in Nepal History and Society 8(1): 1-35, 2003). 
【備考】 
主催：GLOCOL 
※本セミナーは「フィールドワークの実践と倫理」の授業の一環として行い、一般にも公開した。 
 
 
 
● GLOCOL セミナー（110） 
持続は地元学から 
 
【講演者】 
吉本哲郎・横尾ともみ（地元学ネットワーク） 
【開催日・場所】 
2014 年 1 月 9 日、人間科学研究科本館 41 教室（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
自然を畏れつつ、その恵みに感謝してきた、地域固有の風土と共にある暮らしは、常
に、自然の持っている力を損なわずに、うまく使いこなし、引き出しながら、折り合い
をつけ、暮らしてきた歴史である。先祖より、時の検証を経た智慧を、工夫しながら受け継いできた。人が元気で、自然
も元気で、経済も元気な町や村をつくるにはどうすればよいか、「地元学」を提唱する吉本氏よりお話いただいた。 
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【講師紹介】 
吉本哲郎 
地元学ネットワーク主宰。1948 年熊本県水俣市生まれ。1971 年宮崎大学農学
部卒業後、水俣市役所に勤務し、90 年代に水俣市役所環境課の課長として水俣
の再生に尽力される。2006 年からは水俣病資料館の館長を務めた。2008 年に退
職するまでに、「村丸ごと生活博物館制度」の創設など、水俣の再生と活性化を
目指した数多くの取り組みを行った。なかでも、地元の人が主体となって地域を
見直し、地域を活性化させる「地元学」を提唱し、その実践的活動は全国に広
まっている。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
※本セミナーは「環境問題への回路 II：近代化と環境問題」、「環境問題への回路
II 実践演習」の授業の一環として行い、一般にも公開した。 
 
 
 
 
 
● GLOCOL FD ワークショップ 
グローバルコンピテンシーと海外インターンシップ 
インターンシップを成功に導く教授法を学ぶ 
 
【講師】 
エイミー・ビジュー（アメリカン大学ワシントン・セメスター・プログラム インター
ンシップ・キャリア指導担当副所長） 
ファイサル・ハミード（ファウンデーション・フォー・インターナショナル・エデュケー
ション（FIE）講師 、ロンドン・ムスリム・カレッジ講師） 
ブレット・ラミンジャー（SAF 日本事務局ディレクター） 
【開催日・場所】 
2014 年 3 月 14 日、ステューデント・コモンズ セミナー室 2（豊中キャンパス） 
【概要】 
GLOCOL が 2014 年に新たに開講する「グローバルコンピテンシーと海外イ
ンターンシップ」に先立ち、学生が海外インターンシップを実施するために必要
な学習内容や教授法を学ぶため、学生の海外派遣に関し豊富な経験を有する上
記講師陣を招き、グローバルコンピテンシーの教授法、インターンシップ派遣準
備の実践例等について学んだ。。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
協力：SAF スタディ・アブロード・ファウンデーション 
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III. 研究活動 
 
１．地球規模課題対応国際科学技術協力事業（SATREPS） 
 
SATREPS（サトレップス）とは、独立行政法人科学技術振興機構（JST）と独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実
施している、地球規模課題（一国や一地域だけで解決することが困難であり、国際社会が共同で取り組むことが求められてい
る環境・エネルギー問題、自然災害（防災）、感染症・食糧問題など）の課題解決のために日本と開発途上国の研究者が共同で
研究を行う 3～5 年間の研究プログラムである。 
 
研究課題名：「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」 
相手国：ベトナム社会主義共和国 
相手国参加機関：ベトナム国立栄養院、タイビン医科大学、ニャチャン・パスツール院、ホーチミン市公衆衛生医療院、ビ
ンディエン卸売市場、カントー大学 
実施年度：2012～2016 年度 
 
本研究のテーマである薬剤耐性菌の問題は、ローカルな特定の状況での薬剤の使用や食品の生産・流通・消費によって発生
し、地域の人々の健康への脅威となっているが、一方、難治性の感染症の原因であると同時に抗生物質そのものの使用と開発
全般にも関わる世界的に重要な課題となっている。また、ベトナムにおける食品の残留抗生物質と薬剤耐性菌の発生は、日本
とベトナムの貿易関係の強化において、食物検疫の枠組みの中でも考えられなければならない問題である。GLOCOL は、グ
ローバルな状況を見据えたローカルな研究、文理の枠を超えた多様な分野の協働、そして、高度な研究成果の実践への還元を
目指しており、本研究テーマの広がりと重要性は GLOCOL の研究活動の趣旨に十分見合うものであることから、本研究課題
を申請し、2011 年度に採択されるにいたった。 
 
【研究代表者】 
山本容正（GLOCOL 招へい教授／大阪府公衆衛生研究所所長）（研究統括、耐性菌の解析全般） 
【研究参加者】 
宇野公之（薬学研究科教授）（環境薬物解析） 
平田收正（薬学研究科教授）（環境薬物解析） 
原田和生（薬学研究科助教）（環境薬物解析） 
朝野和典（医学系研究科教授）（感染症解析） 
大橋一友（GLOCOL センター長・教授）（人材育成） 
住村欣範（GLOCOL 准教授）（人類学的解析） 
上田晶子（GLOCOL 特任准教授）（開発学的解析） 
本庄かおり（GLOCOL 特任准教授）（公衆衛生解析） 
中山達哉（GLOCOL 特任助教）（遺伝子解析）（2013 年 10 月から） 
渡部宏臣（GLOCOL 招へい教授）（耐性菌解析） 
李 俊遠（GLOCOL 招へい研究員）（水産物に関する人類学的解析） 
高橋 章（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授）（食品微生物） 
下畑隆明（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部助教）（食品微生物） 
山本眞由美（岐阜大学保健管理センター教授）（保健衛生解析） 
大山卓昭（国立保健医療科学院主任研究官）（感染疫学解析） 
長谷 篤（大阪市立環境科学研究所課長）（耐性菌解析） 
久米田裕子（大阪府立公衆衛生研究所課長）（研究統括、モニタリングマニュアル作成） 
河合高生（大阪府立公衆衛生研究所主任研究員）（食品微生物解析） 
神吉政史（大阪府立公衆衛生研究所主任研究員）（食品微生物解析） 
河原隆二（大阪府立公衆衛生研究所主任研究員）（食品微生物解析） 
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起橋雅浩（大阪府立公衆衛生研究所主任研究員）（食品検査） 
小西良正（大阪府立公衆衛生研究所主任研究員）（残留抗菌剤検査） 
平井佑治（大阪府立公衆衛生研究所研究員）（食品微生物解析） 
余野木伸哉（大阪府立公衆衛生研究所研究員）（食品微生物解析） 
陳内理生（大阪府立公衆衛生研究所研究員）（食品微生物解析） 
山口貴弘（大阪府立公衆衛生研究所研究員）（食品検査） 
内田耕太郎（大阪府立公衆衛生研究所研究員）（残留抗菌剤検査） 
上田宗平（大阪府立公衆衛生研究所特任研究員）（食品微生物解析） 
井澤恭子（大阪府立公衆衛生研究所非常勤作業員）（食品微生物解析補助） 
落海育美（大阪府立公衆衛生研究所非常勤研究補助員）（成績解析補助） 
山崎伸二（大阪府立大学生命科学研究科教授）（研究統括、マウスモデル作成） 
日根野谷 淳（大阪府立大学生命科学研究科助教）（影響因子解析） 
平井 到（琉球大学医学部保健学科教授）（遺伝子解析） 
安東翔平（薬学研究科博士前期課程）（環境薬物解析） 
西 かおり（人間科学研究科博士前期課程）（人類学的解析） 
 
【研究の目的】 
近年、世界を震撼させているスーパー（薬剤）耐性菌の出現は難治性の感染症を引き起こし、その背景には医療に限らず、
畜産や水産における抗菌剤の濫用が指摘されている。さらに、これらスーパー耐性菌の国境を越えた拡散は地球規模での対応
を迫っている。特にベトナムでは、住民の耐性菌保菌率が著しく増加しており、その発生や蔓延に関与する諸因子の調査研究
は喫緊の課題となっている。本研究では、薬剤耐性細菌発生機構の解析やその蔓延に関与する抗菌剤や関連諸要因を微生物学
的、薬物学的、さらには当該国の社会・経済的背景を基にした人類学・開発学的視点より研究解明し、これを基盤とした耐性
菌モニタリングシステムの構築を行う。 
また、研究課題においては、当該テーマに関する研究とモニタリングシステムの開発・運営を持続的に行うために、高度な
研究能力と専門性を備えた人材を育成するための研修も実施する。 
 
【2013 年度の実施概要】 
実施 2 年目となる 2013 年度は、初年度の予備調査研究を踏まえ、各研究拠点（5 か
所）からの検体収集とその 1 次解析およびフードチェインの詳細、抗菌剤の使用、地
域衛生をテーマとした人類学的調査を行った。特に、紅河デルタ地区（タイビン医科
大学）では日本側機能グループ（微生物 G、薬学 G，人類学 G）専門家の派遣日程集
中化とインターベンションモデル構築のための分野横断的ワーキンググループの形
成による相互連携の強化を図った。人類学 G は、他分野との調査対象の連関を保ちな
がら、基本データ、経済基盤、衛生環境・慣行、食生活・食習慣、フードチェィン、
および、抗菌剤の使用状況に関して、農村の 50 世帯を対象とした調査票と参与観察、
インタビューを組み合わせた調査を行った。微生物 G が分離した菌株はプロジェクト
全体で既に 4367 株に上り、今後、高次解析のための対象菌株の絞り込みへと進める。
高次解析拠点となる国立栄養院の研究ラボ（供与機材設置ラボ）の設置とその運用が
2013 年度にスタートし、分離菌株を用いた研究がベトナム人研究参加者と共同して実
施した。また、同じ世帯を対象にして行った人類学 G の調査結果（フードチェイン、
衛生環境・慣行、抗菌剤の使用など）と、微生物 G の住民から採取したサンプルの解
析結果の相関関係に関して、初歩的な比較検討を行った。以上の状況から見て、全体
として当初計画通り（初年度はサンプリングのための調整、2 年目はサンプリングと
１次解析）の進捗となっている。ただ、ベトナム政府によるプロジェクト承認がプロ
ジェクト 2 年目の終わりである 2014 年 1 月の時期に下りたため、感染症患者から分
離された臨床分離株を対象とした研究の実施と一部地域におけるヒト糞便検体の収
集が 2014 年度へずれ込んだ。 
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２．科学研究費補助金 
１）フード・セキュリティの人類学的研究 
GLOCOL は、「人間の安全保障（human security）」実現のための教育研究活動を重視している。「人間の安全保障」に深く関
わる「フード・セキュリティ」を研究テーマとして GLOCOL 教員を中心に研究構想を練り上げ、科学研究費補助金基盤研究
（A）に申請し、2010 年度より採択された。本研究課題は、主として人類学的視点から研究を遂行するものであるが、食に関
連する理系研究者も参加し、文理協働型の研究も推進している。 
 
研究種目 / 課題番号：基盤研究（A） / 22242029 
実施年度：2010～2013 年度 
【研究代表者】 
栗本英世（GLOCOL 兼任教員・大学院人間科学研究科教授） 
【研究分担者】 
住村欣範（GLOCOL 准教授） 
上田晶子（GLOCOL 特任准教授） 
思沁夫（GLOCOL 特任准教授） 
【研究の目的】 
本研究の目的は、「フード・セキュリティ（食料安全保障）の人類学」の新たな構築である。ネオリベラリズムに基づ
くグローバル化の進展の結果、先進国と発展途上国の区別を問わず、食の問題が、質量の両面において、また生産・獲得
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と供給・分配の各側面において世界規模で深刻な課題となっている。「食」は人間の生の基本であるとともに、「貧困」と
「人間の安全保障」という根本的な課題と密接に関連している。本研究は、世界各地における人類学的フィールドワーク
と理論的研究、および開発研究者と理科系研究者との連携を通じて、貧困概念を批判的に再検討するとともに、フード・
セキュリティに関する総合的な人類学的研究の可能性を開拓することを目指している。 
 
【2013 年度の実施概要】 
最終年度である 2013 年度においては、現地調査はフォローアップに必要な最小限のものにとどめた。2013 年度まで
の調査研究の成果を踏まえて、12 月に大阪大学で国際シンポジウムを開催し、国内外の研究者および実務者（8 カ国、
23 人）が参加して発表と議論を行い、フード・セキュリティの人類学的研究の新たな構築について最終的な総括をおこ
なった。この結果、グローバル化や近代化の進展の結果、食の問題が質量の両面において、また、生産・獲得と供給・
分配の各側面において、先進国と発展途上国の区別あるいは地域を問わず深刻な課題となっており、個々の地域で個別
具体的な形で問題化していることが明らかになった。また、当該テーマについて問題を対象化する共通の枠組みや、多
分野が連携した研究の必要性について理論的考察が行われ、一定の共通認識が得られた。 
さらに、本研究の遂行過程で実施された研究会、現地セミナー、シンポジウムの全ての成果をまとめてホームページ
などに公表した。 
本研究課題は、世界的にきわめて重要かつ基本的なテーマに関して、多地域間で多分野横断的な研究を行ったところ
に特色があり、研究課題実施中に多様な分野で、関連する多くの新しい研究の萌芽を生み出した点でも意義があったと
考えられる。 
成果概要データベース http://kaken.nii.ac.jp/ja/p/22242029 
 
 
 
● 映画上映会 
よみがえりのレシピ 
 
【講演者】 
渡辺智史（「よみがえりのレシピ」監督） 
【開催日・場所】 
2013 年 12 月 20 日、基礎工学部国際棟シグマホール（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
「よみがえりのレシピ」は、山形県を舞台に、消滅の瀬戸際にあった「在来作物」の
復活を描いた、未来への希望を与えてくれる美しいドキュメンタリー映画である。
GLOCOL の研究プロジェクト「フード・セキュリティの人類学的研究」が最終
シンポジウムを開催するにあたり、ベトナム、ブータン、モンゴル、中国、イギ
リスなどから招聘した研究者と一般参加者とともに本映画を鑑賞し、上映後に
監督の渡辺智史氏に講演いただいた。 
【講師紹介】 
1981 年生山形県鶴岡市出身。東北芸術工科大学在学中に東北文化研究セン
ターの民俗映像の制作に参加。2002 年「関川のしな織り」で撮影を担当。2003
年山形県村山市の茅葺集落五十沢の 1 年を追う。上京後イメージフォーラム付
属映像研究所に通いながら、映像制作を開始する。2005 年有限会社アムールに
入社し飯塚俊男氏に師事する。2006 年障がい者が参加する第九合唱を描いたドキュメンタリー映画「An Die Freude 歓喜
を歌う」撮影・編集。2007 年「映画の都ふたたび」を撮影。2008 年フリーで活動開始。「湯の里ひじおりー学校のある最
後の 1 年」を監督。2010 年映画「よみがえりのレシピ」を撮影開始、2011 年の秋に山形県内で公開する。2011 年山形国
際ドキュメンタリー映画祭、2012 年香港国際映画祭に本作品を正式に出品している。 
  
  
Ⅲ.研究活動 
44 
２）その他 
【研究代表者】 
・栗本英世 
「フード・セキュリティの人類学的研究」基盤研究（A） 
・宮原 曉 
「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」基盤研究（B・海外学術調査） 
「東西交流史の新たな視覚：メキシコ史研究から見る東・東南アジアの文化変容」挑戦的萌芽研究 
・島薗洋介 
「代理懐胎の人類学：英国における代理懐胎の実態と当事者の語りの研究」若手研究（B） 
・上田晶子 
「ブータンの農村社会内における経済的格差の要因：稲作地域と畑作地域の比較研究」基盤研究（C） 
・思沁夫 
「トナカイ放牧と自然保全の持続可能な関係：エヴェンキ人のローカルナレッジの再評価」基盤研究（C） 
・本庄かおり 
「地域環境と個人の健康決定要因の相互健康影響解明のための社会疫学研究」基盤研究（C） 
・常田夕美子 
「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク：社会空間の視点から」基盤研究（C） 
・小峯茂嗣 
「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に関する研究」挑戦的萌芽研究 
・中山達哉 
「経口ルートによる豚連鎖球菌感染症の発症メカニズムの解明」若手研究（B） 
・福田州平 
「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」挑戦的萌芽研究 
 
【研究分担者】 
・宮原 曉 
「グローバル大国・中国の出現と東アジア：学校間交流による学術的研究」基盤研究（B）（研究代表者：田中 仁） 
・住村欣範 
「フード・セキュリティの人類学的研究」基盤研究（A）（研究代表者：栗本英世） 
「ベトナムの２大最下流域における毒性化学物資による食品汚染に関する調査研究」基盤研究（B・海外学術調査）
（研究代表者：平田收正） 
・上田晶子 
「フード・セキュリティの人類学的研究」基盤研究（A）（研究代表者：栗本英世） 
・本庄かおり 
「社会心理要因から循環器疾患に至るプロセス解明のための社会・健康科学融合研究」基盤研究（A）（研究代表者：
磯 博康） 
「東アジア、オセアニアにおける生活習慣病対策推進のための学際的研究」厚生労働科学研究費補助金地球規模保健課
題推進研究事業（主任研究者：青山温子） 
・敦賀和外 
「国連安保理改革の重層的研究：歴史、政治、投票力、実効性の観点から」基盤研究（B）（研究代表者：竹内俊隆） 
・思沁夫 
「フード・セキュリティの人類学的研究」基盤研究（A）（研究代表者：栗本英世） 
「グローバル大国・中国の出現と東アジア：学校間交流による学術的研究」基盤研究（B）（研究代表者：田中 仁） 
・福田州平 
「グローバル大国・中国の出現と東アジア：学校間交流による学術的研究」基盤研究（B）（研究代表者：田中 仁） 
・石高真吾 
「東南アジアの華人慈善団体に関する人類学的研究：潮州系のエスニシティとネットワーク」基盤研究（C）（研究代
表者：茨城キリスト教大学 志賀市子） 
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３．その他外部資金 
・論文博士取得希望者に対する支援事業（論博事業） 
日本学術振興会（JSPS）（LUU Dam Ngoc Anh：ベトナム科学技術アカデミー環境生物資源研究所、日本側研究指導者：住
村欣範准教授） 
日本学術振興会（JSPS）（TRINH Hong Son：ベトナム国立栄養院、日本側研究指導者：住村欣範准教授） 
・住村欣範准教授奨学金 
上野製薬株式会社（ベトナムにおける食品安全衛生に関する調査研究のため） 
・熱帯生物資源研究奨学金 
宮本和久特任教授奨学金から移管 
・思沁夫特任准教授奨学金 
公益財団法人りそなアジア・オセアニア財団（「環境事業助成」：モンゴル国オンギ川流域における柳林保護および越冬用
飼料（草）の栽培に関する協力行動のため） 
・JSPS 外国人特別研究員事業（BOFULIN Martina：スロベニア芸術科学アカデミー、受入研究者：宮原 曉） 
 
 
４．国際研究交流 
１）学術交流協定の推進 
GLOCOL の教育、研究、実践のいずれの面においても、事業を展開するためには、海外の大学や機関と学術交流協定などの
国際連携を確立することが望ましい。また、2011 年度から本格的に活動を行ってきた FIELDO の海外体験型教育プログラム
（海外インターンシップ、海外フィールドスタディ）を安定的に推進するためにも、単に教育面での交流にとどまらない学術
交流協定を締結することが必要となっており、2013 年度には新たに 1 件の協定を締結、2 件の協定を更新した。 
2013 年度に GLOCOL は、ミンダナオステイト大学（フィリピン）と学術交流協定を締結し、2010 年度に締結したタイビン
医科大学（ベトナム）、ベトナム国立栄養院（ベトナム）との学術交流協定を更新した。 
その他、ユネスコバンコクとの協定更新を協議中であるとともに、新たにカントー大学環境学部（ベトナム）やブータン農
業省（ブータン）、コベントリー大学（イギリス）、Bangladesh Rice Research Institute（バングラデシュ）との協定締結が検討さ
れている。 
 
 
２）海外からの招へい研究員・受託研修員 
・招へい研究員 
李俊遠（2011 年 8 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
（国立慶北大学、非常勤講師） 
ケン・イシカワ（2012 年 7 月 1 日～2013 年 6 月 30 日） 
（PinoyME Foundation, Communications Consultant） 
 
・外国人招へい研究員 
Trinh Hong Son（2013 年 7 月 16 日～9 月 14 日） 
（Researcher, Vice Director, Nutrition Information Education and Communication Center, National Institute of Nutrition） 
Bofulin Martina（2013 年 9 月 1 日～2014 年 8 月 31 日） 
 (Affiliated researcher, Research Center of the Slovenian Academy of Science and Arts) 
Luu Dam Ngoc Anh（2013 年 10 月 19 日～12 月 20 日） 
（Researcger, Institute of Ecology and Biological Resources, Vietnam Academy of Science and Tech nology） 
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Yoko Nitahara Souza（2013 年 11 月 1 日～2014 年 7 月 31 日） 
（教員、Secretaria de Educação do Distrito Federal SE GDF） 
Hoang Hoai Phuong（2014 年 1 月 16 日～2015 年 3 月 31 日） 
（Researcher, Institute of Hygiene and Public Health Ho Chi Minh City） 
 
・外国人受託研修員 
Tran Nguyen Minh Doan（2013 年 7 月 4 日～10 月 15 日） 
（ホーチミン公衆衛生医療院、Staff） 
Nguyen Van Sy（2013 年 9 月 16 日～10 月 13 日） 
（ベトナム国立栄養院、Researcher） 
Nguyen Thi Ngoc Hue（2013 年 9 月 16 日～10 月 13 日） 
（ニャチャン・パスツール研究所、Deputy Director） 
Le Thi Tiem（2013 年 9 月 16 日～10 月 13 日） 
（ビンディエン卸売市場、Staff） 
Hoang Lan Phuong（2013 年 9 月 16 日～10 月 13 日） 
（タイビン医科大学、Researcher） 
Tran Thi Thu Suong（2013 年 9 月 16 日～10 月 13 日） 
（カントー大学、Researcher） 
 
 
５．GLOCOL FD セミナ  ー
GLOCOL スタッフの研究、教育、実践支援の質向上および個々のスタッフの活動についての相互理解を深めるために、
GLOCOL FD セミナーを実施している。2013 年度は、5 回の GLOCOL FD セミナーを実施した。第 1 回は小峯茂嗣が情報セキュ
リティ、大野光明がハラスメントにまつわる問題と対処法について報告した。第 2 回は同じく大野光明、第 3 回は島薗洋介、
第 4 回は小河久志が、各自が行ってきた／行っている研究について発表し参加者と議論した。また第 3 回目のセミナーでは、
深井明（国際連携係）が研究費の不正使用防止について報告した。最後の第 5 回目のセミナーでは、国際開発ジャーナル社代
表取締役の荒木光弥が、ODA と大学の関わりについて、その歴史的経緯と現状から、大学として活用可能なスキームや事業は
何か、外務省や JICA といった ODA 実施機関側の大学のとらえかたや対大学政策の実態とはいかなるものか、といった点につ
いて報告し、参加者と意見交換を行った。 
 
● 第 1 回 2013 年 7 月 16 日 
小峯茂嗣「情報セキュリティについて」 
大野光明「ハラスメントについて」 
 
● 第 2 回 2013 年 10 月 1 日 
大野光明「アリーナとしての『沖縄問題』：越境する人々・社会運動・共同性」 
 
● 第 3 回 2013 年 11 月 19 日 
深井 明「研究費の不正使用防止について」 
島薗洋介「インドにおける代理懐胎と生命倫理学の人類学：コルカタとハイデラ
バードにおける代理母の聞き取り調査から」 
 
● 第 4 回 2013 年 12 月 3 日 
小河久志「2 つの『復興』現象から学んだこと：タイにおけるイスラーム復興と災
害復興」 
 
● 第 5 回 2014 年 3 月 26 日 
荒木光弥「大学は ODA をどのように活用できるのか」 
 
 
 
 
Ⅲ.研究活動
47
６．スタッフの研究活動（個人研究） 
 
大橋一友（おおはし かずとも） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------センター長・教授 
【学歴】大阪大学医学部卒業（1982）米国ニューヨーク大学留学（1989）【職歴】大阪大学医学部附属病院医員（1982）、箕面
市立病院医員（1983）、大阪大学医学部附属病院医員（1987）、大阪大学医学部助手（1988）、大阪府立成人病センター婦人科医
長（1995）、大阪大学医学部助手（1996）、大阪大学医学部講師（1999）、関西労災病院産婦人科部長（1999）、大阪大学医学部
教授（2002）、大阪大学大学院医学系研究科教授（2003-）、大阪大学評議員（2010-2012）、大阪大学大学院医学系研究科副研究
科長（保健学科長）（2010-2012）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター長（2011-2013）、大阪大学全学教育推進機構
海外教育部門長（2012-2013）千里金蘭大学客員教授（2009-2010）、大阪保健医療大学客員教授（2010-2011）、放送大学客員教
授（2010-）【専門】産婦人科学、母子保健学 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013 Hiroko Sakai, Kazutomo Ohashi Association of menstrual phase with smoking behavior, mood and menstrual phase-associated 
symptoms among young Japanese women smokers. BMC Women’s Health 13:10 http://www.biomedcentral.com/1472-
6874/13/10 
2013 Masako Saito, Kazutomo Ohashi A literature review on clinical assessment of parent-child interaction –Nursing Child Assessment 
Satellite Training Project from 2000 to 2012- 兵庫医療大学紀要 1 (2), 11-21 
2013 鈴井江三子 齊藤雅子 飯尾祐加 谷野 宏美 池田理恵 山本八千代 大橋一友 学童保育指導員が認識する
虐待徴候 母性衛生 54 (1), 51-60 
2013 井関敦子 南田智子 大橋一友 里帰り分娩を行った娘に対する実母の支援姿勢と支援を通じて体験した思い 
母性衛生 54 (1), 191-199 
2013 束田吉子 鈴井江三子 加瀬文彦 古閑澄子 長尾光城 大橋一友 ナイジェリア・ラゴス週の保健センターにお
ける産褥管理の実態調査 日本赤十字国際人道研究センター紀要 2,121-125. 
2013 鈴井江三子 齋藤雅子 飯尾祐加 大橋一友 加瀬文彦 谷野宏美 学童保育指導員を対象にした児童虐待の早
期発見と対応に関する研究 朝日生命研究 
2013 大橋一友 不妊カウンセリングの重要性 産科と婦人科 80(11), 1427-1431 
2013 大橋一友 不妊カウンセリング学会と不妊カウンセラー・体外受精コーディネーター 日本不妊カウンセリング学
会誌 12(2), 125-128 
2013 大橋一友 グローバル人材育成って何？ 放送大学大阪同窓会会報「おおさか」27, 2 
2013 スタンダード生理学【第 3 版】 第 16 章 生殖 二宮石雄 安藤啓司 彼末一之 松川寛二 編 371-388 
2013 2014 年新出題基準別助産師国家試験問題 医学監修 大橋一友 編集 葉久真理 メディカ出版 
2013 2014 年新出題基準別助産師国家試験重要問題集 医学監修 大橋一友 編集 葉久真理 メディカ出版 
◇国際学会発表 
2013 年 2 月 21 日～22 日 Emiko Suszui, Yoshiko Tsukada, Fumihiko Kase, Masako Saito, Yuka Iio, Kazutomo Ohashi. Effect of 
practical training program to prevent a perineal laceration for midwives working at a primary health center, Lagos State, Nigeria. 
16th East Asian Forum of Nursing Scholars, Bangkok, Thailand 
2013 年 2 月 21 日～22 日 Masako Saito, Kazutomo Ohashi. The literature review on clinical assessment of parent-child interaction –
Nursing Child Assessment Satellite Training Project from 2000 to 2012-. 16th East Asian Forum of Nursing Scholars 21-22, 
Bangkok, Thailand 
2013 年 2 月 21 日～22 日 Sayaka Tsuchiya, Kazutomo Ohashi. Neonatal outcomes of urban poor in Japan. 16th East Asian Forum of 
Nursing Scholars 21-22, Bangkok, Thailand 
2013 年 2 月 21 日～22 日 Kaori Kinouchi, Yuka Higashida, Kazutomo Ohashi. Clinical trial of cellular phone reminder e-mail to 
support pelvic floor muscle training for postnatal women. 16th East Asian Forum of Nursing Scholars, Bangkok, Thailand 
2013 年 5 月 18 日～23 日 Kaori Kinouchi, Kazutomo Ohashi. The prevalence of urinary incontinence in postpartum women and 
adherence to pelvic floor muscle training. ICN 25th Quadrennial Congress, Melbourne, Australia 
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2013 年 6 月 27 日～30 日 Kotomi Yamaguchi, Mamoru Yamashita, Nobuhiko Suganuma, Kazutomo Ohashi. Correlation between 
preventive steps for striae gravidarum and quality of life among Japanese pregnant women. 9th World Congress of Cosmetic 
Dermatology, Athens, Greece 
2013 年 10 月 16 日～18 日 Akiko Nishimura, Yuuichi Fujita, Aya Ishihara, Mayumi Katsuta, Kazutomo Ohashi Risk factors of 
Japanese mother’s depression at four month after delivery. 3rd World Academy of Nursing Science, Seoul, Korea 
2013年10月20日～23日Kazutomo Ohashi, Yuka Higashida. Cessation of passive smoking for pregnant non-smokers using feedback 
for urinary cotinine test. 23rd Asia & Oceanic Congress of Obstetrics & Gynecology, Bangkok, Thailand 
◇講演 
2013 年 6 月 大橋一友 研究の重要性―研究計画の立て方と倫理的配慮 第 32 回不妊カウンセラ ・ー体外受精コーディ
ネーター養成講座 東京 
2013 年 11 月 大橋一友 学生海外渡航時の危機管理体制 第 23 回北海道地区留学生担当教職員連絡会議（兼 グロー
バル人材推進事業東日本第一ブロック会議）札幌 
2013 年 12 月 周産期の判断・検査とグリーフケア 大阪府看護協会 大阪 
◇教育活動 
大阪大学基礎セミナー 出産を考える 
大阪大学医学部保健学科 
生理学Ⅰ、生化学、臨床栄養学、母性保健医療学、看護研究方法論演習、助産診断・技術学演習Ⅰ、母性看護学実習、助
産学実習、特別研究 
大阪大学医学部医学科 
産婦人科学 
大阪大学大学院医学系研究科 
生涯保健学、母性ヘルスケア学特論Ⅲ、生命育成看護科学実験・実習、生命育成看護科学特別研究、 
リプロダクティブヘルス学特講、リプロダクティブヘルス学特講演習 
放送大学「日本の妊娠・出産」「日本の医療を考える」 
◇社会活動、センター外活動 
日本不妊カウンセリング学会 理事長 
大阪母性衛生学会 常任理事 
日本母性衛生学会 理事 
地域研究コンソーシアム理事 
日本生殖免疫学会 評議員 
第 76 回 QOL 研究会 世話人 2013 年 4 月 大阪 
JICA 関連 
2013 年度「アフリカ母子保健看護管理コース」研修受け入れ 
2013 年度地域別研修「安全な出産のための助産師研修（モンゴル）」研修受け入れ 
2010-2013 年度「ラゴス州母子保健強化プロジェクト」短期専門家 
◇海外調査活動 
2013 年 6 月 8 日～23 日（ナイジェリア）ナイジェリア・ラゴス州母子保健強化プロジェクト短期派遣専門家 
2013 年 9 月 23 日～28 日（モンゴル）安全な出産のための助産師研修（モンゴル）の調査（JICA） 
2013 年 10 月 19 日～23 日（タイ）アジア オセアニア産婦人科学会に出席・発表 
2013 年 11 月 28 日～12 月 1 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシス
テムの開発」研究打合せのため 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金挑戦的萌芽研究「周産期における父親のうつ状態の推移と危険因子」研究分担者 
科学研究費補助金基盤研究（C）「思春期女子が受ける母親の喫煙リスクと母娘への禁煙・防煙支援プログラムの開発」研
究分担者 
科学研究費補助金基盤研究（C）「学童保育における「学童保育版児童虐待対応マニュアル」の開発に関する研究」研究分
担者 
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宮原 曉（みやはら ぎょう） 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------副センター長・准教授（グローバル共生グループ） 
【学歴】大阪外国語大学外国語学部インドネシア・フィリピン語学科卒業（1989）、東京都立大学大学院社会科学研究科修士課
程（社会人類学専攻）修了（1992）、東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程（社会人類学専攻）中退（1997）【職歴】大
阪外国語大学アジアⅡ講座専任講師（1997）、大阪外国語大学アジアⅡ講座助教授（1999-2007）、大阪外国語大学アジアⅡ講座
准教授（2007-）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター准教授（2007-）、大阪大学グローバルコラボレーションセン
ター副センター長（2010-）【学位】博士（社会人類学）（2007 東京都立大学）【専攻・専門】社会人類学、華僑華人研究、親族
研究 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2014 「Community Extension Research モデル化に向ける」宮原 曉（編）『新しい大学のかたち ― 2013 年度 Community 
Extension Research モデル化事業 外国人の被災体験を学ぶ』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、1-6
頁。 
2014 「フィリピン諸島からの視点 ― 華僑華人からの視点を中心に」塩谷昌史・高橋五郎・貴志俊彦（編）『日中関係の
質的変容をどう理解するか ― 他地域の視点から捉え直す』11-22 頁。(JCAS Collaboration 8.) 地域研究コンソーシ
アム・京都大学地域研究統合情報センター・愛知大学国際中国学研究センター・愛知大学国際問題研究所 
2014 「グローバル人材育成をめぐる二重のパラドクス」安藤由香里・兼松泰男（編）『フィールドスタディで国際機関の
活動を知る』大阪大学グローバルコラボレーションセンター（GLOCOL ブックレット 14）82-92 頁。 
2014 「ドーナツという『近代』」ショセキカプロジェクト（編）『ドーナツを穴だけ残して食べる方法』大阪大学出版会
215-229 頁。 
◇講演・口頭発表 
2013 「『恋するミナミ』を読む地図 ― 人の混成と心の混成」シンポジウム混成アジア映画がつなぐ東アジア世界『Fly 
Me to Minami～恋するミナミ』が照らす世界（大阪大学中之島センター）（詳細は pp.93） 
2013 「日中関係の質的変容をどう理解するか ― フィリピン諸島からの視点（華僑華人からの視点を中心に）」JCAS 公
開シンポジウム「日中関係の質的変容をどう理解するか」（愛知大学国際中国学研究センター） 
2013  "Chinese Overseas Studies in Pre-war Japan and the East Asian Version of Modernity: Focusing on the Position of “Ka-kyo” 
both in each Host Country and the Greater East Asian Co-Prosperity Sphere." （分科会 Reframing the Discourse Space around 
‘Studies on Overseas Chinese’: Toward an Alternative Anthropological Approach.）The 17th World Congress of the 
International Union of Anthropological and Ethnological Sciences (The University of Manchester Aug. 5-10) (Aug.9) 
2014 「移動する身体の軌跡と中国系移民のディアスポリック空間」日本華僑華人学会特別企画「東南アジアの中国系移
民と身体の政治学」平戸文化センター特別会議室 
◇教育活動 
大阪大学外国語学部外国語学科「東南アジア社会文化演習ⅡaC」Ⅰ期 
大阪大学外国語学部外国語学科「東南アジア社会文化演習ⅡbC」Ⅱ期 
大阪大学外国語学部外国語学科「東南アジア社会文化演習ⅡaD」Ⅰ期 
大阪大学外国語学部外国語学科「東南アジア社会文化演習ⅡbD」Ⅱ期 
大阪大学外国語学部外国語学科「東南アジアフィールドワーク a」Ⅰ期 
大阪大学外国語学部外国語学科「東南アジアフィールドワーク b」Ⅱ期 
大阪大学人間科学部「地域研究概論」Ⅰ期（オムニバス） 
大阪大学人間科学部「国際フィールドワーク論」Ⅱ期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特講 II」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定演習 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定演習 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定研究 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定研究 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別演習 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別演習 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別研究 I」I 期 
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大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別研究 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「地域研究特講」（オムニバス）II 期 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター・高度副プログラム「グローバル共生」 
「グローバルコラボレーションの理論と実践」 
「多文化共生社会論」 
「多言語共生社会演習」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター・高度副プログラム「現代中国研究」 
「現代中国研究」 
「中国文化コロキアム」 
京都外国語大学外国語学部「比較文化論 2」II 期 
◇社会活動、センター外活動 
日本華僑華人学会・常任理事 
地域研究コンソーシアム運営委員長 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「東西交流史の新たな視角：メキシコ史研究から見る東・東南アジアの文化変容」
研究代表者 
科学研究費補助金（基盤研究 B 海外調査）「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」研究
代表者 
科学研究費補助金（基盤研究 B 海外調査）「グローバル大国・中国の出現と東アジア―学校間交流による学際的研究」（代
表者：田中仁）研究分担者 
◇海外調査活動 
2013 年 6 月 23 日～30 日（中国厦門・泉州）科研「東西交流史の新たな視角：メキシコ史研究から見る東・東南アジアの
文化変容」に関する現地調査 
2013 年 8 月 3 日～16 日（イギリス・ドイツ・スロベニア）IUAES での研究報告、ドイツ、スロベニアでの研究打ち合わ
せ 
2013 年 8 月 25 日～30 日（フィリピン・香港）科研「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空
間」に関する現地調査 
2013 年 11 月 3 日～7 日（ミャンマー）科研「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」に
関する現地調査 
2014 年 2 月 12 日～21 日（台湾）フィールドスタディ引率 
2014 年 2 月 27 日～3 月 9 日（フィリピン・香港）科研「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリッ
ク空間」に関する現地調査 
◇GLOCOL 共同研究 
グローバル共生グループ「大学における社会連携 ― Community Extension Service の教育実践に関する準備研究」（研究代
表者：吉富志津代）研究分担者 
  
 
 
 
Ⅲ.研究活動
51
住村欣範（すみむら よしのり） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------准教授（国際協力グループ） 
【学歴】大阪大学人間科学部（1991）、大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程修了（1996）、大阪大学大学院人間科学研
究科博士後期課程修了（2000）、放送大学大学院文化科学研究科修士課程修了（2008）【職歴】帝塚山大学短期大学部非常勤講
師（2000）、大阪外国語大学外国語学部（2000）、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所非常勤講師（2004）、関西大
学社会学部非常勤講師（2004）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター准教授（2007-）、大阪市立大学大学院文学研究
科非常勤講師（2008）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター副センター長（2011-2012）【学位】学術修士（大阪大学
1996）、学術修士（放送大学 2008）【専攻・専門】文化人類学、ベトナム地域研究 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2014 Kiyoko Makimoto, Yoshinori Sumimura eds., Current issues in dementia and dementia care in East Asia, GLOCOL Booklet, 
GLOBAL COLLABORATION CENTER, Osaka University 
2014 住村欣範監修、チャン ティ ヒエン編『日越・越日対訳：水環境用語集』大阪大学生物工学国際交流センタ  ー
◇講演・口頭発表 
2013 年 12 月 19 日 Sumimura Yoshinori, “Global Environmental Risk and Food Security in Vietnam: The Case of Antibiotic Resistant 
Bacteria” International Symposium: Anthropological Study of Food Security, 2013.12.19-21, at Osaka University. 
◇教育活動 
GLOCOL 科目「環境問題への回路 I」（オムニバス） 
GLOCOL 科目「環境問題への回路Ⅱ」（オムニバス） 
GLOCOL 科目「東アジアの地域環境」（オムニバス） 
GLOCOL 科目「グローバル健康環境」 
GLOCOL 科目「グローバルコラボレーション言語 I・II」 
GLOCOL 科目「海外フィールドスタディ S」 
大阪大学全学共通教育科目「アジアの文化と社会を知る」 
大阪大学外国語学部「ベトナム語 IVa」 
大阪大学外国語学部「ベトナム語 IVb」 
大阪大学外国語学部「東南アジア社会文化演習Ⅱa (F)」 
大阪大学外国語学部「東南アジア社会文化演習Ⅱb (F)」 
大阪大学人間科学部「地域言語基礎Ⅰ（ベトナム語）」 
大阪大学人間科学部「地域言語基礎Ⅱ（ベトナム語）」 
大阪大学人間科学部「地域言語基礎Ⅲ（ベトナム語）」 
大阪大学人間科学部「地域知識論 II」 
大阪大学大学院人間科学研究科「地域知識論特講 II」 
大阪大学大学院人間科学研究科「地域知識論特定研究 I」 
大阪大学大学院人間科学研究科「地域知識論特別研究 II」 
大阪大学大学院人間科学研究科「地域知識論特定演習 I」 
大阪大学大学院人間科学研究科「地域知識論特別演習 II」 
大阪大学大学院薬学研究科「応用環境生物学特別講義」（オムニバス） 
◇社会活動、センター外活動  
大阪大学全学教育推進機構企画開発部大学院横断教育部門兼任 
大阪大学全学教育推進機構企画開発部海外教育部門兼任 
大阪大学大学院人間科学研究科兼任 
大阪大学人間科学部兼任 
大阪大学外国語学部兼任 
大阪大学コミュニケーションデザイン・センター兼任 
大阪大学全学共通教育機構兼担 
大阪大学生物工学国際交流センター外部評価委員 
大阪府立茨木高校野外実習活動（ベトナム）との高大連携活動 
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◇外部資金による研究 
地球規模課題対応国際科学技術協力事業（SATREPS）「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリ
ングシステムの開発」（人類学グループ、人材育成グループリーダー） 
科学研究費補助金 基盤研究(A)「フード・セキュリティの人類学的研究」（研究分担者） 
科学研究費補助金 基盤研究(B)「ベトナムの２大河川最下流域における毒性化学物質による食品汚染に関する調査研究」
（研究分担者） 
二国間交流事業（ベトナム VAST との共同研究）「ベトナム沿岸地域における海洋生物資源開発と環境浄化技術の開発に
向けた調査研究」（研究分担者） 
Long Range Research Initiative「メコン川流域における複合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発
とその実効性の検証」（研究分担者） 
◇海外調査活動 
2013 年 5 月 10 日～17 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」にかかる会議参加、調査 
2013 年 6 月 11 日～18 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」にかかる、ホーチミン市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査 
2013 年 6 月 29 日～7 月 2 日（ベトナム）科学研究費補助金Ｂ「ベトナムの 2 大河川最下流域における毒性化学物質によ
る食品汚染に関する調査研究」（研究分担者）に係る調査と研究打ち合わせ 
2013 年 7 月 25 日～30 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」にかかる、ハノイ市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査、研究打ち合わせ 
2013 年 8 月 9 日～26 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」に係る現地調査 
2013 年 9 月 26 日～30 日（ベトナム）ベトナム保健省「人民健康功労記章」受賞、二国間交流事業「ベトナム沿岸地域に
おける海洋生物資源開発と環境浄化技術の開発に向けた調査研究」にかかる研究交流、未来研究イニシアティブ・
グループ支援事業「メコン川流域ベトナム南部における地域適合型の包括的な環境再生ソリューションモデルの形
成」にかかる現地調査 
2013 年 11 月 3 日～6 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステムの
開発」に係るプログレスミーティングに参加 
2013 年 11 月 28 日～12 月 3 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリ
ングシステムの開発」にかかる、ホーチミン市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査および人材育成に関
する打ち合わせのため 
2014 年 1 月 17 日～24 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」にかかる、ホーチミン市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査および人材育成に関する
打ち合わせ 
2014 年 3 月 19 日～22 日（ベトナム）論文博士号取得希望者に対する支援事業に係る現地指導 
◇受賞 
「人民健康功労記章」ベトナム社会主義共和国保健省 
◇GLOCOL 共同研究 
国際協力グループ「開発途上国における学際的協働に関する研究」（研究代表者：思沁夫）研究分担者 
  
 
 
 
Ⅲ.研究活動
53
島薗洋介（しまぞの ようすけ） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------講師（グローバル共生グループ） 
【学歴】早稲田大学第一文学哲学科社会学専修卒業（1997）、京都大学大学院人間環境学研究科修士課程修了（2000）、オック
スフォード大学社会文化人類学研究所医療人類学修士課程修了（2003）、京都大学大学院人間環境学研究科博士課程指導認定退
学（2009）、オックスフォード大学社会文化人類学研究所社会人類学博士課程修了（2013）【職歴】京都造形芸術大学通信教育
部非常勤講師（2007-2008）、多摩大学グローバルスタディーズ学部非常勤講師（2008-2012）、慶応大学先導研究センター非常勤
研究員（グローバル人文 COE「倫理と完成にかんする先端的研究教育拠点」）（2111-2012）、金沢大学意訳保険研究域医学系生
態医学・公衆衛生学研究員（内閣府・最先端次世代型研究開発支援プログラム「グローバル化における生殖技術の市場化と生
殖ツーリズム：倫理的、法的問題」）（2011-2013）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター講師（2013-）【学位】人間環
境学修士（京都大学 2000）、医療人類学修士 M. Phil Medical Anthropology（オックスフォード大学 2003）、社会人類学博士 D. 
Phil in Social Anthropology（オックスフォード大学 2013）【専攻・専門】社会人類学、医療人類学 
 
【主要業績】 
◇論文 
2007 ‘The State of the International Organ Trade: A Provisional Picture based on Integration of Available Information’, Bulletin of the 
World Health Organization 85 (26): 955-962. 
2008 ‘Repaying and Cherishing the Gift of Life: Gift Exchange and Living-related Kidney Transplantation in the Philippines’, 
Anthropology in Action 15(3): 34-46.  
2013 Shimazono, Y. ‘Accommodating Accommodating a "foreign" organ inside the body: Post-transplant bodily experiences of Filipino 
kidney recipients’, Ars Vivendi Journal No.3 (February 2013): 24-50. 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013 Hibino, Y. and Shimazono, Y. 'Becoming a Surrogate Online: "Message Board" Surrogacy in Thailand', Asian Review of Bioethics 
5(1): .56-72. 
2013 Hibino, Y., Shimazono, Y., Kambayashi, Y., Hitomi, Y., and Nakamura, H. ‘Attitudes towards Cross-border Reproductive Care 
among Infertile Japanese Patients’, Environmental Health and Preventive Medicine 18(6): 477–84. 
2014 Shimazono, Y., and Hibino, Y. ‘Japanese Infertility Patients' Attitudes towards Directed and Non-Directed Oocyte Donation: 
Analysis of a Questionnaire Survey and Implications for Public Policy’, Asian Bioethics Review 5(4): 331–43. 
2014 ‘Hibino Y, and Shimazono, Y. Impact of Egg Donation Deliveries from Domestic and Overseas Sources on Maternal Care: a 
Questionnaire Survey of Japanese Perinatal Physicians, Environmental Health and Preventive Medicine 19(1): 1–8. 
2014 Shimazono, Y. ‘Local and Global Contexts of the Praxis of Bioethics: “Transplant Tourism” and “Altruistic’ Medicine”-
Commentary’, In The Future of Bioethics, Akabayashi, A.(ed.) Oxford: Oxford University Press, pp. 503–5. 
2014 Shimazono, Y. ‘On Feeling Tired, Breathless, and Itchy: An Exploration of the Lived Experience of Chronic Kidney Failure’, In 
Ecology of Care: Innovation through Technologies, Collectives and the Senses, Mohasci, G. (ed.) Osaka: Doctoral Program for 
Multicultural Innovation, Osaka University, pp. 43-60.  
◇講演・口頭発表 
2013 年 4 月 6 日「生殖補助医療と身体の商品化をめぐる倫理的・社会的問題」第 22 回生殖テクノロジーとヘルスケアを
考える研究会「グローバル化時代における生殖技術と家族形成」4 月 6 日～7 日（京都市：立命館大学衣笠キャン
パス）. 
2013 年 4 月 26 日 ‘Exchanging the Incommensurable: An Anthropological Exploration of Commercial Kidney Transplantation in the 
Philippines’, Making and Breaking the Humanitarian, held at the Centre for Humanities and Medicine, The University of Hong 
Kong, April 25-26.   
2013 年 5 月 16 日 「RTD: 哲学と人類学の架橋」医療社会学会第 39 回研究大会（朝霞市：東洋大学朝霞キャンパス） 
2013 年 6 月 9 日 「〈病いの語り〉の中の身体：フィリピン末期腎不全患者の身体経験に関する一考察」文化人類学会第
47 回研究大会（東京都港区：慶応大学三田キャンパス） 
2013 年 6 月 28 日 「民俗医療の効果とは―フィリピンを事例にして―」（招待講演）シェアの会（東京都渋谷区：日本赤
十字社医療センター） 
2013 年 7 月 6 日 “Kidneys as contested commodities: An Anthropological Reflection on Kidney Trade in the Philippines’ 第 18 回
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フィリピン研究全国フォーラム（兵庫県西宮市：神戸女学院大学） 
2013 年 10 月 20 日 「『商品』としての腎臓：フィリピンにおける腎臓売買の現場から」『シンポジウム：医療のグローバ
ル化 ― 生殖補助医療・臓器移植・臨床試験』第 32 回日本医学哲学・倫理学会大会（牧方市：大阪歯科大学楠葉学
舎） 
2013 年 11 月 13 日 「病いの経験における感覚と情態性：フィリピン末期腎不全患者の語りに関する考察」第 29 回大阪
大学医療人文学研究会（大阪府吹田市：大阪大学吹田キャンパス） 
2013 年 11 月 15 日 「代理懐胎のメタバイオエシックスの試み」京都人類学研究会（京都市：京都大学吉田キャンパス） 
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター高度副プログラム「司法通訳翻訳」 
大阪大学大学院人間科学研究科「超域地域論特講 I」 
大阪大学大学院人間科学研究科「超域地域論特講 II」 
大阪大学大学院人間科学研究科「超域地域論特定演習 I」 
大阪大学大学院人間科学研究科「超域地域論特定演習 II」 
大阪大学大学院人間科学研究科「地域研究特講」（オムニバス） 
大阪大学大学院法学研究科「法務省・検察庁における通訳翻訳実務論 A」 
大阪大学大学院法学研究科「法務省・検察庁における通訳翻訳実務論 B」 
大阪大学大学院法学研究科「警察通訳翻訳実務論」 
大阪大学大学院法学研究科「弁護通訳翻訳実務論」 
大阪大学外国学部「東南アジア社会文化演習」IIa 
大阪大学外国学部「東南アジア社会文化演習」IIIa 
大阪大学外国学部「東南アジア社会文化演習」IIb 
大阪大学外国学部「東南アジア社会文化演習」IIIb 
大阪大学法学部「特別講義（法務省・検察庁における通訳翻訳実務論 A）」 
大阪大学法学部「特別講義（法務省・検察庁における通訳翻訳実務論 B）」 
大阪大学法学部「特別講義（警察通訳翻訳実務論）」 
大阪大学法学部「特別講義（弁護通訳翻訳実務論）」 
◇社会活動、センター外活動  
フィリピン・台風ヨランダ被災地支援活動（大阪大学外国学部フィリピン語専攻学生有志との協力） 
第 18 回フィリピン研究全国フォーラム運営委員 
◇外部資金による研究 
「代理懐胎の人類学：英国における当事者の語りを中心とした研究」（科学研究費補助金・若手 B）研究代表者 
◇海外調査活動 
2013 年 4 月 25 日～27 日（中国）香港大学で行われたシンポジウム”Breaking and Making the Humanitarian”発表 
2014 年 2 月 11 日～25 日（フィリピン）マニラにおける臓器移植に関する調査、レイテ島被災地の復興状況に関する調
査 
2014 年 3 月 10 日～30 日（イギリス）「代理懐胎の人類学：英国における代理懐胎の実態と当事者の語りの研究」に関す
る調査 
◇GLOCOL 共同研究 
グローバル共生グループ「大学における社会連携 ― Community Extension Service の教育実践に関する準備研究」（研究代
表者：吉富志津代）研究分担者 
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宮本和久（みやもと かずひさ） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任教授（オブザーバー） 
【学歴】京都大学工学部化学機械学科卒業（1965）、京都大学大学院工学研究科（化学工学専攻修士課程）修了（1967）【職歴】
大阪大学薬学部助手（1967）、米国カリフォルニア大学客員研究員（1977-1979）、大阪大学薬学部助教授（1983）、米国ジョー
ジア工科大学客員研究員（1987-1987）、大阪大学薬学部教授（1992）、大阪大学大学院薬学研究科教授（1998）、大阪大学評議
員（1999-2001）、薬学研究科長・薬学部長（2001-2003）、大阪大学定年退職（2005）、大阪大学名誉教授（2005）、大阪大学生物
工学国際交流センター特任教授（バンコク駐在）（2005）、大阪大学バンコク教育研究センター長・特任教授（2006）、大阪大学
グローバルコラボレーションセンター特任教授（2007-2013）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター招へい教授（2013-）
【学位】工学修士（京都大学 1967）、工学博士（大阪大学 1978）【専攻・専門】環境バイオテクノロジー、環境系薬学、微細藻
類の大量培養、微細藻類による環境浄化、熱帯生物資源を用いたバイオ燃料の開発 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇社会活動・センター外活動 
タイ王国科学技術研究所・技術顧問 
環境バイオテクノロジー学会・顧問 
日本薬学会近畿支部・顧問 
酵素工学研究会・評議員 
（財）森下育英会・役員 
◇海外調査研究活動 
2013 年 7 月 16 日～24 日（タイ）タイ科学技術研究所：熱帯生物資源の利活用に関する研究、大阪大学バンコク教育研究
センター、チュラロンコン大学、マヒドン大学など：フィールドスタディ「生物資源と環境」の事前打ち合わせ 
2013 年 9 月 1 日～8 日（タイ）熱帯生物資源開発に関する研究のため、タイ科学技術研究所（TISTR)訪問、海外フィー
ルドスタディ S「生物資源と環境」の指導（研修先訪問、発表会参加など） 
 
 
 
 
 
上田晶子（うえだ あきこ） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任准教授（国際協力グループ） 
【学歴】学習院大学法学部政治学科卒業（1993）、ランカスター大学、国際関係学大学院ディプロマ課程修了（1994）、ロンド
ン大学東洋アフリカ学院、開発学修士課程修了（1995）、ロンドン大学東洋アフリカ学院、開発学博士課程修了（2001）【職歴】
在インド日本国大使館専門調査員（2001-2004）、国連開発計画ブータン事務所、コーディネーションオフィサ （ー2004-2007）、
大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任准教授（2007-）【学位】開発学博士（ロンドン大学 2001）【専攻・専門】開
発学 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2014 Akiko Ueda and Tashi Samdup, “Chilli Transactions in Bhutan: An Economic, Social and Cultural Perspective”, S. Mullard (ed.) 
(title not confirmed) Austrian Academy of Social Sciences （掲載決定済） 
2014 “The Impacts of Education and School in Rural Life in Bhutan”, D. Johnson and C. Robles (eds.) Education, Culture and 
Modernisation in Bhutan, Oxford（掲載決定済） 
2014 “Understanding the Practice of Dual Residence in the Context of Transhumance: A Case from Western Bhutan”, S. Kumagai 
(ed.) Bhutanese Buddhism and Its Culture, Kathmandu, Vajra Publications（掲載決定済） 
2014 「フード・セキュリティ」杉本良男 監修『世界民族百科事典』丸善出版（掲載決定済） 
◇講演・口頭発表 
2013 年 4 月 25 日「ブータンの農村におけるフード・セキュリティ」、第 5 回京都大学ブータン研究会、京都大学。 
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2013 年 12 月 19 日～20 日 “Food Security and Coping Strategies in Rural Bhutan” International Symposium: Anthropological 
Study of Food Security, Osaka University, Osaka 
2014年 1月 23日 “Food Security and Coping Strategies in Rural Bhutan: Between Self-Interest and Altruism”, The Agrarian Change 
Seminars, School of Oriental and African Studies, University of London. 
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「人間の安全保障論特講」Ⅰ期 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「アカデミック・スキルズ」I 期 
大阪大学薬学研究科「発展途上国における感染症の現状と対策」Ⅰ期 
大阪大学リーディング大学院超域イノベーション博士課程プログラム、「超域イノベーション海外実習」Ⅰ期、Ⅱ期 
大阪大学リーディング大学院超域イノベーション博士課程プログラム、「アカデミック・スキルズ」Ⅱ期 
大阪大学リーディング大学院超域イノベーション博士課程プログラム兼任教員 
◇社会活動、センター外活動  
Wildlife and Poverty Research Centre, Bhutan 理事 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金基盤研究（C）「ブータンの農村社会内における経済的格差の要因：稲作地域と畑作地域の比較研究」研
究代表者 
科学研究費補助金基盤研究（A）「フード・セキュリティの人類学的研究」研究分担者 
科学研究費補助金基盤研究（C）「食に関するローカル・ノレッジについての総合的研究」研究分担者 
SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」連携研究者 
◇海外調査活動 
2013 年 5 月 26 日～6 月 2 日（ブータン）ブータン農業省 National Biodivercity Centre の研究者と、連携の可能性について
の意見交換。 
2013 年 8 月 22 日～29 日（スリランカ）大阪大学リーディング大学院超域イノベーション博士課程プログラム、「超域イ
ノベーション海外実習」のフィールドスタディ候補地の下見。 
2013 年 10 月 30 日～11 月 29 日（ブータン）ブータン農村部における経済的格差の要因に関する現地調査。ブータンの
フード・セキュリティに関する調査 
2014 年 1 月 13 日～2 月 1 日（イギリス）ブータンのフード・セキュリティに関する資料収集と連携研究者との打ち合わ
せ。 
2014 年 2 月 17 日～3 月 1 日（スリランカ）大阪大学リーディング大学院超域イノベーション博士課程プログラム、「超
域イノベーション海外実習」（フィールドスタディ）の実施。 
2014 年 3 月 6 日～9 日（香港）アカデミック・スキルズについて、香港の大学関係者からの情報収集と意見交換。 
◇GLOCOL 共同研究 
国際協力グループ「開発途上国における学際的協働に関する研究」（研究代表者：思沁夫）研究分担者 
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思沁夫（すちんふ） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任准教授（国際協力グループ） 
【学歴】内モンゴル自治区芸術学院大學卒業（1979）、中国国際政治大學第二総合学部（法律）卒業（1986）、金沢大学大学院
文学研究科修士課程修了（1998）、金沢大学大学院社会環境科学研究科博士課程卒業（2002）【職歴】内モンゴル自治区法律専
門学校教師（1986-1989）、内モンゴル自治区行政幹部管理大學講師、弁護士（1989-1993）、金沢大学特別研究員／北陸大学非常
勤講師（2002-2004）、ロシア・クラスノヤルスク国立大学特別要請研究員（2004-2006）、大阪大学サスティナビリティサイエン
ス研究機構特任研究員（2007）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教（2007-2010）、大阪大学グローバルコ
ラボレーションセンター特任准教授（2010-）【学位】学術博士（金沢大学 2002）【専攻・専門】文化人類学、生態人類学 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013 思沁夫監修『開発か伝統か、それとも… ― 技術者のための「エスノグラフィ」―』Coёмбо принтиг
出版社 ウランバートル（原文キリルモンゴル語） 
2013 思沁夫（編）GLOCOL ブックレット 16『モンゴルの食と生業の現在』大阪大学グローバルコラボレーションセン
ター（査読有） 
2013 SI QINFU” From Nomads to Settlers: A Concise History of the Aoluguya Ewenki (1965–1999) Reclaiming the forest: The Evenki 
Reindeer Herders of Aoluguya Berghahn Books 2014 
2013 「日本农业之路的启示(1)」中国農業大学人文・発展学院 雑誌编辑部『中国農業大学学報(社会科学版) 52 巻‐3 号 
pp.31~50. 
2013 思沁夫編『いつから自然は“資源”になったのか ― 東アジアの生態文化を問う』ケンブリッジ大学学術シリーズ
③ オクスフォード大学出版（原文ドイツ語/英語） 
2013 「モンゴル人の情報伝達方法及び利用方法と今日的な意味」Heisset W. C. eissig 編『12 世紀～13 世紀にかけてモン
ゴル帝国文化の世界史的意義とコミュニケーション性に関する学際的研究』第 1 巻、pp.10-30.（査読あり） 
2013 「モンゴル高原における自然環境と遊牧生活：遊牧民の経験から」大沼克彦編『ユーラシア乾燥地域の農耕民と牧
畜民』pp.1-19、六一書房. 
2013 思沁夫・ポンブドルジェ『ツェブルワンチグドルジの経典(オブルハンガイ県の自然環境と人間関係に関する部分)
解読とその解説』モンゴル国国立佛教大学、総ページ数 155 頁． 
2013 思沁夫編、内モンゴル自治区文化出版社『チェグルハンチグドルの環境思想の解読』総ページ数 605 頁．（査読無） 
2013 住村欣範・思沁夫（編）GLOCOL ブックレット 07『メコン』大阪大学グローバルコラボレーションセンタ  ー
◇講演・口頭発表 
2013 年 12 月 19 日～21 日「フード・セキュリティの人類学的研究」国際シンポジウム“Facing Critical State of Food 
Environment1 in Inner Mongolian Ecological Emigrant Village”発表 
2014 年 2 月 8 日～9 日 「戦略」シンポジウム「現代社会における集落のあり方を考える ― 大陸からの視点」（東北芸術
工科大学）「敖魯古雅エヴェンキ人の定住化とその後」基調講演 
2014 年 2 月 9 日放送 FM 箕面の“ふらっとちゃっと”（14:00～15:30）「発掘大阪大学」出演 
◇教育活動 
大阪大学サステイナビリティ学教育プログラム・大阪大学人間科学研究科/人間科学部・グローバルコラボレーションセ
ンター協力科目「環境と社会」/「環境と社会特講」Ⅰ期コーディネーター（オムニバス） 
大阪大学大学院等高度副プログラム・GLOCOL 教育プログラム「グローバル共生」コーディネーター（オムニバス） 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「グローバルコラボレーションの理論と実践」、「環境問題への回路Ⅰ」「環境
問題への回路Ⅱ」、「環境問題への回路Ⅲ」「環境問題への回路Ⅱ実践演習」、「Food security,globalization and 
sustainability」、「環境生物学特別講義/発展途上国における感染症対策」コーディネーター・担当 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「現代中国研究」「グローバル健康学」（オムニバス） 
大阪大学全学教育推進機構基礎セミナー「社会・技術の変容とアートの役割」三宅淳・思沁夫担当（2014 年 2 月 12 日～
13 日） 
◇社会活動、センター外活動  
法廷通訳（講演 1 回、モンゴル語による通訳 2 件） 
中国環境保護 NGO「自然之友」理事 
モンゴル国環境保護 NGO「オンギ－川保護会」顧問 
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ロシアブリヤード共和国民間組織（NGO）「エヴェンキ文化保護・人材育成会」教員 
富山県、石川県の高校生の交流・支援 
ボン大学 特別要請研究員 
北京大学 客員教授 
中国農業大学 客員教授 
雲南省財経大学 特別要請教授 
国立民族学博物館 共同研究員 
総合地球環境学研究所 共同研究員 
東北芸術工科大学東北文化センター 共同研究員 
北海道立北方民族博物館 研究協力員 
◇外部資金による研究 
世界平和研究所・重点研究支援プロジェクト「地球規模環境問題と先住民の自然権の法律化と理念化における学際国際研
究」研究代表者 
科学研究費補助金基盤研究（C）「トナカイ放牧と自然保全の持続可能な関係：エヴェンキ人のローカルナレッジの再評
価」研究代表者 
WWF モデル事業「雲南白馬雪山自然保護区における林下資源の持続利用と自立・対話型コミュニティの構築」研究代表
者 
公益財団法人小林国際奨学財団（2013 年～2014 年）「照葉樹林地域のセンターにおける有用植物資源の探査と機能性に
関する研究」 
東北文化研究センターの共同研究プロジェクト「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」（2013 年～2018 年）『東アジア
における民族と集落－生業の置換による集落機能の変容』 
国立民族学博物館 共同研究「ポスト社会主義以後の社会変容：比較民族誌的研究」（研究代表者：佐々木史郎）研究分
担者 
科学研究費補助金基盤研究（A）「フード・セキュリティの人類学的研究」研究分担者 
科学研究費補助金基盤研究（B）「グローバル大国・中国の出現と東アジア：学校間交流による学術的研究」（研究代表
者：田中 仁）研究分担者 
中国農業大学「中国社会科学基金重点研究領域科研：中国の農業の近代化」分担者 
雲南省財経大学「海外有名研究者要請プロジェクト：食文化と雲南の持続可能な発展」研究代表者 
◇海外調査活動 
2013 年 6 月 29 日～7 月 7 日（中国）共同研究打合せ、ワークショップ参加 
2013 年 8 月 2 日～17 日（モンゴル）海外フィールドスタディ（モンゴル）「開発と保護：環境保護遊牧民組合を作る」準
備、引率と今後の打合せ 
2013 年 9 月 2 日～26 日（モンゴル、中国・内モンゴル）モンゴル鉱山開発と環境及び人間、家畜の健康への影響につい
ての現地調査、中国・内モンゴル自治区における定住化と貧困化に関する調査と北京で開催する環境に関する国際
会議へ参加） 
2014 年 3 月 8 日～16 日（モンゴル）「フード・セキュリティの人類学的研究」に関する調査 
2014 年 3 月 21 日～29 日（中国・雲南）海外フィールドスタディの事前調査及び協力関係の確認のため 
◇GLOCOL 共同研究 
国際協力グループ「開発途上国における学際的協働に関する研究」研究代表者 
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敦賀和外（つるが かずと） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任准教授（海外体験型教育企画オフィス） 
【学歴】国際基督教大学教養学部卒業（1993）、国際基督教大学行政学研究科修士課程修了（2002）【職歴】読売新聞社事業局
文化事業部（1993）、国連開発計画アフガニスタン事務所プログラム・オフィサー（2002）、日本国際協力銀行バンコク駐在員
事務所コンサルタント（カンボジア担当）（2007）、広島平和構築人材育成センター・プログラムマネージャ （ー就職支援担当）
（2007）、国連日本政府代表部政務部一等書記官（2008）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任准教授（2010-）、
大阪大学超域イノベーション博士課程プログラム兼任教員（2012-）【学位】行政学修士（国際基督教大学 2002）【専攻・専門】
国連研究、平和構築 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2014 キャロル・H・ワイス（著）、佐々木亮（監修）、前川美湖・池田満（監訳）『入門 評価学』（日本評論社）序論・
第一章翻訳 
◇講演・口頭発表 
2013 年 5 月 13 日 「国連政策エキスパート・キャリア形成論」一般公開講座「国際機関キャリア・ガイダンス」（企画・
司会進行）（詳細は p.17） 
2013 年 6 月 7 日 大阪大学基礎教育科目「21 世紀の難問を総合的に考える」（ゲスト・スピーカー） 
2013 年 6 月 27 日 立命館大学びわこくさつキャンパス 教養ゼミ「社会を変える 市民から働きかける公共」（ゲスト・
スピーカー）  
2013 年 7 月 8 日 第 9 回 超域スクール St. Gallen Symposium 報告会（司会）（詳細は p.78） 
2013 年 8 月 19 日 第 13 回模擬国連会議関西大会（基調講演） 
2013 年 10 月 11 日 CSCD「シリーズ：適正技術」第 1 回ワークショップ「Design for Life―地域が変わるものづくり」
（対談ゲスト）（詳細は p.79） 
2014 年 11 月 8 日 GLOCOL セミナー「サンガレンシンポジウム説明会」（企画・司会）（詳細は p.80） 
2014 年 1 月 24 日 CSCD オルタナティブカフェ「適正技術について考える」（ゲスト） 
2014 年 2 月 3 日 外務省マルチ外交研究会（発表） 
2014 年 3 月 14 日 GLOCOL FD セミナー「グローバルコンピテンシーと海外インターンシップ インターンシップを
成功に導く教授法を学ぶ」（企画・司会）（詳細は p.39） 
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「国連政策エキスパート・キャリア形成論」 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外インターンシップⅠ」「海外インターンシップⅡ」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター科目「開発援助における評価の理論と実践」 
大阪大学国際公共政策研究科「プロジェクト演習（国連安保理研究ワークショップ）」 
大阪大学超域イノベーション博士課程プログラム「超域イノベーション海外実習」 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金基盤研究（B）「国連安保理改革の重層的研究：歴史、政治、投票力、実効性の観点から」研究分担者 
◇海外調査活動 
2013 年 6 月 16 日～21 日（カンボジア）海外フィールドスタディ「カンボジアにおける NGO 活動の外部評価」のための
事前調査 
2013 年 9 月 26 日～10 月 4 日（カンボジア）海外フィールドスタディ「カンボジアにおける NGO 活動の外部評価」引率 
2013 年 10 月 24 日～11 月 1 日（アメリカ）ソーシャルイノベーションプログラムの学生引率 
2014 年 3 月 3 日～10 日（アメリカ）グローバル人材ゲートウェイ・プログラム ボストン ハーバード大学・MIT 研修 
引率 
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常田夕美子（ときた ゆみこ） 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任准教授（グローバル共生グループ） 
【学歴】ロンドン大学東洋アフリカ学院日本語学科・言語学学科卒業（1987）、ロンドン大学東洋アフリカ学院社会人類学修士
課程修了（1988）、東京大学大学院総合文化研究科文化人類学専攻修士課程修了（1991）、東京大学大学院総合文化研究科文化
人類学専攻博士課程単位取得退学（1997）【職歴】ロンドン商工会議所 特別研究員（1987-1988）、日本学術振興会特別研究員
（DC）（1995-1997）、日本学術振興会特別研究員（PD）（1997-2000）、フリーランス翻訳者（2002-2004）、京都大学人文科学研
究所研究支援推進員（2004-2005）、京都大学人文科学研究所研究支援推進員（2006-2007）、大阪大学グローバルコラボレーショ
ンセンター特任助教（2007-2010）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任准教授（2010-）【学位】学術博士（東京
大学 2000）【専攻・専門】文化人類学、南アジア地域研究、ジェンダー研究 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2014 "Women as Earth: Fertility Rituals, Cosmology and Social Interaction in Rural Odisha, India" GLOCOL Online Discussion Papers, 
2014 (No. 1), pp. 1-13 
◇講演・口頭発表 
2013 年 6 月 1 日「社会空間の再構築−−都市村落混住地域（ラーバン）における親密ネットワーク」叢書『現代インド』
第 6 巻第 1 回執筆者会議（国立民族学博物館）  
◇教育活動（大阪大学および他機関における担当講義） 
大阪大学大学院等高度副プログラム・グローバルコラボレーションセンター大学院プログラム「グローバル共生実践演
習」Ⅱ期、「フィールドワークの実践と倫理」Ⅰ期 
大阪大学 G30 プログラム Gender and Development Ⅱ期 
神戸女学院大学 British Studies Ⅰ期、Ⅱ期 
◇社会活動、センター外活動（学会役員、民間団体役員など） 
リエゾン・クフエイティブ・アカデミー、クリエーションサポータ  ー
◇海外調査活動 
2013 年 8 月 5 日～9 月 2 日（インド）「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社会空間の視
点から」に関するフィールド調査 
2013 年 11 月 1 日～8 日（パキスタン）人間文化研究機構『イスラーム地域研究』「第 4 回イスラーム地域研究国際会議 in
ラホール」出席 
2014 年 2 月 3 日～3 月 9 日（インド）「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社会空間の視
点から」に関するフィールド調査 
◇科研費による研究、その他の外部資金 
科学研究費補助金基盤研究（C）「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社会空間の視点か
ら」（研究代表者） 
人間文化研究機構『現代インド地域研究』（京都大学拠点メンバー） 
大阪大学最先端ときめき研究推進事業「バイオサイエンスの時代における人間の未来」（研究メンバー） 
京都大学人文科学研究所「トラウマ経験と記憶の組織化をめぐる領域横断的研究―物語からモニュメントまで―」共同研
究班（班員） 
◇GLOCOL 共同研究 
グローバル共生グループ「大学における社会連携 ― Community Extension Service の教育実践に関する準備研究」（研究代
表者：吉富志津代）研究分担者 
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本庄かおり（ほんじょう かおり） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任准教授（海外体験型教育企画オフィス） 
【学歴】関西学院大学経済学部卒業（1986）、Boston University School of Public Health, Social Behavior and Health Dept. MPH 取得
修了（1997）、Harvard University School of Public Health, Health and Social Behavior Dept. M.Sc. 取得修了（2002）、岡山大学大学院
医歯薬総合研究科衛生学・予防医学分野博士（医学）取得（2005）【職歴】大阪大学大学院医学系研究科社会環境医学公衆衛生
学教室特任研究員（2005-2007）、大阪大学大学院医学系研究科「医科学修士健康医療問題解決能力の涵養」教育プログラム特
任助教（2007-2010）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任准教授（2010-）【学位】博士（医学）、MPH【専攻・
専門】社会疫学、公衆衛生学、健康社会行動科学、健康格差研究 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
・論文 
2014  Honjo K, Kawakami N, Tsuchiya M, Sakurai K, WMHJ 2002-2006 Survey Group. Association of subjective and objective 
socioeconomic status with subjective mental health and mental disorders among Japanese men and women. Int J Behav Med. 
(in press)  
2014  Honjo K, Iso H, Fukuda Y, Nishi N, Nakaya T, Fujino Y, Tanabe N, Suzuki S, Subramanian SV, Tamakoshi A, and for the JACC 
Study Group. Influence of municipal- and individual-level socioeconomic conditions on mortality in Japan. Int J Behav Med; 
21:421–429. 
2014 本庄かおり「ジェンダーが健康に与える間接的影響」経済セミナ ;ー676：36-41. 
2014 本庄かおり「循環器疾患の社会格差」日本循環器予防学会誌. 49 (1):19-25. 
・翻訳 
2013 「ソーシャル・キャピタルと健康政策：地域で活用するために」イチローカワチ・高尾総司・SV スブラマニアン
編 第 8 章「ソーシャル・キャピタル介入の推進：ネットワークおよび公衆衛生の視点から」S. ムーア，J. サル
ツブルグ，J. レノックス著（近藤克則・白井こころ・近藤尚己監訳）日本評論社 
◇講演・口頭発表 
2013 年 6 月 5 日 5th International Symposium on Social Capital and Health (ISSC) . Turku, Finland「Area social support level and 
cardiovascular incidence」Speaker 
2013 年 6 月 14 日 第 49 回日本循環器病予防学会総会 金沢：金沢文化ホール シンポジウム: 循環器疾患に関する健
康格差「循環器病疾患の社会格差：日本における大規模コホート研究の結果から」シンポジスト 
2013 年 6 月 26 日 長崎大学医歯薬総合研究科 長崎：長崎大学  大学院セミナ 「ー健康の社会決定要因としてのジェン
ダー」 講師 
2013 年 6 月 27 日 長崎大学国際健康開発研究科 長崎：長崎大学 大学院セミナー「健康の社会決定要因」講師 
2013 年 7 月 25 日 第 4 回大阪公衆衛生セミナー：健康の社会決定要因 大阪：大阪大学コンベンションセンター「健康
の社会決定要因としてのジェンダー」講師 
2013 年 8 月 4 日 第 26 回循環器予防セミナー 福島：福島グリーンパレス「社会経済的状況と循環器疾患 ― 社会疫学
の視点から ―」講師 
2013 年 8 月 31 日 The International Conference on Social Stratification and Health 2013- Social stratification and health: 
Interdisciplinary Research and Action for Equity. Tokyo: The University of Tokyo. Symposium 3: Gender and Health. “Health 
inequalities and gender in Japan” Symposist. 
2013 年 11 月 7 日 東京大学医学系研究科公共健康医学専攻 講義「社会と健康」東京：東京大学「社会的健康決定要因
としてのジェンダー」講師 
2013 年 11 月 8 日 第 29 回日本ストレス学会学術総会 徳島：徳島大学 シンポジウム:精神健康の社会格差：そのメカ
ニズムを解明する「日米比較からみた社会階層と精神健康」シンポジスト 
2014 年 1 月 26 日 第 24 回日本疫学会学術総会 仙台 ポスター発表「教育歴と精神健康の関連：日米比較」本庄かお
り、川上憲人、土屋政雄、桜井桂子、World Mental Health Japan Survey 研究グループ 
◇教育活動 
大阪大学大学院等高度副プログラム「グローバル健康環境」 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「グローバル健康環境」Ｉ期 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「環境問題への回路」オムニバスＩ期 
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大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外フィールドスタディ」 
大阪大学医学系研究科「疫学総論」 オムニバスＩ期 
大阪大学医学系研究科「疫学各論」 オムニバスＩ期 
東京大学医学系研究科「社会と健康」オムニバス II 期 
海外フィールドスタディ「GLOCOL グローバル人材ゲートウェイ・プログラム：ボストン ハーバード大学・MIT 研
修」学生引率 
2013 年 7 月 第 102 回 GLOCOL セミナ  ー / FIELDO グローバル・エキスパート連続講座(18)「国連機関の経験と国連
職員としてのキャリア・パス」（企画・司会進行）（詳細は p.19 へ） 
2013 年 7 月 第 4 回大阪公衆衛生セミナー：健康の社会決定要因（企画運営）（詳細は p.78 へ） 
2014 年 1 月 第 112 回 GLOCOL セミナ  ー / FIELDO グローバル・エキスパート連続講座(21) 「災害緊急援助―そこ
で、あなたは何を考え、何を決断しますか」（企画・司会進行）（詳細は p.21 へ） 
◇社会活動、センター外活動 
日本公衆衛生学会 評議員 
日本公衆衛生学会 公衆衛生モニタリング・レポート委員会 非正規雇用と健康ワーキンググループメンバー 
日本疫学会 評議員 
大阪大学大学院医学系研究科兼任 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 非常勤講師 
◇海外調査活動 
2013 年 6 月 2 日～8 日（フィンランド）Finnish Institute of Occupational Health で 6 月 3 日に開催されるセミナ  ー "Emerging 
issues in social epidemiology"と 4～6 日に開催される国際ソーシャル・キャピタル研究会で研究発表 
2013 年 10 月 1 日～8 日（パラオ）厚生労働科学研究費補助金地球規模保健課題推進研究事業「東アジア、オセアニアに
おける生活習慣病対策推進のための学際的研究」に関する疫学調査実施 
2014 年 3 月 3 日～8 日（アメリカ合衆国）海外フィールドスタディ 学生引率 
2014 年 3 月 9 日～26 日（アメリカ合衆国）科学研究費補助金基盤研究（C）「地球環境と個人の健康決定要因の相互健
康影響解明のための社会疫学研究」関わる調査 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金基盤研究（C）「地球環境と個人の健康決定要因の相互健康影響解明のための社会疫学研究」主任研究
者 
科学研究費補助金基盤研究（A）「社会心理要因から循環器疾患に至るプロセス解明のための社会・健康科学融合研究」 
（主任研究者：磯 博康）分担研究者 
厚生労働科学研究費補助金地球規模保健課題推進研究事業「東アジア、オセアニアにおける生活習慣病対策推進のための
学際的研究」（主任研究者：青山温子）分担研究者 
科学研究費補助金基盤研究（A）「世界精神保健日本追跡調査：地域住民における精神疾患の 10 年間のコホート研究」 
（主任研究者：川上憲人）連携研究者 
SATREPS「薬剤耐性最近発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」（主任研究者：山本容
正）連携研究者 
  
 
 
 
Ⅲ.研究活動
63
吉富志津代（よしとみ しづよ） 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任准教授（グローバル共生グループ） 
【学歴】京都外国語大学イスパニア語学科卒業（1979）、神戸大学大学院国際協力研究科修士課程修了（2005）、京都大学大学
院人間・環境学研究科博士後期課程修了（2008）【職歴】在神戸アルゼンチン総領事館（1979）、在神戸ボリビア名誉総領事館
（1990）マリアテレサスペイン語スクール非常勤講師（1990）、在大阪ボリビア名誉総領事館準備室（1994）、株式会社エフエ
ムわいわいプロデューサ （ー1996）、特定非営利活動法人多言語センターFACIL 理事長（1999）、財団法人入管協会インフォメー
ションセンタースペイン語相談員（2000）、関西学院大学非常勤講師（2005）、関西大学非常勤講師（2009）、大阪大学グローバ
ルコラボレーションセンタ （ー2011-）【学位】国際学修士（神戸大学 2005）、人間・環境学博士（京都大学 2008）【専攻・専門】
国際協力政策、公共政策、多文化共生、南米研究 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013「外国人被災者の心理的特徴と援助」改訂版、ナーシング・グラフィカ『災害看護』、メディカ出版 
2013「日系南米人コミュニティ形成に関する一考察 ― ひょうごラテンコミュニティの事例から『スペイン語世界のこ
とばと文化Ⅲ』京都外国語大学スペイン語学科創設 50 周年記念論文集、京都外国語大学 
2013「コミュニティビジネスとしての医療通訳」『医療通訳士という仕事』大阪大学出版会 
2013「外国人住民支援と NGO/NPO」『人の移動辞典』、丸善出版 
2013「多言語情報提供から当事者の発信する場の提供へ」『自治体国際化フォーラム』9 月号特集、自治体国際化協会 
2014「多文化、多言語の狭間で生きる子どもたちのために」『JOINT』第 14 号 、トヨタ財団 
2014「多言語での情報発信の意義 ― 災害時の活動から日常のまちづくりへ」機関誌『架橋』30 号、公益財団法人鳥取
市人権情報センタ  ー
2014  2013 年度 GLOCOL フィールドスタディ（インドネシア）「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ 
―」報告書  
◇講演、口答発表 
2013 年 5 月 12 日「日本の移民政策と在日コリアン」コーディネーター、移民政策学会 
2013 年 5 月 18 日 翻訳・通訳ボランティア研修『双方向のコミュニケーション』三田市国際交流協会 
2013 年 6 月 16 日「シンポジウム 2「これが言いたい！ ― 日本で暮らして」コメンテーター、第 9 回移住労働者と連帯
する全国フォーラム・神戸 2013 
2013 年 7 月 12 日『地域社会の豊かさを考える ― 多文化共生の活動現場から ―』うつのみや市政研究センタ  ー
2013 年 7 月 15 日 医療通訳フォーラム in 神奈川『医療通訳のとりくみ』多言語社会リソースかながわ 
2013 年 7 月 15 日 愛知県立大学「多文化社会論」 
2013 年 10 月 19 日 外国人・日本人“ともに学ぶ”「防災エクスペリエンス・ツアー」ワークショップ、神戸国際協力
交流センタ  ー
2013 年 11 月 16 日「地域の個別課題の現状と動き（異文化理解）」ひょうご創生塾 
2013 年 11 月 24 日「わたしたちにできる国際交流 ― 異文化理解と多文化共生」全国ボランティアフェスティバル in 高
知 
2013 年 12 月 2 日 JICA アンデス研修『災害とラジオ』JICA 関西 
2013 年 12 月 8 日 通訳・翻訳ボランティアバンク研修「多文化なメディアとコミュニティづくり」平塚市 
2014 年 1 月 17 日 兵庫県災害研修『災害時のコミュニケーションを考える』近畿地域国際化協会連絡協議会 
2014 年 1 月 21 日 JIAM 研修『行政と NPO の恊働 ― TCC の活動からー』全国市町村国際文化研修所 
2014 年 1 月 23 日 JICA 中米防災研修『災害とラジオ』JICA 関西 
2014 年 1 月 24 日 「医療通訳の現状と意義」篠山国際理解センタ  ー
2014 年 1 月 31 日 研究者と実務者による国際協力セミナ 『ー国境を越えたまちづくり活動の意義と可能性 ― 神戸から
インドネシアへ、コミュニティ放送局「FM わぃわぃ」の活動を事例に』（詳細は p.89） 
2014 年 2 月 1 日 世界の現場とシェアするフォーラム『防災・復興・まちづくりとコミュニティラジオの底力』ワーク
ショップファシリテーター（詳細は p.95） 
2014 年 2 月 7 日 池田市セミナー「多文化共生とはなにか」池田市 
2014 年 2 月 12 日 静岡文化芸術大学『大学における地域貢献活動と活動拠点のあり方の研究』コメンテータ  ー
2014 年 2 月 15 日 シンポジウム「地域の多様な子どもたちの環境から考える多文化共生」広島県国際交流協会 
  
Ⅲ.研究活動 
64 
2014 年 2 月 20 日 『多文化社会における情報発信～多様性の重視と少数者の視点～』京都府国際交流協会 
2014 年 3 月 29 日 『みんながしあわせになる翻訳・通訳』姫路市国際交流協会 
◇教育／実践活動 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「グローバルコラボレーションの理論と実践」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンタ 「ー海外フィールドスタディ・インドネシア／コミュニティ防災」企画・事
前学習・実施 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター主催「足もとの国際化連続セミナー企画・実施 
2013 年 11 月 21 日「多様性を取り込んだ社会参画：世代、分野、性別を超えた明日への提言」（詳細は p.84） 
2014 年 2 月 22,23 日「多様性のミニパブリックス：サミット 2014『私たちの、私たちの明日への提言』」（詳細は
p.85） 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「東日本大震災支援活動」企画・実施（詳細は p.73） 
公開セミナ  ー「多様性を活かした まちづくり・ひとづくり（神戸市長田区編）」（国際交流基金、たかとりコミュニティ
センター、神戸市長田区主催、大阪大学グローバルコラボレーションセンター共催）企画・実施（詳細は p.91） 
大阪大学人間科学研究科「あなたの病院に外国人の患者さんが来ました」、「コミュニティビジネスとしての医療通訳」
『医療通訳とコミュニティ』 
関西大学「プロフェッショナルリーディング（スペイン／ラテンアメリカ編）」（春学期）「専門導入ゼミ」（秋学期） 
京都外国語大学「NPO/NGO 活動入門」（春学期）、「コミュニティビジネス」「プロジェクト科目 ― 外国人コミュニティ
とエスニックメディア ―」（秋学期） 
関西学院大学「多言語・多文化社会」（春学期後半） 
◇社会活動、センター外活動 
移民政策学会理事 
大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター客員研究員 
財）兵庫県人権啓発協会人権問題研究アドバイザ  ー
兵庫県県民生活審議会委員 
財）箕面市国際交流協会評議員 
兵庫県長期ビジョン審議会委員 
ひょうご市民活動協議会共同代表 
特定非営利活動法人多言語センター理事長 
特定非営利活動法人エフエムわぃわぃ代表理事 
特定非営利活動法人たかとりコミュニティセンター常務理事 
西日本地区入国者収容所等視察委員 
特定非営利活動法人シャプラニール＝市民による海外協力の会評議員 
◇海外調査活動 
2013 年 7 月 24 日～29 日（インドネシア）海外フィールドスタディ S「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを
学ぶ」の実施準備 
2013 年 8 月 1 日～9 月 2 日（スペイン・ドイツ）移民政策に関する視察・調査 
2013 年 9 月 15 日～24 日（インドネシア）海外フィールドスタディ A の引率 
2014 年 2 月 24 日～3 月 19 日（ペルー・ボリビア）グローバル共生グループ共同研究に関する調査および未来共生第五
部門の教育に関するネットワーク構築 
◇受賞など 
2013 年 5 月 兵庫県功労賞（国際協力）受賞 
2013 年 6 月 文化庁長官表彰 
◇GLOCOL 共同研究 
グローバル共生研究グループ「大学における社会連携 ― Community Extension Service の教育実践に関する準備研究」研
究代表者 
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安藤由香里（あんどう ゆかり） 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任助教（海外体験型教育企画オフィス） 
【学歴】大東文化大学国際関係学部国際関係学科卒業（1993）、エジプト・オルマンスクールアラビア語コース修了（1994）、
チュニジア・ブルギバインスティテュートアラビア語コース修了（1995）、英国ウォリック大学大学院法学研究科開発法専攻修
士課程修了（1999）、名古屋大学国際開発研究科国際協力専攻博士前期課程修了（2000）、パリ第 11 大学法学研究科博士課程／
人権・人道法センター日仏共同博士課程コンソーシアム（2008）、名古屋大学国際開発研究科国際協力専攻博士後期課程退学
（2009）【職歴】国連フィジー選挙監視団（UNFEOM）選挙監視員（2000）、名古屋大学大学院国際開発研究科ティーチングア
シスタント（2001-2004）、真法律事務所スタッフ（2002-2004）、名古屋外国語大学現代国際学部アシスタントインストラクター
（2003-2005）、中央大学研究開発機構準研究員（2006）、トラベルジャーナル旅行専門学校非常勤講師（2006）、名古屋大学大
学院法学研究科ティーチングアシスタント（2008）、内閣府国際平和協力本部事務局研究員（2009-2011）、日本政府スーダン総
選挙監視団選挙監視員（2010）、日本政府スーダン住民投票監視国際平和協力隊先遣隊・本隊（2010-2011）、大阪大学グローバ
ルコラボレーションセンター特任助教（2011-）【学位】法学修士（ウォリック大学 1999）、学術修士（名古屋大学 2000）【専攻・
専門】国際人権法・難民法、国際協力 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013「【事例紹介】グローバル人材 ― 養成される側の素養と養成する側の課題」『留学交流』第 32 号、独立行政法人日
本学生支援機構 
2013  'Discuss: How has refugee law become politicized? Japanese Perspective "Refuge Review" No.2 
2014 安藤由香里・兼松泰男編 GLOCOL ブックレット 14『フィールドスタディで国際機関の活動を知る：GLOCOL にお
けるグローバル人材育成の挑戦』大阪大学グローバルコラボレーションセンタ  ー
2014「【コラム】企画旅行と手配旅行の選択(法的責任範囲・選択基準)」海外体験型教育企画オフィス編 GLOCOL ブック
レット『海外体験型教育プログラム 短期派遣手続きとリスク管理：大学におけるより良い海外派遣プログラムを
めざして』 
◇講演・口頭発表 
2013 年 5 月 12 日 移民政策学会「バングラデシュにおけるロヒンギャ難民の取扱い」甲南大学 
2013 年 7 月 3 日～5 日 企画運営 ‘Opening Remarks’, Technical Working Group #2 ‘Humanitarian Assistance Situation’, Sudan 
/South Sudan Symposium, York University, Toronto, Canada 
2013 年 7 月 14 日 パネルディスカッション「難民条約を活かすために私たちができること」世界難民の日関西集会大阪
大学 
2013 年 11 月 9 日 京都大学国際法研究会「国際人権条約におけるノン・ルフルマン原則の検討：難民認定申請者の権利
を手がかりとして」 
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「難民問題から世界を見る」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「海外インターンシップⅠ・Ⅱ」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「海外フィールドスタディ・ローマ国際機関の仕事を知る」企画・引率 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「国連政策エキスパート・キャリア形成論」 
2013 年 5 月 15 日 海外プレ・インターンシップ助成説明およびプレ・インターンシップ模擬面接体験（トランスカル
チュラルスタディーズⅠ授業） 
2013 年 6 月 27 日 グローバル・エキスパート連続講座企画「理系人と海外勤務：国連専門機関の例から」横井幸生氏
（国連食糧農業機関ローマ本部・国際植物防疫条約事務局長）（詳細は p.18） 
2013 年 6 日 28 日 教養科目「21 世紀の難問を統合的に考える」 
2013 年 10 月 10 日 海外プレ・インターンシップ助成（第 2 期）説明およびプレ・インターンシップ経験者からの報告 
2013 年 10 月 25 日 グローバル・エキスパート連続講座司会「人事担当が教える国連キャリア採用の秘訣」ジョン・エ
リクソン氏（国連本部人的資源管理部アウトリーチ・ユニット長）（詳細は pp.19-20） 
2013 年 12 月 13 日 グローバル・エキスパート連続講座企画・司会「法曹人×グローバル 国際的舞台で活躍する弁護
士：法曹人の新しい途－法整備支援への挑戦・これからの法曹人に必要なこと」佐藤直史氏（JICA シニアアドバイ
ザー・弁護士）、北川靖之氏（弁護士）（詳細は pp.20-21） 
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2014 年 2 月 1 日 ワン・ワールド・フェスティバル「めざせ国際機関・NGO！」企画・司会 ローマ・フィールドスタ
ディ「国際機関の仕事を知る」参加者およびプレ・インターンシップ経験者からの報告、大阪国際交流センタ （ー詳
細は p.86） 
◇社会活動、センター外活動 
2013 年 10 月 5 日 国連 UNHCR 協会ヒューマンシネマフェスティバル・イオンシネマ茨木にて映画「そのひとときの自
由」についてコメント（詳細は p.92） 
2013 年度 京都ノートルダム女子大学 大学改革推進会議委員、西日本難民弁護団会議とのネットワーク（難民インター
ン・コーディネート） 
◇海外調査活動 
2013 年 6 月 30 日～7 月 7 日（カナダ）ヨーク大学「スーダン・南スーダンの国内避難民」国際シンポジウム企画運営 
2013 年 7 月 15 日～21 日（イタリア）海外フィールドスタディ「国際機関の仕事を知る」事前打合 
2013 年 9 月 7 日～15 日（イタリア）海外フィールドスタディ「国際機関の仕事を知る」引率 
2013 年 10 月 26 日～11 月 6 日（オーストラリア・ニュージーランド）科研基盤研究 B「外国人の出入国及び在留制度と
その運用に関する国際的比較研究」調査 
2013 年 12 月 4 日～10 日（アイルランド）「EU 共通庇護政策に関する国際会議」 
2014 年 2 月 18 日～28 日（ベルギー・ルクセンブルク）科研基盤研究 B「外国人の出入国及び在留制度とその運用に関す
る国際的比較研究」調査 
2014 年 3 月 16 日～23 日（ハーグ）海外フィールドスタディ「国際司法の現場を知る」事前調査 
 
 
 
 
 
小峯茂嗣（こみね しげつぐ） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任助教（国際協力グループ） 
【学歴】東海大学法学部法律学科卒業（1994）、横浜国立大学国際社会科学研究科国際経済法学系博士前期課程国際関係法専攻
修了（2001）、横浜国立大学国際社会科学研究科博士後期課程国際開発専攻単位取得満期退学（2004）【職歴】早稲田大学平山
郁夫記念ボランティアセンター客員講師（インストラクター）（2004-2007）、成蹊大学文学部非常勤講師（2007）、早稲田大学
平山郁夫記念ボランティアセンター客員講師（非常勤扱）（2007-2010）、東京外国語大学大学院総合国際学研究科平和構築・紛
争予防専修コース非常勤研究員（2007-2010）、成蹊大学文学部非常勤講師（2008-）、早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセン
ター客員准教授（非常勤扱）（2010-2013）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教（2010-）、大阪大学大学院
工学研究科ビジネスエンジニアリング専攻兼任教員（2013-）、早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター ボランティア
コーディネーター（2013-）【学位】国際経済法学修士（横浜国立大学 2001）【専攻・専門】平和構築、平和・紛争研究 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013 「大学/研究者と NGO の Win-Win 連携による調査研究活動の充実とグローバル人材の育成についての具体的方策」
外務省 NGO 研究会『「大学と NGO の連携」報告書』 
2013「『子ども兵士』の背景と実情 ― なぜ子どもが兵士になるのか」SYNODOS ACADEMIC JOURNALISM 
2014「韓国における対人地雷被害問題 ― 終わらざる冷戦に巻き込まれる人々」SYNODOS ACADEMIC JOURNALISM 
◇講演・口頭発表 
2013 年 12 月 1 日 講師「日朝友好大学生教員訪問団報告」 講演会「朝鮮半島情勢を見る視座－なぜ日朝関係は停滞す
るのか？－」 
2013 年 12 月 16 日～17 日 コメンテーター International Workshop “Debating Reconciliation: Assessing Actors, Risks, and 
Assets”, Graduate School of Global Studies, Doshisha University,  
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「フィールドワークの実践と倫理」 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外フィールドスタディ」 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「トランスカルチュラル・スタディＩ」 
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大阪大学グローバルコラボレーション科目「トランスカルチュラル・スタディⅡ」 
早稲田大学オープン教育センター提供科目「国際開発援助 理論と実践」（前期） 
早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター主催「日本コリア未来プロジェクト」コーディネータ  ー
早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター公認「日本ルワンダ学生会議」コーディネータ  ー
成蹊大学文学部「国際協力論」（後期） 
成蹊大学文学部「国際協力論特講 B」（後期） 
◇社会活動、センター外活動 
NGO アフリカ平和再建委員会（ARC）運営委員（事務局長） 
特定非営利活動法人インターバンド 代表理事 
◇海外調査活動 
2013 年 7 月 25 日～30 日（カンボジア）総選挙監視活動。 
2013 年 8 月 23 日～29 日（朝鮮民主主義人民共和国）祖国解放戦争勝利記念館見学。金策工業大学訪問。順安集団農場視
察。 
2013 年 9 月 21 日～30 日（バングラデシュ）「モノづくり研究プロジェクト」現地調査。 
2013 年 11 月 12 日～29 日（ルワンダ）現地調査（科研費研究）。 
2013 年 12 月 21 日～26 日（韓国）トランスカルチュラル・スタディ・プログラム引率。 
2014 年 2 月 8 日～18 日（バングラデシュ）トランスカルチュラル・スタディ・プログラム引率。 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に関する研究」研究代表者 
◇GLOCOL 共同研究 
国際協力グループ「開発途上国における学際的協働に関する研究」（研究代表者：思沁夫）研究分担者 
 
 
 
 
 
小河久志（おがわ ひさし） 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任助教（海外体験型教育企画オフィス） 
【学歴】法政大学文学部地理学科卒業（2000）、神戸大学大学院総合人間科学研究科地域文化学専攻博士前期課程修了（2003）、
総合研究大学院大学文化科学研究科地域文化学専攻博士後期課程単位取得退学（2010）【職歴】国際交流基金アジアセンター次
世代リーダーフェローシップフェロ （ー2004）、同志社大学一神教学際研究センターCOE 奨励研究員（2006-2008）、京都文教大
学人間学部文化人類学科特任実習職員（2010-2012）、総合地球環境学研究所プロジェクト研究員（2012）、大阪大学グローバル
コラボレーションセンター特任助教（2012-）【学位】学術修士（神戸大学 2003）、文学博士（総合研究大学院大学 2011）【専
攻・専門】文化人類学、東南アジア地域研究、災害社会学 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013「3・11 震災とエグゾダス体験」『異文化』14、pp.149-170.（中島成久、小野澤正喜、甲洋介、栗原奈々子、佐々木直
美、堀川智子との共著） 
2013「食文化から見る中国系移民の現地化に関する民族誌的研究：『上火・下火』概念を手掛かりに」『食生活科学・文化
及び環境に関する研究助成 研究紀要』26、pp.51-57.（市川哲・奈倉京子との共著） 
2013「タイ南部沿岸における観光開発と漁業－プラチュワップキーリカン県バーンサパーン湾を事例として－」『宮城学
院女子大学研究論文集』116、pp.39-59.（市野澤潤平との共著）. 
2014「タイに広がるイスラーム復興運動」『P's Pod』笹川平和財団アジア平和構築イニシアティブ Web page 
◇講演・口頭発表 
2013 年 10 月 26 日「周辺イスラームのダイナミズム－タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容－」、
第 10 回日本タイ学会若手研究会、京都大学 
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2013 年 11 月 3 日"Disparity and Equality: The Dynamism of the Interaction of Islamic Resurgent Movement and Development in a 
Muslim Village of Southern Thailand", The Islamic Area Studies Forth International Conference, Lahore University of 
Management Sciences（ポスター発表） 
2013 年 12 月 3 日「2 つの『復興』現象から学んだこと：タイにおけるイスラーム復興と災害復興」、2013 年度第 4 回
GLOCOL FD セミナー、大阪大学（詳細は p.46） 
2013 年 12 月 5 日「イスラーム教育の発展と社会・文化的インパクト：タイの事例」、静岡県立大学グローバル・スタディー
ズ研究センター特別講演会「イスラームと教育」、静岡県立大学 
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「海外フィールドスタディ」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「フィールドワークの実践と倫理」 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「東アジアの環境の現状と未来」（オムニバス） 
京都外国語大学外国語学部「国際社会と地域 5 アジアⅠ」（前期）、「国際社会と地域 5 アジアⅡ」（後期） 
法政大学リベラルアーツセンター「文化人類学Ⅰ」（前期）、「文化人類学Ⅱ」（後期） 
◇外部資金による研究 
国立民族学博物館共同研究「NGO 活動の現場に関する人類学的研究 ― グローバル支援の時代における新たな関係性へ
の視座」（研究分担者） 
総合地球環境学研究所プロジェクト研究「東南アジアにおけるエリアケイパビリティーの向上」（研究分担者） 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同研究「東南アジアのイスラームと文化多様性に関する学際的研究」
（研究分担者） 
国立民族学博物館共同研究「宗教の開発実践と公共性に関する人類学的研究」（研究分担者） 
人間文化研究機構イスラーム地域研究推進事業上智大学拠点研究「東南アジア・ムスリムと近代」（研究協力者） 
◇海外調査活動 
2013 年 8 月 6 日～13 日（ラオス）海外フィールドスタディに関する打ち合わせ 
2013 年 8 月 29 日～9 月 7 日（ラオス）海外フィールドスタディ「開発と社会・環境変化」引率 
2013 年 11 月 1 日～6 日（パキスタン）国際会議 The Islamic Area Studies Forth International Conference での発表 
2014 年 2 月 6 日～20 日（タイ）バンコク首都圏におけるイスラーム書籍に関する現地調査（人間文化研究機構イスラー
ム地域研究推進事業） 
2014 年 2 月 23 日～3 月 1 日（タイ）タイ外務省からの招聘による現地視察 
2014 年 3 月 14 日～28 日（タイ）東部沿岸域におけるビルマ系移民と観光開発に関する現地調査（総合地球環境学研究所
プロジェクト研究） 
 
 
 
 
 
大野光明（おおの みつあき） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任助教（国際協力グループ） 
【学歴】立命館大学国際関係学部卒業（2001）、立命館大学大学院先端総合学術研究科一貫性博士課程修了（2012）【職歴】（財）
日本国際協力センター職員（2001-2006）、独立行政法人国際協力機構（JICA）エチオピア事務所職員（出向）（2007-2009）、（財）
日本国際協力センター職員（2009-2011）、日本学術振興会特別研究員（2011-2012）、立命館大学 GCOE「生存学」プロ倉宇創成
拠点リサーチ・アシスタント（2011-2012）、四国学院大学非常勤講師（2012-）、日本学術振興会特別研究員（2012-2013）、立命
館大学衣笠総合研究機構客員研究員（2013-）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教（2013-）、同志社大学＜
奄美－沖縄－琉球＞研究センター学外研究員（2013-）【学位】学術博士（立命館大学 2012）【専攻・専門】歴史社会学、社会思
想史、社会運動論、マイノリティ論 
 
【主要業績】 
◇著書 
2012 『差異の繋争点 ― 現代の差別を読み解く』ハーベスト社．（共著） 
2013 『燃ゆる海峡 ― NDU と布川徹郎の映画／運動に向けて』インパクト出版会．（共著） 
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【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013 『燃ゆる海峡 ― NDU と布川徹郎の映画／運動に向けて』インパクト出版会．（共著） 
2013 「『復帰』の向こう側を幻視する ― 沖縄闘争のなかの NDU『モトシンカカランヌー』」小野沢稔彦・中村葉子・安
井喜雄編『燃ゆる海峡 ― NDU と布川徹郎の映画／運動に向けて』インパクト出版会. 
2013 「軍事化に抗するということ ― 京丹後市・経ヶ岬での米軍基地建設問題をめぐって」『PACE』8 号． 
2013 「沖縄について知り、考え、つながり、表現する場」『インパクション』191 号、インパクト出版会． 
2013 「京都で進む米軍基地建設計画」『アジェンダ』43 号． 
2013 「沖縄・高江の音楽家 石原岳と語る ― 高江で暮らし、音を奏でるということ」『PACE』8 号．（共著） 
2013 「関西と沖縄をつなぎなおす（座談会）」『PACE』8 号．（共著） 
2014 「拒否が拓く〈政治〉 ― その現在と展望を探る」『「拒否」の〈前〉線情報』3 号、生・労働・運動ネット． 
2014 「풍경의 벌어진 틈새를 겉바르지 말라」（Sim, Jeongmyoung 訳。原文日本語タイトル「風景の裂け目を繕うな ― 
運動の創造性と鎮圧の相剋としての現在」）『분 Boon』2 号、RHK일본문화콘텐츠연구소(월간지) 편집부． 
2014 「京都府京丹後市経ヶ岬での米軍基地建設計画」『インパクション』193 号、インパクト出版会． 
2014 「京都府京丹後市での米軍基地建設計画の問題と現状 ― 継続する『トモダチ作戦』のただなかで」『季刊ピープル
ズ・プラン』64 号、ピープルズ・プラン研究所． 
2014 「抗う技法が生む『逆転』−− 田仲康博編 占領者のまなざし」『沖縄タイムス』2014 年 3 月 22 日． 
◇講演・口頭発表 
2013 年 6 月 9 日 「橋下発言から考える」、ティーチイン「《橋下発言から考える》」、立命館大学． 
2013 年 7 月 2 日 「社会運動論の現在を歴史化するために」、大謝肉祭（主催：大謝肉祭有志）、若狭公民館、沖縄県那覇
市． 
2013 年 7 月 14 日 「横断する軍事的暴力、越境する反戦・反軍運動 ― アリーナとしての沖縄闘争」、パネル〈邂逅と衝
突の場としての沖縄 ― 国境とフェンスの越え方〉、カルチュラル・タイフーン 2013、東京経済大学． 
2013 年 8 月 29 日 「現在」を豊かに歴史化する人  々 ― 東京・京都の路上で時空間を紡ぐ」、第 8 回スユノモ国際ワーク
ショッップ（主催：スユノモ N）、スユノモ N、韓国ソウル市． 
2013 年 10 月 12 日 「高江に暮らし、音を奏でるということ」（対談：石原岳×大野光明）、沖縄・高江の音楽家・石原岳
Live&Talk、堺町画廊、京都市． 
2013 年 10 月 18 日 「緊急共同声明提出と防衛省・京都府への申し入れの経験から」、シンポジウム「経ヶ岬（京丹後市）
への米軍基地建設計画を考える」（主催：立命館大学国際地域研究所「ジェンダーと平和・開発研究会」）、立命館大
学． 
2013 年 10 月 5 日 「『希求』と『制度』の狭間で沖縄を考えるということ―書評:鳥山淳『沖縄/基地社会の起源と相克 1945-
1956』（勁草書房、2013 年）」、鳥山淳『沖縄/基地社会の起源と相克』（勁草書房、2013 年）を読む（主催：同志社
大学＜奄美―沖縄―琉球＞研究センター、闇市的沖縄 ― アジア運動/文化研究会）、同志社大学． 
2013 年 10 月 26 日 「コメント」、国際ワークショップ「韓国における軍事基地と反基地・平和運動の現状」（主催：総合
地球環境学研究所・研究プロジェクト（FS）「軍事環境問題の研究」）、京都大学人文科学研究所 4 階大会議室． 
2013 年 10 月 27 日 「座り込んでみた―この街から沖縄と京丹後市での基地問題に向き合う」、第 20 回カライモ学校（主
催：カライモブックス）、京都市． 
2013 年 11 月 30 日 「言葉の占有、補聴器、運動の変容」、イベント「社会運動をつくるということ ― いくつもの声の
ただなかで」（大野光明×阿部小涼）、思文閣 chika． 
2013 年 12 月 8 日 「『沖縄を返せ』再考 ― 繋争の場としての唄」、社会文化学会第 16 回全国大会（統一テーマ：協同の
社会システム形成の方法と課題）、コープあいち・生協生活文化会館． 
2013 年 12 月 14 日 「拒否が拓く〈政治〉 ― その現在と展望を探る」、アンラーニングプロジェクト・2013（主催：生・
労働・運動ネット、富山市． 
2014 年 3 月 4 日 「沖縄におけるベ平連運動 ― 調査結果の現状と課題」、第 1 回地域ベ平連研究会、立教大学． 
2014 年 3 月 15 日 「沖縄島ごはんと島ばなし～高江の野菜を食べながら、高江のことを語ろう～」、堺町画廊． 
◇教育活動 
トランスカルチュラル・スタディ II（大阪大学・後期） 
平和学特講（四国学院大学・サマーセッション） 
◇社会活動、センター外活動 
同時代史学会 関西研究会委員 
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◇海外調査活動 
2013 年 8 月 27 日～31 日（韓国）ピョンテク市での在韓米軍基地建設計画に関するフィールドワーク、毛利嘉孝著『スト
リートの思想』ハングル版出版記念シンポジウムへの出席と研究報告（ソウル市、研究機関「スユノモ」主催） 
2014 年 2 月 8 日～18 日（バングラデシュ）トランスカルチュラル・スタディ II の実施・運営 
◇外部資金による研究 
立命館大学生存学研究センター若手研究者研究力強化型（代表：小泉義之） 
◇GLOCOL 共同研究 
国際協力グループ「開発途上国における学際的協働に関する研究」（研究代表者：思沁夫）研究分担者 
 
 
 
 
 
中山達哉（なかやま たつや） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任助教（国際協力グループ） 
【学歴】群馬大学教育学部卒業（2001）、筑波大学大学院生命環境科学研究科博士一貫過程卒業（2006）【職歴】筑波大学特別
博士研究員（2006）、ダイセル化学工業短期派遣研究員（2006）、イギリスダンディ大学医学部 Postdoctoral Fellow（2006-2008）、
国際農林水産業研究所特任研究員（2008-2009）、大阪大学微生物病研究所感染症国際研究センター特任研究員（2009-2013）、大
阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教（2013-）【学位】生物工学博士（筑波大学 2006 年）【専攻・専門】感染
症学、病原微生物学、食品衛生学 
 
【主要業績】 
◇論文 
2009 T. Nakayama, K.L. Blackett, H. Steed, S. Macfarlane, J.H. Cumming and G.T. Macfarlane. Use of targeted antibiotics to treat 
ulcerative colitis. Gut 58: PA63-p64. 
2014 D. Takeuchi, Y. Akeda, T. Nakayama, A. Kerdsin, S. Hamada, P, Y. Sano, T. Kanda, S. Hamada, S. Dejsirilert and K. Oishi, The 
contribution of suilysin to the pathogenesis of Streptococcus suis meningitis. Journal of Infectious Disease 209:1509-19. 
2014 T. Nakayama, J. Zhao, D. Takeuchi, A. Kerdsin, P. Chiranairadul, P. Areeratana, P. Loetthong, A. Pienpringam, Y. Akeda, K. Oishi. 
Colloidal gold-based immunochromatographic strip test compromising optimised combinations of anti-S. suis capsular 
polysaccharide polyclonal antibodies for detection of Streptococcus suis. Biosensors and Bioelectronics 60:175-179. 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013 T. Nakayama and K. Oishi. Influence of coffee and galacto-oligosaccharide consumption on intestinal microbiota and the host 
responses.  FEMS Microbiology Letters 343:161-168. 
2013 T. Nakayama, D. Takeuchi, T. Matsumura, Y. Akeda, Y. Fujinaga and K. Oishi, Alcohol consumption promotes the intestinal 
translocation of Streptococcus suis infections Microbial Pathogenicity 65:14-20. 
◇講演・口頭発表 
2013 年 8 月 13 日 「Suilysin plays an important role in intestinal translocation in the mouse loop model」T.Nakayama, D.Takeuchi, 
Y.Akeda and K.Oishi、Streptococcus suis symposium 北京、中国 
2013 年 11 月 7 日「豚連鎖球菌毒素、スイリシンの腸管バリア破壊に関する研究」中山達哉、竹内壇、明田幸弘、大石和
徳、日本感染症学会 中日本支部会 大阪 大阪国際会議場 
2014 年 3 月 26 日「A wide spread infection with ESBL-producing E. coli in the Indochinese peninsula」中山達哉、平井到、山本
容正、第 87 回 日本細菌学会総会 東京 タワーホール船堀 
2014 年 3 月 28 日「Development of an immunochromatographic strip test for detection of Streptococcus suis」大石和徳、中山達
哉、竹内壇、明田幸弘、第 87 回 日本細菌学会総会 東京 タワーホール船堀 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金若手研究（B）「経口ルートによる豚連鎖球菌感染症の発症メカニズムの解明」研究代表者 
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◇海外調査活動 
2013 年 11 月 3 日～6 日（ベトナム）SATREPS にかかわるプログレスミーティング出席 
2013 年 12 月 1 日～13 日（ベトナム）SATREPS にかかわる検体収集と研究打ち合わせ 
2014 年 1 月 17 日～23 日（ベトナム）SATREPS にかかわる研究打ち合わせ 
2014 年 3 月 3 日～15 日（ベトナム）SATREPS にかかわる検体収集と研究打ち合わせ 
◇GLOCOL 共同研究 
国際協力グループ「開発途上国における学際的協働に関する研究」（研究代表者：思沁夫）研究分担者 
 
 
 
 
 
福田州平（ふくだ しゅうへい） 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------特任研究員（グローバル共生グループ） 
【学歴】東海大学文学部北欧文学科卒業（1998）、東京国際大学大学院国際関係学研究科修士課程修了（2000）、中部大学大学
院国際関係学研究科博士後期課程修了（2004）【職歴】中部大学リサーチ・アシスタント（2001-2004）、中部大学人間安全保障
研究センター非常勤研究員（2004-2006）、中部大学国際交流センター嘱託事務員（2006-2007）、大阪大学グローバルコラボレー
ションセンター特任研究員（2007-）【学位】博士（国際学）（中部大学 2004）【専攻・専門】国際関係論 
 
【2013 年度の活動報告】 
◇出版業績 
2013「1876 年フィラデルフィア万博における米中日関係の研究に向けて」『現代中国と東アジアの新環境：発展・共識・
危機（第 7 回国際シンポジウム論文集）』pp.362-367 
2013「「テロ」を語ること―ボストン爆破事件随想」財団法人霞山会ウェブサイト『ダイナミックワールド』
(http://www.kazankai.org/asia.html)、2013 年 4 月 30 日。 
2013「ナキウサギにチャガンボルガソを食べられた話」財団法人霞山会ウェブサイト『ダイナミックワールド』
(http://www.kazankai.org/asia.html)、2013 年 8 月 23 日。 
2014「ロッキーとフィラデルフィア美術館」財団法人霞山会ウェブサイト『ダイナミックワールド』
(http://www.kazankai.org/asia.html)、2014 年 3 月 7 日。 
2014 峯陽一（監訳）、小山田英治（監訳）、内山智絵（訳）、石髙真吾（訳）、福田州平（訳）、坂田有弥（訳）、岡野英之
（訳）、山田佳代（訳）、クレイグ・Ｎ・マーフィー（著）『国連開発計画（UNDP）の歴史 国連は世界の不平等に
どう立ち向かってきたか』（明石書店） 
◇講演・口頭発表 
2013 年 5 月 10 日 GLOCOL セミナー（98）「publication が生み出す社会の変化」（企画・進行）（詳細は p.98） 
2013 年 5 月 24 日 GLOCOL セミナー（99）「地域おこしの現場から」（企画・進行）（詳細は p.99） 
2013 年 8 月 22 日「1876 年フィラデルフィア万博における米中日関係の研究に向けて」第七回国際セミナ 「ー現代中国與
東亜新格局：発展・共識・危機」（大阪大学） 
2013 年 11 月 8 日「グローバルコラボレーション 知の可能性」地域研究コンソーシアム研究会（愛知大学名古屋キャン
パス） 
◇教育活動 
大阪大学全学教育推進機構「現代文化を読み解く」（現代教養科目）Ｉ期 
大阪大学法学研究科「現代中国研究」Ｉ期 
大阪大学法学研究科「現代中国研究特殊講義」Ｉ期 
大阪大学 GLOCOL「グローバル共生実践演習」II 期 
大阪大学 GLOCOL「東アジアの環境の現状と未来」I 期 
大阪大学 GLOCOL「海外フィールドスタディＳ」集中 
大阪大学 GLOCOL「トランスカルチュラル・スタディ II」II 期 
◇社会活動、センター外活動 
大阪大学生活協同組合総代（吹田第一選挙区） 
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地域研究コンソーシアム運営委員 
吹田市国際交流協会「ハロハロ SQUARE」の活動支援（詳細は p.74） 
◇海外調査活動 
2013 年 8 月 4 日～14 日（モンゴル）大阪大学 GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム「開発と生存環境」引率 
2013 年 8 月 26 日～9 月 1 日（アメリカ）「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」のための資料
調査 
2013 年 12 月 21 日～26 日大阪大学（韓国）GLOCOL トランスカルチュラル・スタディ・プログラム「紛争と平和」引率 
◇外部資金による研究 
科学研究費補助金・基盤研究（B）「グローバル大国・中国の出現と東アジア：学校間交流による学際的研究」（研究代表
者：田中仁）分担研究者 
科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」研究代表者 
◇GLOCOL 共同研究 
グローバル共生グループ「大学における社会連携―Community Extension Service の教育実践に関する準備研究」（研究代表
者：吉富志津代）研究分担者 
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IV．実践支援活動 
１．東日本大震災支援活動関連 
GLOCOL は、震災直後から東日本大震災の支援活動として、「NPO 法人多言語センターFACIL」（以下、FACIL）、「NPO 法人
エフエムわぃわぃ」（以下、FM わぃわぃ）と連携して、被災者がひとりも排除されないために、少数者への視点にこだわった
支援として「多言語情報提供」「コミュニティラジオ」「移民コミュニティ」という三つの柱での活動を続けているが、2013 年
度はこれをさらに発展させて継続した。 
 
（１）多言語による情報提供 
震災直後に必要な情報は、避難所での情報の時期も過ぎて、仮設住宅の情報と復興に向けたさまざまな情報へと移行してい
る。その中でも特に、コミュニティが分断されたり、排除の構造がうまれたりする中で、コミュニティ再生や、住民同士をつ
なぐための情報や、今後の経済を再生するための具体的な情報が大切になってくる。このような視点で、福島県からの情報を
中心に多言語に翻訳して、音声データを作成し、災害臨時 FM 局などに提供を続けた。 
 
（２）災害臨時 FM 局の現状と課題について発信しネットワークを構築する 
災害後に始まった 32 局の災害臨時 FM 局は、すでに役割を終えて閉局したところ、NPO 法人を取得してコミュニティラジ
オへ移行あるいは移行準備をする局、あくまで災害ラジオという形で続ける局などさまざまである。これらの局が、現状につ
いて情報や課題を共有し、今後の方向性を考えていくための機会創出やネットワーク構築にむけたサポートを行った。 
 
（３）移民コミュニティ支援 
2011 年度からサポートしている気仙沼市に住む日本人配偶者のフィリピン女性グループ「バヤニハン国際友の会」のメン
バーの、タガログ語によるラジオ番組制作支援を、奥州市国際交流協会と連携して続けた。メンバーがヘルパーの資格を取得
して働く中、番組制作の継続そのものが難しくなってきている。しかし番組制作が目的なのではなく、コミュニティ形成のた
めの道具であることを実感してもらうために、気仙沼以外の被災地の移民コミュニティや神戸の移民コミュニティのメンバー
との交流などの機会を創出し交流をはかった。また、番組を FM わぃわぃのインターネット放送だけではなく、地元の気仙沼
災害ラジオでの定期的な放送を開始するためのサポートを行い、実施に至った。 
 
（４）学生の教育プログラムとして 
共同研究「大学における社会連携」の一環として、岩手県大船渡市のカトリック教会で活動するフィリピン人グループの活
動に学生 5 名が参加し、その内容を報告書にまとめた。 
 
 
２．JICA 連携事業 
昨年度に引き続き、主に JICA との連携協定にもとづいた事業を推進した。大阪大学は 2007 年 2 月に JICA との間で以下の
連携協力協定を結んだ。GLOCOL はこの連携協力協定の内容を具体化する役割を担っている。 
 
連携目的 
(1) 国際協力に関する研究の推進 
(2) 国際協力に資する人材の育成 
(3) その他国際協力にかかわる事業の実施 
連携協力 
(1) 国際協力にかかわる研究の推進と成果の公開 
(2) 国際協力にかかわる啓発的事業の実施 
(3) 講師の相互派遣その他大阪大学と JICA 間の人的交流 
(4) 国際協力のための専門家および調査団の派遣 
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(5) 国際協力のための研修プログラムの実施 
(6) 学生の青年海外協力隊などへの参加に対する支援 
(7) 学生の JICA インターンシップへの参加に対する支援 
(8) 国際協力に携わる要員の教育・訓練に対する支援 
(9) 施設の相互有効利用 
(10) その他、双方が合意する連携プログラム 
 
● JICA 関西夏期インターンシップ実習事業 
大阪大学と JICA の連携協定にもとづき、国際協力に関心をもつ大学生・大学院生を対象に、
JICA 関西国際センター（JICA 関西）にインターン実習生を派遣する事業を実施した。本事業
の目的は、学生に実務経験の場を提供し、国際協力に携わる人材を育成することである。イン
ターン実習生の公募は、GLOCOL が大阪大学での窓口となって行われた。応募資格をもつ対
象者は、大阪大学の学部または大学院に在学中の者で、国際協力や開発援助に深い関心があり、
将来的に国際協力に関連した仕事に携わる意志をもつ者とした。2013 年度に本プログラムによ
り派遣されたインターン実習生は、下記の 1 名であった。 
 
工学研究科博士前期課程 1 年 
実習期間：8 月 19 日～30 日  
実習内容：「幹線道路の維持管理コース」研修業務支援 
 
３．学生支援活動 
GLOCOL では、実践的研究を志す大学院生や若手研究者のキャリア形成を支援する目的で、
いくつかの学生支援活動（若手研究者を含む）を行っている。 
GLOCOL における TA、RA、アソシエイツ、招へい研究員などの制度は、すべてこの目的で
おこなわれている。また個々のプロジェクトでは、「地域研究コンソーシアム次世代ワーク
ショップ」「GLOCOL プレゼンコンテスト」「ハロハロスクエア」（外国人児童生徒の学習支援
に関する吹田市国際交流協会との共同事業）が、有償無償を問わず学生、大学院生のキャリア
形成に資する目的でおこなわれている。 
世界では、人材のグローバルな移動が常態化しつつある。日本国内の労働市場は、教育制度
のグローバル化への対応の遅れもあって、その影響はいまだ限定的であるが、早晩、労働市場
も、教育制度も、そうした人材の流動性の影響を免れる得ない。今後、大学は、グローバルな
人材の移動の結節点としての役割を益々期待されていくことになろうが、教育を通して、こう
したトレンドに即した人材を育成することに加え、将来的に、国際機関や海外の NGO 等との
間で多様なレベルでの人材交流をすすめることも必要である。国際協力等の実践に携わる実務
家は、専門性に即してひとつの国際機関や海外の NGO 等から別の機関へと頻繁に移動するが、その合間に GLOCOL に籍をお
き、GLOCOL から次の仕事にすすんでいくといった仕組みを用意できれば、同様の実践を志す学生にとって大いに資するであ
ろう。もちろん、現状では、国際機関や海外の NGO 等で働く人たちが立ち寄ってくれるような組織になってはいない。今後、
大学、さらには日本国政府のグローバル人材育成に向けての本気度が試されるところであろう。 
前傾の目的の重要性にもかかわらず、2013 年度以降の次世代支援は、残念ながら停滞気味である。地域研究コンソーシアム
（JCAS）との共催による次世代ワークショップ（グローバル共生・国際協力枠）は、予算の関係で公募できなかった。また、
2013 年までに 3 回開催した GLOCOL プレゼンコンテストについても、第４回目の実施をみあわせているところである。プレ
ゼンコンテストについては、審査を担当した専門家からも、京阪神の大学に参加者の枠組みを拡大してみてはといった提言も
なされていただけに残念である。 
2014 年度以降は、招へい研究員や TA、RA、アソシエイツといった比較的の予算のかからない方法を用いながら、実質的な
成果をあげていきたいと考えている。 
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● 第 3 回GLOCOL プレゼンコンテスト 
 
GLOCOL プレゼンコンテストは、大阪大学の大学生や大学院生が国内外の現場（フィール
ド）で学んだことをもとに、社会に向けた実践を提案する場として、2010 年からはじまった。 
2013 年度のプレゼンコンテストでは、4 月 20 日に、前年度に社会の第一線で活躍されてい
る方々から提示された「課題」を受けて実施した。参加者、審査委員は下記の通りである。 
課題解決型のプレゼンコンテストは、実践への学生の関心を高めるという点で意義がある
が、全体的には課外活動の域を出ていない。それぞれの専門性が課題の解決に直結するという
感覚の醸成とともに、私たちがこうした課題に日常的に直面していること、専門的な知識の結
集と創意工夫が、その解決のためにこそ必要であることを、まずもって理解させることが重要
なのである。 
とは言え、入賞したプレゼンテーションをはじめ、参加者のプレゼンテーションの質は一様
に高く、課題に取り組む姿勢は、たいへん真摯であった。 
  
【開催日・場所】 
2013 年 4 月 20 日、夢つながり未来館（ゆいぴあ）4F 多目的会議室 
【言語】 
日本語 
【概要】 
昨年の 11 月 9 日の「世界は今」の授業内で、各界で活躍する方々から、「地
域社会の共生」に関するテーマと「地球規模の課題」に関するテーマで課題を
提示いただいた。その課題を受けて学生たちが解決策をプレゼンした。 
【審査員】 
燕昇司卓史（時事通信社デジタルメディア事業本部営業部 部長） 
河合大輔（箕面市国際交流協会事業 課長補佐） 
芝池成人（環境イノベーションデザインセンター 招へい教授） 
富野暉一郎（龍谷大学政策学部 教授） 
中村博一（大阪ガス株式会社 CSR・環境部 CSR 室 課長） 
島薗洋介（GLOCOL 講師） 
【プレゼン参加者・発表テーマ】 
Secret Garden「どうしたら児童労働を撲滅できるか？」 
日蘭学生会議「増えすぎた野生動物とどう向き合うか」 
高垣紗織「どうしたら国際協力はもっと身近になるか」 
MesS「新興国等の市場を省エネ化する効果的な政策を考える」 
ミャンマー人の生活が第一「ミャンマーのエコ化」 
【審査結果】 
最優秀賞：日蘭学生会議 
審査員特別賞：MesS 
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V．学内連携事業 
１．未来戦略機構との連携 
未来戦略機構は総長のリーダーシップのもと、部局横断的な教育・研究を推進するために 2012 年度より設置されている。未
来戦略機構の説明には「専門領域の教育・研究はこれまで各部局で行われていましたが、現代社会には多様な面から解決する
べき幾多の課題が立ちはだかり、専門領域を越えた新たな取り組みが求められています。そのため、未来戦略機構では総長を
機構長として、中長期的視野に立ち大学全体を俯瞰しつつ、部局横断的に教育・研究を推進します。」と述べられている。未来
戦略機構設置の主旨は GLOCOL の設置理念とつながるものがあり GLOCOL は機構側の要請を受けて、機構の運営を通じての
部局横断的な教育・研究に貢献した。 
 
１）超域イノベーション博士課程プログラム 
このプログラムは、文部科学省による「博士課程教育リーディングプログラム」のオールラウンド型に採択されたプログラ
ムであり、大阪大学・未来戦略機構・第一部門に位置付けられている。GLOCOL は本プログラムに対し、主として海外体験型
教育プログラムの構築と実施に参画した。GLOCOL からは、宮原 暁准教授、上田晶子特任准教授、敦賀和外特任准教授らが、
兼任教員としてプログラム委員会に参加し、吉富志津代特任准教授がフィリピンでのフィールドスタディの運営・実施に携わっ
た。 
 
２）未来共生イノベーター博士課程プログラム 
このプログラムは、大阪大学・未来戦略機構・第五部門に位置付けられている。GLOCOL は本プログラムの選択科目として、
「グローバルコラボレーションの理論と実践」、「グローバル共生実践演習」、「多言語共生社会演習」を提供した。兼任教員と
して、吉富志津代特任准教授は産学官連携 WG、常田夕美子特任准教授は国際連携 WG、教務 WG 英語タスクグループの一員
としてプログラム委員会に参加し、教育プログラム開発および運営に携わった。 
 
 
２．全学教育推進機構との連携 
大阪大学全学教育推進機構（CELAS）は、学部から大学院までの教養教育のさらなる充実、各部局を中心とした教育プログ
ラムによる教育改革の全学的な展開、大学内の教育資源を活かした語学教育の充実、教育の質保証に向けた学習機能の強化等
を図り、大学として組織的に教育を推進するため、「大学教育実践センター」を発展的に解消し、2012 年 4 月 1 日に設置され
た。 
全学教育推進機構は、大学院を含む教養教育や全学横断的な教育を企画する機能等を持った組織であり、企画開発部と実施
調整部の 2 つの部を置き、企画開発部の下には 6 つの部門（学部共通教育部門、大学院横断教育部門、言語教育部門、海外教
育部門、スポーツ・健康教育部門、教育学習支援部門）、実施調整部の下には 3 つの部会（基礎教育部会、教養教育部会、言語
教育部会）が置かれている。 
GLOCOL は、企画開発部の海外教育部門と大学院横断教育部門の 2 つの部門の運営に参画している。海外教育部門において
は、国際教育交流センターと並んで主管部局となっており、大橋センター長が部門長を務めた。大学院横断教育部門において
GLOCOL は、グローバルコラボレーション科目、高度教養プログラム「知のジムナスティック」、高度副プログラムの一部を
開発、提供している。（詳細は p.37） 
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３．兼任教員会議 
GLOCOL 兼任教員との情報交換および連携促進のための機会として、毎年、兼任教員会議を開催している。兼任教員会議で
は、GLOCOL の活動報告、年次計画の報告を行っている。第 8 回の兼任教員会議は、兼任教員を主体とする共同研究の成果報
告や中間報告、外部資金によるプロジェクトの中間報告など、以下のように行われた。 
 
【開催日・場所】 
2013 年 6 月 3 日、コンベンションセンター 会議室 2（吹田キャンパス） 
【概要】 
進行：住村欣範（GLOCOL 准教授） 
開会の挨拶：大橋一友（センター長） 
新任教員紹介：島薗洋介（講師）、小河久志（特任助教）、大野光明（特任助教） 
議題： 
１）2012 年度 GLOCOL 共同研究の成果報告および中間報告 
成果報告 
① 山内直人（国際公共政策研究科教授）（継続分・学内連携型） 
② 牧本清子（医学系研究科保健学専攻教授）（兼任教員提案型・本研究） 
③ 近藤久美子（言語文化研究科言語社会専攻教授）（兼任教員提案型・萌芽） 
④ ヴァージル・ホーキンス（国際公共政策研究科准教授）（兼任教員提案型・萌芽） 
⑤ 三宅 淳（基礎工学研究科教授）（兼任教員提案型・本研究） 
中間報告 
⑥ 吉富志津代（GLOCOL 特任准教授）（GLOCOL 内共同研究） 
⑦ 思沁夫（GLOCOL 特任准教授）（GLOCOL 内共同研究） 
２）2012 年度 GLOCOL 共同研究の講評：宮原 曉（GLOCOL 副センター長） 
３）科学研究費補助金基盤研究（A）「フード・セキュリティの人類学的研究」の中間報告：栗本英世（人間科学研
究科教授） 
４）地球規模課題対応国際科学技術協力事業（SATREPS）「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌
モニタリングシステムの開発」の中間報告：住村欣範（GLOCOL 准教授） 
５）2012 年度 GLOCOL 活動報告について（大橋一友センター長） 
６）2013 年度 新体制について（大橋一友センター長） 
７）新体制の下での 2013 年度事業計画について（大橋一友センター長） 
８）その他 
閉会の挨拶：宮本和久（GLOCOL 特任教授） 
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４．フィールドスタディに関する学内連携 
2013 年度、GLOCOL では計 11 の海外フィールドスタディ・プログラムを実施した。これらのプログラムに参加した学生の
所属は、文系・理系を問わず、さまざまな部局にわたった。参加学生の部局別の詳細については、p.30 を参照のこと。 
 
 
５．セミナー 
学内の他部局と協力して主催、また、他部局が主催するセミナーなどを GLOCOL が共催や協力をして開催した。 
 
● 報告会 
第 9 回 超域スクール St. Gallen Symposium 報告会 
「チャレンジするリスク」と「チャレンジしないリスク」―どちらが本当の「リスク」？ 
私たちの "Decision Making" 方法 ～サンガレンシンポジウムを通じて～ 
 
【プレゼンター】 
小川 悠（i.club 代表、東京大学 i.school 修了生） 
橋本奈保（国際公共政策研究科 M2、超域プログラム 12 年度生） 
・司会：敦賀和外（GLOCOL 特任准教授） 
【開催日・場所】 
2013 年７月 8 日、ステューデント・コモンズ開放型セミナー室（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
学生版「ダボス会議」と称される、世界規模の会議「サンガレンシンポジウム」。5 月に参加した超域生と若手イノベー
ター2 名を中心に、サンガレンシンポジウムの報告会を兼ねた超域スクールを開催した。 
本年のサンガレンシンポジウムでは「Rewarding Courage」をテーマに、世界中で活躍する若手リーダー "leaders of 
tomorrow" 200 名と、世界各国の産官学界トップリーダー600 名が集まった。 
参加した 2 名が素晴らしい出会い、世界レベルのトップリーダーたちの「Decision Making」方法、「チャレンジ」に関す
る多くの学びについて、自らの体験談を語り、参加者にチャレンジすることの意義を伝えた。 
【備考】 
主催：未来戦略機構第一部門（超域イノベーション博士課程プログラム） 
協力：コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）、GLOCOL 
 
 
● GLOCOL セミナー（103）/ 公衆衛生セミナー 
日本における健康の社会決定要因 
 
【開催日・場所】 
2013 年 7 月 25 日～27 日、銀杏会館（吹田キャンパス） 
【概要】 
今年度のセミナーは、この分野で世界をリードしているユニヴァーシティ・カレッジ・
ロンドン（UCL）のエリック・ブルナー博士（大阪大学招へい教授：スカイプ講演）、ケー
ブル典子博士（上級研究員）、さらには日本の公衆衛生や社会疫学をリードする先生方をお
招きし、日本の健康の社会決定要因について 3 日間の集中セミナーを行った。 
【備考】 
主催：大学院医学系研究科公衆衛生学 
共催：GLOCOL 
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● CSCD「シリーズ：適正技術」第 1 回ワークショップ 
「Design for Life―地域が変わるものづくり」 
 
【講演者】 
渡邉さやか（一般社団法人 re:terra（リテラ）代表） 
・ファシリテーター：西村勇也（NPO 法人ミラツク代表理事） 
・対談ゲスト：津田和俊（大学院工学研究科創造工学センター助教） 
敦賀和外（GLOCOL 特任准教授） 
【開催日・場所】 
2013 年 10 月 11 日、ステューデント・コモンズ１F 開放型セミナー室（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
シリーズ：適正技術」では、ものづくり、国内外での社会貢献、ビジネスの領域をつなぐ「適正技術」とは何かについ
て、ワークショップや実践を通じてローカルなニーズに見合った適正な技術を考察する。 
第 1 回は次の 3 つのステップに沿って、「地域が変わるものづくり」について考えた。（1）途上国でのビジネス開発事
業や国内の地域活性事業に取り組む一般社団法人 re:terra（リテラ）代表の渡邉さやかさんをゲスト講師としてお招きし、
「地域が変わるデザイン」についてお話いただいた。（2）ゲスト講師の渡邉さんと、ものづくりや国際協力を専門とする
大阪大学教員の対談を行った。（3）NPO 法人ミラツク代表理事の西村勇也さんをファシリテーターに、フロア全体で議
論した。これらのステップに沿って、地域コミュニティが抱える課題の解決のために、技術をどのようにデザインすべき
かを議論した。 
【講師紹介】 
渡邉さやか（一般社団法人 re:terra（リテラ）代表） 
国際基督教大学アジア研究専攻。東京大学大学院「人間の安全保障」プログラム修了。11 歳の時に初めて訪れたネパー
ルで、「豊かさとは何か」について考え始め、途上国に関心を持つ。国際協力の世界を目指していたが、大学院時代に「民
間企業のもつリソースやスピード感をもっと国際協力の分野、あるいは社会課題解決のために活用していくことができ
ないか」と考え、大学院修了後にコンサルタント会社に就職。2011 年６月に会社を退職し、本格的に被災地に関わるよ
うになり、日本国内の課題や地域活性化にも関心をもつようになる。活動する中で、「日本の地域活性」と「途上国での
事業開発」には共通点があると感じ、そこでの課題もつながっていると考え、両地域に関わるようになる。政府や援助機
関、大企業や中小企業、起業家や NGO など、ぞれぞれの立場から社会課題を見つめ、共に協力し合えるような、優しく
持続的な「個」と「事業」の開発・構築を目指す。2010 年 NPO 法人 soket 設立、理事。2011 年７月より一般社団法人
IMPACT Japan の東北復興ディレクター。2011 年 11 月一般社団法人 re:terra 設立、代表。 
西村勇哉（NPO 法人ミラツク代表理事） 
大阪大学大学院にて人間科学（Human Science）の修士を取得。人材育成企業、財団法人日本生産性本部を経て、NPO
法人ミラツクを設立。2008 年から始めたダイアログ Bar の取り組みには 2 年半で 1500 人が参加。2011 年 5 月から次世代
を担うユースリーダーの育成を目指す"Art of Social Innovation"の取り組みを開始。2012 年 11 月から社会課題の解決を目
指すプロジェクトリーダー向けワークショップ"Design for Social Innovation"の取り組みを開始。また、2011 年よりソーシャ
ルビジネス事業者、NPO リーダーを中心に、大学教員、行政職員、企業 CSR、デザイナーなどが加わるソーシャル・イ
ノベーションのプラットフォームづくりの取り組みを開始。全国各地で、次世代を担う社会的なリーダー&イノベーター
の育成とセクターを超えた協力を生み出すためのマルチステークホルダーの対話の場づくりに取り組む。 
【備考】 
主催：コミュニケーションデザイン・センター（CSCD） 
共催：大学院国際公共政策研究科（OSIPP）稲盛財団寄附講座、公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）、 
NPO 法人ミラツク、GLOCOL 
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● GLOCOL セミナー（107） 
サンガレンシンポジウム説明会 
 
【開催日・場所】 
2013 年 11 月 8 日、産学連携本部 D 棟-2F ミーティングルーム（吹田キャンパス） 
【言語】 
英語 
【概要】 
毎年 5 月にスイス・サンガレン市で、政官学各界のリーダー約 600 人と世界各国の学
生 200 人等が参加して行われるサンガレンシンポジウムに、シンポジウムのテーマに関
するエッセイ・コンテストで選抜された 100 名の学生が主催者側の経費負担で参加する
ことができる。この説明会ではサンガレンシンポジウムの概要及びエッセイ・コンテス
トの応募について、主催するサンガレン大学学生団体の実行委員より説明して
いただき、昨年度参加した阪大生からも体験談をお話いただいた。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
共催：超域イノベーション博士課程プログラム 
 
 
 
 
 
 
● CSCD「シリーズ：適正技術」第 2 回ワークショップ 
「Design for Life―地域が変わるものづくり」 
 
【講演者】 
太刀川英輔（NOSIGNER 株式会社代表デザインアーキテクト） 
・ファシリテーター：西村勇也（NPO 法人ミラツク代表理事） 
【開催日・場所】 
2013 年 11 月 21 日、サイエンス・テクノロジー・アントレプレナーシップ・ラボラト
リー（e-square）3 階さいえんす工房（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【講師紹介】 
1981 年神奈川県生まれ。慶応義塾大学大学院在学中よりデザイナーとして活動し、「見えない物をつくる職業」という
意味を持つデザイン事務所 NOSIGNER を設立。家具、プロダクト、グラフィック、パッケージ、地場産業の活性化、若
手クリエイターのプロデュースなど、多分野のデザインを通じて社会を変える活動を行う。東日本大震災被災地支援プロ
ジェクト「OLIVE PROJECT」代表。PENTAWARDS PLATINUM AWARD 最優秀賞、DESIGN FOR ASIA AWARD 大賞 他
受賞。 
【備考】 
主催：コミュニケーションデザイン・センター（CSCD） 
共催：大学院国際公共政策研究科（OSIPP）稲盛財団寄附講座、公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）、 
NPO 法人ミラツク、GLOCOL 
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● 共催セミナー 
国際機関で働くということ－ 現場の経験から 
 
【講演者】 
佐崎淳子（国連人口基金東京事務所長） 
前川美湖（人間科学研究科特任講師） 
【開催日・場所】 
2013 年 11 月 22 日、ステューデント・コモンズ マッチング型セミナー室（豊中キャン
パス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
国際機関とはどういうところなのか、どんな人たちが働いているのか、講師の
方の経験を踏まえてお話いただいた。 
【講師紹介】 
佐崎淳子 
2011 年 10 月 22 日より現職。世界銀行人口保健栄養部、国連人口部、国連人
口基金本部、国連開発計画/国連ボランティア計画を歴任。国連人口基金代表、
所長、副代表、国連ボランティア計画でアジア・太平洋・中央アジア、東ヨーロッ
パ部長等を務める。開発途上国諸国における、人口と開発、リプロダクティブヘ
ルス/ライツ、家族計画、女性の地位向上、ジェンダーの平等、HIV/エイズ、 ガ
バナンス、持続可能な開発、開発と平和構築、防災管理・災害対策、武装解除・動員解除・社会復帰計画と女性、ボラン
ティアリズム等に取り組んできた。これまで、ペルー（ボリビア、パラグアイも担当）、米国、中国（北朝鮮、モンゴル
も担当）、ドイツ、ネパール、ニカラグア（コスタリカ、パナマも担当）で勤務し、開発途上国を 120 カ国以上担当して
きた。西語、仏語、英語、中国語に堪能。 
前川美湖 
国連開発計画（UNDP）中国事務所、環境・エネルギー部、プログラム・オフィサー（外務省 JPO 採用）、UNDP 本部
管理局、企画官（UNDP LEAD プログラム採用）、UNDP ルワンダ事務所環境・エネルギー部長、常駐代表補佐を経て、
東京大学 大学院新領域創成科学研究科 国際協力学専攻博士課程修了（国際協力学）東京大学 総括プロジェクト機構「水
の知」（サントリー）総括寄付講座 特任助教を得て現職（大阪大学 大学院人間科学研究科 グローバル人間学専攻特任講
師）に至る。 
【備考】 
主催：人間科学研究科グローバル人間学系 
共催：GLOCOL 
 
 
 
● GLOCOL セミナー（108） 
Responding to the NCD Crisis in Palau 
 
【講演者】 
Edolem Ikerdeu（Program Manager, Non-Communicable Disease Unit, Ministry of Health, Palau） 
Singeru Travis Techong Singeo-Sungino（Director, Health Policy & Research Development, 
Ministry of Health, Palau） 
【開催日・場所】 
2013 年 12 月 6 日、大学院医学系研究科共同研究棟 7Ｆ共同研セミナー室（吹田キャン
パス） 
【言語】 
英語 
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【概要】 
GLOCOL、大阪大学大学院医学系研究科、名古屋大学大学院医学系研究科が生活習慣病対策推進のための学際的研究を
共同で実施しているパラオ共和国保健省から、Non-Communicable Disease control Unit プログラムマネージャーIkerdeu 氏
と Health Policy & Research Developments 室長 Singeo-Sungino 氏をお迎えし、パラオにおける生活習慣病の現状と対策に
ついてお話頂いた。 
【備考】 
主催：大学院医学系研究科公衆衛生学教室、GLOCOL 
 
 
 
● GLOCOL セミナー（111） 
第 66 回日米学生会議 募集説明会 
 
【開催日・場所】 
2014 年 1 月 16 日、STUDIO（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
日米学生会議は、日米各 36 名の学生が約 1 ヵ月に亘って共同生活を送る最も歴史の古
い学生会議で、今年 80 周年を迎える。同会議は、討論が中心となる分科会、各種のフィー
ルドトリップ、様々な文化体験などから構成され、対話を通して国境を超えた相互理解
を推進することを目的としている。2014 年に米国で開催される第 66 回会議の参加募集
に関する説明会が同会議事務局より行
われた。 
【備考】 
協力：GLOCOL 
 
 
 
 
 
 
 
● 大学院セミナー 
政治と科学をつなぐ 世界的な中間組織の整備 
 
【講演者】 
有本建男（政策研究大学院大学教授、独立行政法人化学技術振興機構（JST）研究開発戦
略センター（CRDS）副センター長） 
【開催日・場所】 
2014 年 2 月 12 日、学部共同研 7 階セミナー室（吹田キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
気候変動分野における IPCC、国連の科学諮問委員会の設置、各国での主席科学顧問制
度の整備など、政治・行政と科学をつなぐ中間組織（Boundary organization）の整備が、現在世界的に注目されている。医
療、生命科学分野においても、こうした視点からのシステム作り活動の活発化についてお話いただいた。 
【備考】 
主催：医学系研究科公衆衛生学教室 
共催：GLOCOL  
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● 大学院セミナー 
WHO の世界保健戦略と今後の展望 
 
【講師】 
中谷比呂樹（世界保健機関（WHO）本部事務局長補） 
【開催日・場所】 
2014 年 3 月 20 日、医学部共同研 7 階セミナー室（吹田キャンパス） 
【概要】 
WHO 本部事務局長補として HIV/AIDS・結核・マラリア・肝疾患対策における WHO の
責任者を務める中谷氏より、WHO の立場のみならず、幅広い観点からお話していただい
た。 
【備考】 
主催：医学系研究科公衆衛生学教室 
共催：GLOCOL 
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VI．学外連携事業 
１．社学連携 
１）足もとの国際化連続セミナ  ー
この事業では、セミナーという発信の機会を設け、その企画から運営までのプロセスにおいて「足もとの国際化」を促進す
ることを目的としている。2010 年度からは、ミックスルーツの若者たちのエンパワーメントとネットワークづくりのためのセ
ミナーを企画している。今年度は以下の活動を実施した。 
 
● 「多様性を取り込んだ社会参画：世代、分野、性別を超えた明日への提言」 
 
【開催日・場所】 
2013 年 11 月 21 日、Osaka Innovation Hub（大阪イノベーションハブ） 
【概要】 
日本の苦しい社会的・経済的状況を乗り越える鍵であるイノベーション文化。それは、
21 世紀を迎えてますます多様になった日本社会だからこそよりユニークなものになるは
ずだ。多文化市民と共に創出するイノベーションとはどういうものか、どう活用するか、
様々な課題など、多彩なゲストを迎えディスカッションを行った。さまざまな立場で社会
の中で活躍するミックスルーツのメンバーおよび支援者として関わるメンバーが、多様
性を活かした日本社会の方向性について、さまざまな視点で未来を語り合い、会場の約
80 名の参加者から活発な意見や質問が出され、これからの可能性を実感するセミナーと
なった。 
【スピーカー】 
ファシリテーター：須本エドワード（ミックスルーツ・ジャパン代表） 
パネリスト：山本千恵（兵庫県会議員）、桐島ローランド（写真家）、ジェリー・ヨコタ（大阪大学教授）、鈴木ハリス絵
美（Change.org 日本代表）、Cheuk Fung Tong（WeareOneJapan 代表） 
・司会：吉富志津代（GLOCOL） 
【備考】 
主催：GLOCOL 
共催：大阪市 
企画：ミックスルーツ・ジャパン 
運営支援：innovate! osaka 
 
 
  
 
 
 
85
Ⅵ．学外連携
事業 
● 足もとの国際化連続セミナー 
多様性のミニパブリックス：サミット 2014 『私たちの、明日の私たちへの提言』 
 
【開催日・場所】 
2014 年 2 月 22 日、たかとりコミュニティセンタ  ー
2014 年 2 月 23 日、大学会館アセンブリーホール（豊中キャンパス） 
【概要】 
「HAFU」では、5 人のミックスルーツの若者や子どもの事例から、言語形成、アイデン
ティティ、偏見や差別などの視点で、日本社会の閉鎖性を浮き彫りにさせた上で、これか
らの新しい可能性を示唆する内容であった。実際の出演者たちが解説をすることにより、
それがより身近な課題として参加者に深く考える機会を作ることができた。 
また翌日は、研究発表への活発な質疑応答を経て、グループワークでそれぞれの考えを
文字や絵で表現して可視化することで、言語、アイデンティティ、文化、政策などについ
て、ユニークで有意義な議論が出され、今後のつながりとミックスルーツの若者たちを中心とした社会変革への実感が共
有できた。 
・2014 年 2 月 22 日 
ドキュメンタリー『HAFU』上映会 
出演者（須本エドワード、矢野デビッド）とのトークセッション 
・2014 年 2 月 23 日 
研究発表／参加型ワークショップ 
「アジア系アメリカ音楽とミックス・ルーツ」松本ユキ（大阪大学） 
「オーストラリア在住日本人の結婚観と言語意識」武井紀子（大阪大学） 
「ハワイの日系文化イベントにおける「日系」の定義変遷」横山香奈（大阪大学） 
「活動紹介」ジョサイヤ・トリム（関西学院大学） 
「活動紹介」海老原周子（大久保アートプロジェクト） 
【備考】 
主催：ミックスルーツ・ジャパン、GLOCOL 
共催：言語文化研究科 
協力：NPO 法人たかとりコミュニティセンタ  ー
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２）ワン・ワールド・フェスティバル 
● ワン・ワールド・フェスティバル 
めざせ国際機関・NGO！ 
 
【開催日・場所】 
2014 年 2 月 1 日、大阪国際交流センター3F 会議室 3 
【言語】 
日本語 
【概要】 
大阪国際交流センターで開催されたワン・ワールド・フェスティバルにおいて阪大生が
ローマでのフィールドスタディや、国際機関・NGO でのインターンシップについて現地
で学んできたことを発表した。また、GLOCOL 教員・事務より送り出し側のリスク管理
の紹介やインターンシップの模擬電話面接の実施など、実践的な内容も紹介した。 
【備考】 
主催：ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会 
実施：GLOCOL 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．他機関との連携 
１）人間の安全保障コンソーシアムへの参加 
「人間の安全保障コンソーシアム」とは、人間の安全保障に関する教育と研究に携わる高等教育機関の緩やかな連合体であ
る。2007 年 9 月に正式に発足し、同年より毎年一回、研究大会を開催してきた。当初、名称を「人間の安全保障教育研究コン
ソーシアム」としてきたが、2011 年度に、コンソーシアムを母体とした個人加盟の「人間の安全保障学会」が設立され、組織
名を「人間の安全保障コンソーシアム」に改称していている。GLOCOL は、教育・研究の両面で人間の安全保障を重要なコン
セプトのひとつと位置づけており、設立当初から、同コンソーシアムに参加している。 
 
２）地域研究コンソーシアムへの参加 
地域研究コンソーシアム（JCAS）は、世界諸地域の研究に関わる研究組織、教育組織、学会、そして地域研究と密接に関わ
る民間組織などからなる、新しい型の組織連携である。GLOCOL は、発足当初から幹事組織の一つとして、理事会、運営委員
会に参加し、社会との連携をめざした実践的な地域研究をともにおこなってきた。JCAS と GLOCOL の活動の親和性は高く、
2007 年の発足以来培ってきた GLOCOL の事業と、それを通して得られたノウハウのうちのいくつかを発展させるうえで、重
要な鍵を握ると考えられる。2014 年度は、グローバル共生グループのいくつかの事業を JCAS の社会連携プロジェクトに登録
する等、JCAS の枠組みを用いて事業の発展を図りたい。 
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３）JICA 関西・民博との連携 
GLOCOL は JICA 関西、国立民族博物館と協力して、開発問題や途上国事情に詳しい研究者と国際協力の実務者が対話を通
じて国際協力のあり方について検討する勉強会を 2007 年度から開催している。今年度は下記の 3 回を実施した。 
 
● 研究者と実務者による国際協力セミナー（25） 
JICA研修員受入事業への提案 
 
【講演者】 
大橋一友（GLOCOL センター長） 
【開催日・場所】 
2013 年 6 月 28 日、JICA 関西 
【言語】 
日本語 
【概要】 
JICAでは、開発途上国の国づくりの中核となる人材を育成する目的で、毎年およそ 150
か国から 1 万人を超える技術者や行政官などを、各国政府からの要請に基づき研修員と
して受入れている。研修員は、国づくりに必要な技術や知識を習得し、ま
た、日本で生活することを通して、日本の伝統・文化に対する理解を深め
て帰国し、それぞれの国の発展に貢献することが期待されている。本セミ
ナーでは、この JICA 研修員受入事業の保健医療分野に 10 年以上参加して
いる大橋氏からその経験を踏まえて、この事業の可能性や魅力だけでな
く、課題や改善に向けた提案を提示していただいた。研究者、研修事業の
実務担当者、開発コンサルタントや学生など、20 名が参加し、JICA 研修
員受入事業の現状と今後の改善に向けた意見交換がなされた。 
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【講師紹介】 
大阪大学大学院医学系研究科教授。グローバルコラボレーションセンターセンター長。専門は産婦人科学、母子保健学
など。大阪大学博士（医学）。日本不妊カウンセリング学会理事長、日本母性衛生学会理事、地域研究コンソーシアム理
事など、研究と社会活動に幅広く、精力的に取り組んでいる。 
【備考】 
主催：JICA 関西、国立民族学博物館、GLOCOL 
 
 
 
● 研究者と実務者による国際協力セミナー（26） 
研究と支援の融合とは：SATREPS の経験を通して 
 
【講演者】 
住村欣範（GLOCOL 准教授） 
【開催日・場所】 
2013 年 10 月 11 日、JICA 関西 
【言語】 
日本語 
【概要】 
GLOCOL を中心として実施している SATREPS(*)「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食
品管理における耐性菌モニタリングシステムの開発」（対象国ベトナム）の経験をもと
に、研究と援助の融合、「地球規模課題」という問題設定と地域との関係、ODA
の要請主義と研究プロジェクトのあり方などについて考察し、議論を行なった。
先端技術のベトナムでの社会実装のためには、日本・ベトナム双方のコミュニ
ケーションを支えるインターフェイスとしての人文社会科学者の役割が重要で
あることなど、実態に即した意見交換が行なわれた。研究者、開発援助の実務担
当者、SATREPS を担当する独立行政法人科学技術振興機構（JST）、学生など 22
名の参加を得た。 
 
* SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力、Science and Technology 
Research Partnership for Sustainable Development）とは、JICA と JST が共同で実施している、一国や一地域だけで解決する
ことが困難であり、国際社会が共同で取り組むことが求められている環境・エネルギー問題・自然災害（防災）・感染症・
食糧問題などの地球規模課題解決のために日本と開発途上国の研究者が共同で研究を行う 3～5 年間の研究プログラム。
（詳細は pp.40-42） 
【講師紹介】 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター准教授。専門は、文化人類学、東南アジア地域研究。修士（人間科学）、
修士（学術）。SATREPS においては、人類学グループ、人材育成グループのグループリーダー。 
【備考】 
主催：JICA 関西、国立民族学博物館、GLOCOL 
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● 研究者と実務者による国際協力セミナー（27） 
国境を越えたまちづくり活動の意義と可能性 
― 神戸からインドネシアへ、コミュニティ放送局「FM わぃわぃ」の活動を事例に 
 
【講演者】 
日比野純一（特定非営利活動法人エフエムわいわい代表理事） 
吉富志津代（GLOCOL 特任准教授） 
【コメンテーター】 
   Mr. Sukiman（Lintas Merapi FM 代表） 
  Mr. Sinam Mitro Sutarno（インドネシア・コミュニティラジオ協会代表） 
  Mr. Imam Prakoso（COMBINE Resource Institution 理事） 
【開催日・場所】 
2014 年 1 月 31 日、中之島センタ  ー
【言語】 
日本語、英語、インドネシア語 
【概要】 
本セミナーは、FM わいわいが実施している JICA 草の根協力事業
「ジャワ島中部メラピ山周辺村落におけるコミュニティ防災力向
上」プロジェクトを事例に、なぜ、神戸のコミュニティラジオ局がイ
ンドネシアでの活動をすることになったのか、その活動の展開のな
かで見えてきた意義や課題を共有することを目的に開催された。日
比野氏から、プロジェクトの背景と内容について報告があり、FM わぃわぃがラジオというプラットフォームを用いて、
防災に関する経験・知識の共有を着実に進めつつあることが確認された。吉富氏からは、本プロジェクトと連関した大学
の教育実践について報告がなされ、学生や院生がプロジェクトに参加することで、国境を越えたエンパワーメントや学び
合いのネットワークが形成されつつあることが示された。また、インドネシアから来日中のプロジェクトカウンターパー
トらから報告へのコメントがあり、加えて、研究者、日本のコミュニティラジオの実務者、開発援助の実務者、学生ら 22
名の参加者との活発な意見交換がなされた。 
【講師紹介】 
日比野純一 
特定非営利活動法人エフエムわいわい代表理事。阪神・淡路大震災をきっかけに、救援ボランティアとして神戸入り。
外国人被災者の支援活動に取り組み、多言語・多文化コミュニティ放送局「ＦＭわぃわぃ」の設立に参画。 
吉富志津代 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任准教授。特定非営利活動法人エフエムわいわい代表理事。主な著作
に『グローバル社会のコミュニティ防災－多文化共生のさきに－』（大阪大学出版会、2013）、『多文化共生社会と外国人
コミュニティの力 ― ゲットー化しない自助組織は存在するか？』（現代人文社、2008）。 
【備考】 
主催：JICA 関西、国立民族学博物館、GLOCOL 
  
  
90 
Ⅵ．学外連携
事業 
３．学会役員、民間団体役員など 
GLOCOL スタッフは、各種の学会役員、民間団体役員などを務めている。2013 年度の活動は以下のとおり。 
 
学会役員など 
日本不妊カウンセリング学会理事長（大橋一友教授） 
大阪母性衛生学会常任理事（大橋一友教授） 
日本母性衛生学会理事（大橋一友教授） 
地域研究コンソーシアム理事（大橋一友教授） 
日本生殖免疫学会評議員（大橋一友教授） 
日本華僑華人学会・常任理事（宮原 曉准教授） 
地域研究コンソーシアム運営委員長（宮原 曉准教授） 
環境バイオテクノロジー学会・顧問（宮本和久特任教授） 
日本薬学会近畿支部・顧問（宮本和久特任教授） 
日本公衆衛生学会評議員（本庄かおり特任准教授） 
日本疫学会評議員（本庄かおり特任准教授） 
移民政策学会理事（吉富志津代特任准教授） 
 
民間団体役員など 
タイ王国科学技術研究所・技術顧問（宮本和久特任教授） 
酵素工学研究会・評議員（宮本和久特任教授） 
（財）森下育英会・役員（宮本和久特任教授） 
Wildlife and Poverty Research Centre, Bhutan 理事（上田晶子特任准教授） 
中国環境保護 NGO「自然之友」理事（思沁夫特任准教授） 
モンゴル国環境保護 NGO「オンギ－川保護会」顧問（思沁夫特任准教授） 
財）箕面市国際交流協会評議員（吉富志津代特任准教授） 
ひょうご市民活動協議会共同代表（吉富志津代特任准教授） 
特定非営利活動法人多言語センター理事長（吉富志津代特任准教授） 
特定非営利活動法人エフエムわぃわぃ代表理事（吉富志津代特任准教授） 
特定非営利活動法人たかとりコミュニティセンター常務理事（吉富志津代特任准教授） 
特定非営利活動法人シャプラニール＝市民による海外協力の会評議員（吉富志津代特任准教授） 
NGO アフリカ平和再建委員会（ARC）運営委員・事務局長（小峯茂嗣特任助教） 
特定非営利活動法人インターバンド代表理事（小峯茂嗣特任助教） 
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４．セミナー・イベントなど 
 
● シンポジウム 
第 9 回 移住労働者と連帯する全国フォーラム・神戸 2013 
～私たちがつくる多民族・多文化共生社会～ 
 
【開催日・場所】 
2013 年 6 月 15 日・16 日、甲南大学岡本キャンパス 
【言語】 
日本語 
【概要】 
1 日目は東北、韓国、神戸からのスピーカーとともに、多民族・多文化共生社会を実
現するための活動や課題の共有、意見交換をし、14 のグループにわかれて分科会をおこ
なった。2 日目は日本で暮らす多民族・多文化のルーツを持つ 10 人を中心としたシンポ
ジウムを行った。 
【備考】 
主催：第 9 回移住労働者と連携する全国フォーラム・神戸 2013 実行委員会 
共同代表：中島孝幸（甲南大学教授、六甲奨学基金運営委員長）、ロニー・アレキサンダー（神戸大学教授、ポーポキ・
ピース・プロジェクト代表）、丹羽雅雄（弁護士、移動労働者と連帯する全国ネットワーク共同代表） 
後援：兵庫県、神戸市、兵庫県国際交流協会、神戸国際協力交流センター、兵庫県弁護士会、神戸新聞、朝日新聞、読売
新聞神戸総局、産経新聞、サンテレビ、甲南大学地域連携センター（KOREC）、アジア福祉教育財団難民事業本部、神戸
日本語教育協議会、移住労働者と連帯する全国ネットワーク、GLOCOL 他 
 
 
 
● 公開セミナー 
多様性を活かしたまちづくり・ひとづくり（神戸市長田区編） 
 
【開催日・場所】 
2013 年 7 月 6 日、新長田まちづくり株式会社 3 階会議室アスタくにづか 4 番館 
【言語】 
日本語 
【概要】 
グローバル化とともに、人の移動がますます活発となり、わたしたちが住むコミュニ
ティも大きく変化を遂げ、多様な人々を内包するようになってきた。同じコミュニティ
に住む人々の絆を強め平和なくらしを築き、多様性をコミュニティの活力につなげるに
は、どうしたらよいのか。これは、世界各地が直面している課題であり、同時に、新し
い未来を切り拓く可能性でもある。 
本セミナーでは、多様性を活かした都
市づくりを進める「インターカルチュラ
ル・シティ」プログラムを参考に、外国
にルーツをもつ子どもたちの教育に焦
点をあて、医療、労働、防災などの視点
もあわせて、実際の具体的な取り組みに
ついて、行政、NPO、地域住民、研究者
など約 20 名が一同に会して情報交換と
忌憚のない意見交換を行った。また参加
者と共に、欧州の都市の具体的な事例を踏まえて、学校教育、キャリア・パスなどについて考察した。 
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【備考】 
主催：独立行政法人国際交流基金、神戸市長田区、NPO 法人たかとりコミュニティセンタ  ー
共催：GLOCOL 
後援：財団法人自治体国際化協会 
 
 
 
● シンポジウム 
世界難民の日 関西集会 
 
【開催日・場所】 
2013 年 7 月 14 日、大学会館 アセンブリーホール（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
6 月 20 日は国連が定めた「世界難民の日」。この日を前後に、毎年世界中で難民に関
する様々な取り組みが行われる。本シンポジウムでも難民に対する理解を深めべく、講
演やパネルディスカッションを行い、会場では難民ブースや写真展も同時に開催した。 
【備考】 
主催：独立行政法人国際交流基金、神戸
市長田区、NPO 法人たかとりコ
ミュニティセンタ  ー
共催：GLOCOL 
後援：財団法人自治体国際化協会 
 
 
 
 
 
● チャリティ映画上映会 
ヒューマン・シネマ・フェスティバル2013 
 
【開催日・場所】 
2013 年 10 月 5 日・6 日、イオンシネマ茨木 
【概要】 
「ヒューマン・シネマ・フェスティバル」では、難民問題を取り上げた映画作品を「イ
オン 1％クラブ」の協力を得てイオンエンターテイメント株式会社の劇場で無料上映し
ている。同フェスティバルでは、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）駐日事務所主催
の「UNHCR 難民映画祭」の上映作品の中でも特に高評価な作品を全国規模で上映して
きた。  
今回は、全国 30 カ所で、海外でも評価の高い 2 作品『ル・アーヴルの靴みがき』と『そ
のひとときの自由』を上映し、当センターでは、イオ
ンシネマ茨木での上映に協力して、5 日に上映終了後
に安藤由香里（GLOCOL 特任助教）がトークイベン
トを行った。 
【備考】 
主催：特定非営利活動法人 国連 UNHCR 協会 
協賛：イオン株式会社、イオン 1％クラブ 
協力：イオンエンターテイメント株式会社 
後援：外務省・文部科学省 
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● シンポジウム 
混成アジア映画がつなぐ東アジア世界 『Fly Me to Minami～恋するミナミ』が照らす世
界 
 
【講演者】 
リム・カーワイ（『Fly Me to Minami～恋するミナミ』監督） 
西村正男（関西学院大学社会学部教授） 
宮原 暁（GLOCOL 准教授） 
【開催日・場所】 
2013 年 12 月 13 日、中之島センター講義室 301 
【言語】 
日本語 
【概要】 
グローバル化の進展に伴い、自己実現の手段として国境を越える人がますます
増えている。共同体の境界線は緩やかになり、社会は混成化しつつある。こうし
た混成性に積極的に目を向け、そこに新たな価値が創出される契機を見出そう
とする「混成アジア映画」が、東南アジアや日本の映画人を中心に制作され、世
界的な評価を得ている。 
本シンポジウムでは、日本・大阪ミナミと韓国・ソウル、中国・香港とをつな
ぐ『Fly Me to Minami～恋するミナミ』を混成アジア映画と位置づけ、同作品の
監督で東アジアと日本の関係を焦点に描くマレーシア出身のグローバル映像作
家リム・カーワイ監督を招き、混成性を高めつつある東アジアの今日的な状況を
とらえるとともに、同作品が混成性を通じて照らし出そうする東アジア世界に迫った。 
【講師紹介】 
リム･カーワイ（Lim Kah Wai／林家威） 
1973 年マレーシア・クアラルンプール出身。1998 年大阪大学基礎工学部電気
工学科卒業。通信会社で 6 年間エンジニアとして勤めた後、2004 年 9 月に北京
電影学院の監督コースに入る。2005 年、釜山国際映画祭主催の AFA(アジア・
フィルム・アカデミー)に選ばれ、侯孝賢の下で演出を学んだ。長編映画デビュー
作となる『アフター・オール・ディーズ・イヤーズ』（2009 年）は、10 年振りに
故郷に戻った青年が人びとの記憶にないという設定に始まるアイデンティティ
探しを主題とした作品で、香港映画祭や大阪アジアン映画祭で注目された。2 作
目『マジック＆ロス』（2010 年）は、香港のリゾート地を訪れた日本人と韓国人
の 2 人の女性を主人公とする国籍・文化・生死を越境する物語で、釜山国際映画祭や東京国際映画祭などで話題を呼ん
だ。3 作目『新世界の夜明け』（2010 年）は、大阪・新世界を舞台に東アジアの混成性の中で生起する事件をめぐる作品
で、CO2（シネアスト･オーガニゼーション大阪）の観客賞＆技術賞をダブル受賞。 
西村正男（にしむら まさお） 
関西学院大学社会学部教授。専門は、中国語圏の文学・メディア文化史。中国語圏の小説、映画、レコードなど様々な
メディアを題材に、中国語圏における近代を論じるとともに、近現代における日中文化交流をとらえる。主な業績に、「香
港映画史再考―言語の視角から」（『地域研究 混成アジア映画の海―時代と世界を映す鏡』13 巻 2 号、2013 年）、『侯孝
賢の詩学と時間のプリズム』（共編著、あるむ、2012 年）、「日本語・中国語双方の文脈における戦争の語りとスパイ像―
鄭蘋如を例として」（王徳威ほか編『帝国主義と文学』研文出版、2010 年）などがある。 
宮原 曉（みやはら ぎょう） 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター准教授。専門は、文化人類学・民俗学。フィリピンの中国系の人びとを
中心に、東南アジアおよび東アジアにおける人口移動や身体性、死生観をとらえる。日本における多文化共生についても
取り組んでいる。主な業績に、「漢族の民俗知識と人間の安全保障」（田中仁ほか編『共進化する現代中国研究―地域研究
の新たなプラットフォーム』大阪大学出版会、2012 年）、『もう一つの日本語で語る多文化共生社会 : コミュニケーショ
ンツールとしての「やさしい日本語」』（編著書、大阪大学グローバルコラボレーションセンターGLOCOL ブックレット、
2011 年）、「ポスト・マルコス期のセブにおける中国人問題の新たな展開―1988 年の市長選挙をめぐって」（『華僑華人研
究』5 号、2008 年）などがある。 
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Ⅵ．学外連携
事業 
【備考】 
主催：マレーシア映画文化研究会、京都大学地域研究統合情報センタ  ー
共催：京都大学地域研究統合情報センター共同利用共同研究プロジェクト「映画に見る現代アジア社会の課題」、GLOCOL 
 
 
 
● 公開シンポジウム 
南スーダンの展望 
 
【講演者】 
栗本英世（人間科学研究科教授） 
板倉純子（特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム（JPF）海外事業部 南スー
ダン担当） 
中村夕貴（特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン（WVJ）緊急人道支援
課 チームリーダー） 
有澤孝治（特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン（PWJ） 南スーダンフィー
ルドコーディネーター） 
【パネリスト】 
遠藤 貢（東京大学大学院総合文化研究科 教授） 
内藤直樹（徳島大学 准教授） 
花谷 厚（JICA 南スーダン事務所長） 
【モデレーター】 
二村 伸（NHK 解説委員） 
【開催日・場所】 
2014 年 1 月 11 日、キャンパス・イノベーションセンター東京（CIC）1F 国際会議室 
【言語】 
日本語 
【概要】 
南部スーダンの帰属を問う住民投票から 3 年、南スーダン共和国の独立から 2 年半が経過した。この間に南スーダンは
どう変わったのか、何が変わらなかったのか。南スーダンの現状と課題を支援活動に携わる NGO スタッフと研究者から
報告していただき、パネルディスカッションでは、南スーダンに関わる日本の市民社会や政府機関の代表者、および研究
者らが、今後の南スーダンの発展にどのように関わり、支援を終えるか、長期にわたる紛争地域での支援の在り方、出口
戦略を討議した。 
【備考】 
主催：特定非営利活動ジャパン・プラットフォーム（JPF） 
共催：日本アフリカ学会、GLOCOL 
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Ⅵ．学外連携
事業 
● 世界の現場とシェアするフォーラム 
防災・復興・まちづくりとコミュニティラジオの底力 
 
【開催日・場所】 
2014 年 2 月 1 日、JICA 関西ブリーフィング室 
【言語】 
日本語 
【概要】 
コミュニティラジオが国内の被災地および開発途上国でどのように防災やコミュニ
ティの能力向上に役割を果たしているのかが、インドネシア、奄美、福島、神戸の事例
をもとに紹介された。一人一人が可能な防災・ラジオ・途上国支援について、参加者と
共に考察した。 
【備考】 
主催：未来戦略機構第五部門、JICA 関西、FM わぃわぃ、GLOCOL 
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VII. 出版、情報発信 
● GLOCOL ブックレット 13 
海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）（編） 
『海外体験型教育プログラム短期派遣手続きとリスク管理： 
大学におけるより良い海外派遣プログラムをめざして』 
2014 年 3 月 25 日発行 
 
● GLOCOL ブックレット 14 
安藤由香里・兼松泰男（編） 
『フィールドスタディで国際機関の活動を知る：GLOCOL に
おけるグローバル人材育成の挑戦』 
2014 年 3 月 25 日発行 
 
● GLOCOL ブックレット 15 
Edited by Kiyoko Makimoto and Yoshinori Sumimura 
『Current issues in dementia and dementia care in East Asia』 
2014 年 3 月 25 日発行 
 
● GLOCOL ブックレット 16 
思沁夫（編）『モンゴルの食と生業の現在』 
2014 年 3 月 25 日発行 
 
● 年報 2012 
2013 年 5 月 30 日発行 
 
● 外部評価報告書 2010～2012 年度 
2013 年 5 月発行 
 
● GLOCOL リーフレット 
 
 
 
 
● FIELDO リーフレット 
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Ⅶ.出版、情報
発信 
● グローバルコラボレーションセンターの海外体験型教育プログラム リーフレット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● Website 
GLOCOL では、独自のウエブサイトを運営している。セミナーやシンポジウムな
どの広報だけでなく、終了後の報告などもサイトに掲載している。また、FIELDO で
募集・開催している海外フィールドスタディや海外インターンシップなどの情報も
掲載している。GLOCOL が担当する授業の科目一覧やシラバスなどの資料も掲載し
ている。 
今年度はグローバルな活動を志す阪大生へむけた情報提供ページとして、
GLOCOL が企画・主催する海外インターンシップやフィールドスタディ、セミナー
等に関する情報に加えて、学外の機関・団体が実施するインターンシップやフィー
ルドスタディ／スタディツアー、海外の大学の夏季・冬季短期プログラムに関する
情報を掲載するメンバーサイトを立ち上げた。 
また、英語版サイトのデザインと内容をリニューアルした。来年度はオンライン
ペーパーのサイトを立ち上げて、Health Environment のオ
ンラインジャーナルとディスカッションペーパーを公開
する予定にしている。今年度は、ページデザインやサイ
トを準備した。 
 
日本語版：http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/ 
英語版：http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/en/ 
 
 
 
● 議事要旨公開 
大阪大学第一期中期計画の「178）部局運営の透明性を保つため、教授会、各種委員会等における審議の議事録を作成
し公表する」にもとづき、GLOCOL においてもセンター会議議事要旨を GLOCOL ホームページ上に公開している。 
 
 
● 公募 
大阪大学ホームページ、GLOCOL ホームページ、研究者人材データベース JREC-IN などを利用して、2013 年 4 月に特
任研究員（常勤）を、8 月に特任助教（常勤）/特任研究員（常勤）を、2 月に非常勤職員を公募した。 
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VIII. 資料 
１．セミナー、シンポジウム等開催一覧 
 
 
2013 年 4 月 20 日 
第 3 回 GLOCOL プレゼンコンテスト 
於：夢つながり未来館（ゆいぴあ）（詳細は p.75） 参加者：約 40 名 
 
 
 
2013 年 5 月 10 日 
GLOCOL セミナー（98） 
publication が生み出す社会の変化 
 
【講演者】 
大隅直人（大隅書店代表） 
【場所】 
豊中総合学館 301 講義室（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
"publication"を出版活動だけとしてではなく、知識を公にして、広く社
会に働きかけることも含んだ概念と捉えてみる。その時に知識を公にす
ることの必要性、それがどのような変化を社会にもたらすのか、
また、読者をひきつけるにはどうすればよいかという疑問が生
じてくる。「良きものを次世代に手渡す」ことに貢献しようと、
大隅書店を創業した大隅直人さんに自らの出版活動を交えて、
こうした疑問についてお話いただいた。 
【講師紹介】 
1967 年北海道生まれ。1992 年京都大学文学部卒業後、出版社
に勤務。2002 年フリー編集者として独立。2010 年 11 月大隅書
店を創業。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
参加者：約 130 名 
 
 
 
 
2013 年 5 月 13 日 
国連政策エキスパート・キャリア形成論「国際機関キャリア・ガイダンス」 
於：基礎工学研究科シグマホール（豊中キャンパス）（詳細は p.17） 参加者：約 55 名 
 
 
 
 
2013 年 5 月 16 日  
BBL セッション（10）「OECD インターンシップのすすめ」 
於：STUDIO（詳細は p.22） 参加者：約 15 名 
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2013 年 5 月 24 日 
GLOCOL セミナー（99） 
地域おこしの現場から 
 
【講演者】 
真鍋邦大（小豆島町地域おこし協力隊） 
【場所】 
豊中総合学館 301 講義室（豊中キャンパス） 
【言語】 
日本語 
【概要】 
オリーブ、醤油といった特産品に、美しい自然を有する小豆島は、香
川県のなかでも最も少子高齢化が進んでいる地域である。少子高齢化の
影響は各方面、特に子どもたちに及んでいる。地域おこしのため
に、何をすればよいのか。小豆島に移り住み、地域おこしの会社
を立ち上げ、「小豆島地域おこし協力隊」としても活動している
真鍋邦大さんに、問題の所在と現在取り組まれている活動、そし
て学生に何ができるのかについてお話いただいた。 
【講師紹介】 
2005 年リーマンブラザーズ入社。米マイナーリーグインター
ン、ロイヤルバンク・オブ・スコットランド東京支店を経て、2012
年地域おこし会社４５９（よんごきゅう）創業。 
【備考】 
主催：GLOCOL 
参加者：約 130 名 
 
 
2013 年 5 月 30 日 
BBL セッション（11）「国際保健分野のインターンシップ・海外研修に参加しませんか？」 
於：STUDIO（詳細は p.22） 参加者：約 10 名 
 
 
 
2013 年 6 月 15、16 日 
第 9 回移住労働者と連帯する全国フォーラム・神戸 2013「私たちがつくる他民族・多文化共生社会」 
於：甲南大学岡本キャンパス（詳細は p.91） 
 
 
 
2013 年 6 月 18 日 
GLOCOL セミナー（100）「フィールドワークにおける語りと沈黙」 
於：人間科学研究科本館 51 講義室（吹田キャンパス）（詳細は p.38） 参加者：約 65 名 
 
 
 
2013 年 6 月 27 日 
GLOCOL セミナー（101）/グローバル・エキスパート連続講座(17) 
「理系人と海外勤務：国連専門機関の例から」 
於：サントリー記念館メモリアルホール（吹田キャンパス）（詳細は p.18） 参加者：約 70 名 
 
 
2013 年 6 月 28 日 
研究者と実務者による国際協力セミナー（25）「JICA研修員受入事業への提案」 
於：JICA 関西オリエンテーションルーム 1、2（詳細は pp.87-88） 参加者：約 20 名 
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2013 年 7 月 6 日 
セミナー「多様性を活かした街づくり・ひとづくり（神戸市長田区編）」 
於：新長田まちづくり株式会社 3 階会議室（詳細は p.91） 参加者：約 45 名 
 
 
 
2013 年 7 月 8 日 
第 9 回 超域スクール St. Gallen Symposium 報告会「「チャレンジするリスク」と「チャレンジしない
リスク」―どちらが本当の「リスク」？私たちの ""Decision Making"" 方法 ～サンガレンシンポジウ
ムを通じて～」 
於：ステューデント・コモンズ 開放型セミナー室（豊中キャンパス）（詳細は p.78） 
 
 
2013 年 7 月 11 日 
GLOCOL セミナー（102）/グローバル・エキスパート連続講座(18)「国連機関の経験と国連職員としての
キャリア・パス」 
於：保健学科第 3 講義室（吹田キャンパス）（詳細は p.19） 参加者：約 50 名 
 
 
2013 年 7 月 14 日 
シンポジウム「世界難民の日 関西集会」 
於：大学会館 アセンブリーホール（豊中キャンパス）（詳細は p.92） 参加者：約 120 名 
 
 
 
2013 年 7 月 16 日 
GLOCOL FD セミナー「情報セキュリティについて」「ハラスメントについて」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.46） 
 
 
 
2013 年 7 月 18 日 
BBL セッション（12）「海外渡航時の健康管理について」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.22） 参加者：約 25 名 
 
 
 
2013 年 7 月 25～27 日 
GLOCOL セミナー（103）/ 公衆衛生セミナー「日本における健康の社会決定要因」 
於：銀杏会館（吹田キャンパス）（詳細は p.78） 
 
 
 
2013 年 10 月 1 日 
GLOCOL FD セミナー「アリーナとしての『沖縄問題』― 越境する人々・社会運動・共同性」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.46） 
 
 
 
2013 年 10 月 5、6 日 
チャリティ上映会「ヒューマン・シネマ・フェスティバル 2013」 
於：イオンシネマ茨木 （詳細は p.92） 
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2013 年 10 月 7 日 
GLOCOL セミナー（104） 
The New Universities: A Bridge to Communities, A Bridge for 
Communities 
大學の新しいかたちをもとめて 
 
【場所】 
総合研究棟マルチメディア室 4（箕面キャンパス） 
【言語】 
英語 
【概要】 
2 部形式で行った本セミナーは第 1 部で、ミンダナオ国立大学イリガ
ン工科校学長であるスカルノ・タンゴル博士が、同校のエクステンショ
ン・プログラムの取り組みについて説明し、新たな大学像について語った。続く第 2 部では、ミンダナ
オ国立大学イリガン工科校の学部、学科、専攻が行っている具体的なコミュニティ・エクステンション・
プログラムを紹介いただき、大阪大学の各部局、学科が、ミンダナオ国立大学イリガン工科校と連携し、
どのようにコミュニティ・エクステンション・プログラムに関わっていくことができるか、闊達な議論
を行った。 
 
【備考】 
主催：GLOCOL 
参加者：約 20 名 
 
 
 
 
 
 
 
2013 年 10 月 11 日 
研究者と実務者による国際協力セミナー（26）「研究と支援の融合とは：SATREPS の経験を通して」 
於：JICA 関西オリエンテーションルーム 1、2（詳細は p.88） 参加者：約 20 名 
 
 
 
2013 年 10 月 11 日 
「シリーズ：適正技術」第 1 回ワークショップ 「Design for Life ― 地域が変わるものづくり」 
於：ステューデント・コモンズ 開放型セミナー室（豊中キャンパス）（詳細は p.79） 
 
 
 
2013 年 10 月 25 日 
GLOCOL セミナー（105）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（19） 
「人事担当が教える国連キャリア採用の秘訣」 
於：豊中総合学館 501 号室（豊中キャンパス）（詳細は pp.19-20） 参加者：約 65 名 
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2013 年 11 月 5 日 
GLOCOL セミナー（106） 
On Strategic Paranoia: the case of contemporary Serbia 
 
【講演者】 
Maja Petrovic-Steger（ケンブリッジ大学社会人類学科アソシエイト・リ
サーチャー） 
【場所】 
銀杏会館会議室 B（吹田キャンパス） 
【言語】 
英語 
【概要】 
ユーゴスラビアでの内戦以降、セルビアは一時期経済復興と政治的安
定を享受した。しかし、それも長く続かず、今日のセルビアの国
民の間には、さまざまな不満が鬱積している。一方における国家
の歴史やナショナリズムに対する反省と批判への欲求と他方に
おける国家や公共圏の解体への不満―セルビア国民はこうした
二つの矛盾した衝動のなかにいる。そうした中で、国際社会にか
んする様々な陰謀論が語られるようになっている。本セミナー
では、こうした陰謀論のレトリックについて検討し、それがなぜ
このように広まっているのか、そして、理性的な政治的言説にお
いては語られない何を表現しているのかを考察した。 
【講師紹介】 
2011-  ケンブリッジ大学社会人類学科アソシエイト・リサーチャ  ー
2006-2010 ケンブリッジ大学ピーターハウスカレッジ・ジュニアリサーチフェロ  ー
2006-2007 リュブリャナ大学講師 
2002-2006 ケンブリッジ大学社会人類学学科博士課程 
【備考】 
主催：GLOCOL 
参加者：約 20 名 
 
 
 
2013 年 11 月 8 日 
GLOCOL セミナー（107）「サンガレンシンポジウム説明会」 
於：産連本部 D 棟 2 階 会議室（吹田キャンパス）（詳細は p.80） 参加者：約 10 名 
 
 
 
2013 年 11 月 19 日 
GLOCOL FD セミナー「研究費の不正使用防止について」、「インドにおける代理懐胎と生命倫理学の人類
学：コルカタとハイデラバードにおける代理母の聞き取り調査から」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.46）  
 
 
2013 年 11 月 21 日 
「シリーズ：適正技術」第 2 回ワークショップ「Design for Life ― 地域が変わるものづくり」 
於：e-square 3 階さいえんす工房（吹田キャンパス）（詳細は p.80）  
 
 
 
2013 年 11 月 21 日 
足もとの国際化連続セミナー「多様性が生きる社会とは？」 
於：Osaka Innovation Hub （グランフロント大阪 ナレッジキャピタルタワーC７階）（詳細は p.84）  
参加者：約 75 名 
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2013 年 11 月 22 日 
セミナー「国際機関で働くということ ― 現場の経験から」 
於：ステューデント・コモンズ マッチング型セミナー室（豊中キャンパス）（詳細は p.81） 
 
 
 
2013 年 12 月 3 日 
GLOCOL FD セミナー「2 つの『復興』現象から学んだこと：タイにおけるイスラーム復興と災害復興」
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.46）  
 
 
 
2013 年 12 月 6 日 
GLOCOL セミナー（108）”Responding to the NCD Crisis in Palau” 
於：医学系研究科共同研究棟 7Ｆ共同研セミナー室（吹田キャンパス）（詳細は pp.81-82） 
 
 
 
2013 年 12 月 13 日 
GLOCOL セミナー（109）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（20） 
「法曹人×グローバル 国際的舞台で活躍する弁護士」 
於：豊中総合学館 501 号室（豊中キャンパス）（詳細は pp.20-21） 参加者：約 30 名 
 
 
2013 年 12 月 13 日 
シンポジウム「混成アジア映画がつなぐ東アジア世界 ―『Fly Me to Minami ～ 恋するミナミ』が照らす
世界」 
於：中之島センター講義室 301 （詳細は p.93） 参加者：約 30 名 
 
 
2013 年 12 月 20 日 
映画上映会「よみがえりのレシピ」 
於：大学会館アセンブリーホール（豊中キャンパス）（詳細は p.43） 
 
 
 
2014 年 1 月 9 日 
GLOCOL セミナー（110）「持続は地元学から」 
於：人間科学研究科本館 41 教室（吹田キャンパス）（詳細は pp.38-39） 参加者：約 35 名 
 
 
 
2014 年 1 月 11 日 
シンポジウム「南スーダンの展望」 
於：キャンパス・イノベーションセンター（CIC）国際会議場（詳細は p.94） 参加者：約 100 名 
 
 
 
2014 年 1 月 16 日 
GLOCOL セミナー（111）「第 66 回日米学生会議 募集説明会」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.82） 参加者：約 10 名 
 
 
 
2014 年 1 月 27 日 
GLOCOL セミナー（112）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（21） 
「災害緊急援助 ― そこで、あなたは何を考え、何を決断する」 
於：医学系研究科講義室 2（吹田キャンパス）（詳細は p.21） 参加者：約 25 名 
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2014 年 1 月 31 日 
研究者と実務者による国際協力セミナ （ー27）「国境を越えたまちづくり活動の意義と可能性 ～ 神戸から
インドネシアへ、コミュニティ放送局「FM わぃわぃ」の活動を事例に～」 
於：中之島センター義室 302（詳細は p.89） 
 
 
2014 年 2 月 1 日 
世界の現場とシェアするフォーラム「防災・復興・まちづくりとコミュニティラジオの底力」 
於：JICA 関西（詳細は p.95） 
 
 
 
2014 年 2 月 1 日 
ワン・ワールド・フェスティバル「めざせ国際機関・NGO！」 
於：大阪国際交流センター3F 会議室 3（詳細は p.86） 参加者：約 40 名 
 
 
 
2014 年 2 月 12 日 
大学院セミナー「政治と科学をつなぐ- 世界的な中間組織の整備」 
於：医学部共同研 7 階セミナー室（吹田キャンパス）（詳細は p.82） 
 
 
 
2014 年 2 月 22・23 日 
足もとの国際化連続セミナー 多様性のミニパブリックス：サミット 2014 
「私たちの、明日の私たちへの提言」 
於：たかとりコミュニティセンター、大学会館アセンブリーホール（詳細は p.85） 参加者：100 名 
 
 
2014 年 3 月 14 日 
GLOCOL FD ワークショップ「グローバルコンピテンシーと海外インターンシップ ― インターンシップ
を成功に導く教授法を学ぶ"」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.39） 
 
 
2014 年 3 月 20 日 
大学院セミナー「WHO の世界保健戦略と今後の展望」 
於：医学部共同研 7 階セミナー室（吹田キャンパス）（詳細は p.83） 
 
 
 
2014 年 3 月 26 日 
GLOCOL FD セミナー「大学は ODAをどのように活用できるのか」 
於：STUDIO（豊中キャンパス）（詳細は p.46） 
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２．海外出張一覧 
※ 出張（研修）期間、氏名、用務先・用務内容（経費） 
2013 年 
4 月 25 日～27 日、島薗洋介、中国・香港における国際会議（Breaking and Making the Humanitarian） 出席（他機関経費） 
5 月 10 日～17 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」にかかる会議参加、調査（受託事業経費） 
5 月 26 日～6 月 2 日、上田晶子、ブータン・国際協力グループの活動として、ブータン National Biodiversity Centre と阪大との
協働の可能性を探る（運営費交付金） 
6 月 2 日～8 日、本庄かおり、フィンランド ヘルシンキ・Finnish Institute of Occupational Health での開催セミナ  ー "Emerging 
issues in social epidemiology"、国際ソーシャル・キャピタル研究会に参加（科研費） 
6 月 8 日～23 日、大橋一友、ナイジェリア・ナイジェリア・ラゴス州母子保健強化プロジェクト短期派遣専門家（他機関経費） 
6 月 11 日～18 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」にかかる、ホーチミン市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査（受託事業費） 
6 月 16 日～21 日、敦賀和外、カンボジア（プノンペン）・今年度実施するフィールドスタディ「カンボジアにおける NGO 活
動の外部評価」のための事前調査（運営費交付金） 
6 月 23 日～30 日、宮原 曉、中華人民共和国・科研挑戦的萌芽研究「東西交流史の新たな視角」に関する現地調査（科研費） 
6 月 29 日～7 月 2 日、住村欣範、ベトナム・科学研究費補助金 B「ベトナムの 2 大河川最下流域における毒性化学物質による
食品汚染に関する調査研究」（研究分担者）に係る調査と研究打ち合わせ（科研費） 
6 月 29 日～7 月 7 日、思沁夫、中華人民共和国・共同研究打合せ、ワークショップ参加（他部局経費） 
6 月 30 日～7 月 7 日、安藤由香里、カナダ・ヨーク大学における「スーダン・南スーダンの国内避難民」国際シンポジウム企
画運営（奨学寄附金） 
7 月 15 日～21 日、安藤由香里、イタリア・海外フィールドスタディ S ローマ「国際機関の仕事を知る」事前打合せ（運営費交
付金） 
7 月 16 日～24 日、宮本和久、タイ・タイ科学技術研究所：熱帯生物資源の利活用に関する研究、大阪大学バンコク教育研究セ
ンター、チュラロンコン大学、マヒドン大学など：フィールドスタディ「生物資源と環境」の事前打ち合わせ（運
営費交付金） 
7 月 24 日～29 日、吉富志津代、インドネシア・海外フィールドスタディ・プログラム「コミュニティ防災? 命を守るためのつ
ながりを学ぶ」の実施にむけた準備（運営費交付金） 
7 月 25 日～30 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」にかかる、ハノイ市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査、研究打ち合わせ（受託事業費） 
7 月 25 日～30 日、小峯茂嗣、カンボジア・カンボジア議会選挙の監視活動に参加（協力機関：Committee of Free and Fair Elections: 
COMFREL）、紛争後の平和構築プロセスにおける民主化途上の問題調査（運営費交付金） 
8 月 1 日～9 月 2 日、吉富志津代、スペイン、ドイツ・スペイン・バルセロナを中心とした、Intercultural City 都市政策およびス
ペイン各地の移民政策全般、コミュニティラジオの調査など、ドイツ・ブラウンシュバイクの移民ラジオの視察／
調査（運営費交付金） 
8 月 2 日～17 日、思沁夫、モンゴル・海外フィールドスタディ（モンゴル）「開発と保護：環境保護遊牧民組合を作る」準備、
引率と今後の打合せ（運営費交付金） 
8 月 3 日～16 日、宮原 曉、イギリス、ドイツ、スロベニア・IUAES 学会参加、および中国系移民人口移動に関する研究打ち
合わせ（運営費交付金） 
8 月 4 日～14 日、福田州平、モンゴル・海外フィールドスタディ（モンゴル）「開発と保護：環境保護遊牧民組合を作る」引率
（運営費交付金） 
8 月 5 日～9 月 2 日、常田夕美子、インド・「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社会空間の視
点から」の調査・資料収集（科研費） 
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8 月 6 日～13 日、小河久志、ラオス・海外フィールドスタディ（ラオス）「開発と社会・環境変化」の予備調査（運営費交付金） 
8 月 9 日～26 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシス
テムの開発」に係る現地調査（受託事業費） 
8 月 22 日～29 日、上田晶子、スリランカ・超域イノベーションプログラム海外実習実施予定地の視察（他部局経費） 
8 月 23 日～29 日、小峯茂嗣、朝鮮民主主義人民共和国・「日朝友好大学生・教員訪朝団」参加による、現地視察（平壌、妙香
山）および金策工業総合大学の教員・学生との交流（運営費交付金） 
8 月 25 日～30 日、宮原 曉、フィリピン・香港・科研「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空
間」に関する現地調査 
8 月 26 日～9 月 1 日、福田州平、アメリカ・フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究調査（科研費） 
8 月 27 日～31 日、大野光明、韓国・ピョンテク市での在韓米軍基地建設計画に関するフィールドワーク、毛利嘉孝著『スト
リートの思想』ハングル版出版記念シンポジウムへの出席と研究報告（ソウル市、研究機関「スユノモ」主催）（運
営費交付金・他機関経費） 
8 月 29 日～9 月 7 日、小河久志、ラオス・海外フィールドスタディ（ラオス）「開発と社会・環境変化」引率（運営費交付金） 
9 月 1 日～8 日、宮本和久、タイ・熱帯生物資源開発に関する研究のため、タイ科学技術研究所（TISTR）訪問、海外フィール
ドスタディ S「生物資源と環境」の指導（研修先訪問、発表会参加など）（運営費交付金・奨学金） 
9 月 2 日～26 日、思沁夫、モンゴル、中国・モンゴル鉱山開発と環境及び人間、家畜の健康への影響についての現地調査、中
国・内モンゴル自治区における定住化と貧困化に関する調査と北京で開催する環境に関する国際会議へ参加）（運
営費交付金・他機関経費） 
9 月 7 日～15 日、安藤由香里、イタリア・海外フィールドスタディ S「国際機関の仕事を知る」引率（運営費交付金） 
9 月 15 日～24 日、吉富志津代、インドネシア・海外フィールドスタディ「コミュニティ防災?命を守るためのつながりを学ぶ」
引率（運営費交付金） 
9 月 21 日～30 日、小峯茂嗣、バングラデシュ・国際協力グループの共同研究の調査（運営費交付金） 
9 月 23 日～28 日、大橋一友、モンゴル・安全な出産のための助産師研修（モンゴル）の調査（JICA）（他機関経費） 
9 月 26 日～30 日、住村欣範、ベトナム・ベトナム保健省「人民健康功労記章」受賞、二国間交流事業「ベトナム沿岸地域にお
ける海洋生物資源開発と環境浄化技術の開発に向けた調査研究」にかかる研究交流、未来研究イニシアティブ・グ
ループ支援事業「メコン川流域ベトナム南部における地域適合型の包括的な環境再生ソリューションモデルの形成」
にかかる現地調査（二国間交流事業） 
9 月 26 日～10 月 4 日、敦賀和外、カンボジア・海外フィールドスタディ「カンボジアにおける NGO 活動の外部評価」引率（運
営費交付金） 
10 月 1 日～8 日、本庄かおり、パラオ共和国・厚生科研研究「東アジア、オセアニアにおける生活習慣病対策推進のための学
際的研究」の実施（科研費） 
10 月 19 日～23 日、大橋一友、タイ・アジア オセアニア産婦人科学会に出席・発表（他部局経費） 
10 月 24 日～11 月 1 日、敦賀和外、アメリカ合衆国・ソーシャルイノベーションプログラムの学生引率（運営費交付金） 
10 月 26 日～11 月 6 日、安藤由香里、オーストラリア、ニュージーランド・オーストラリア、ニュージーランドにおける難民
認定の現状調査（他部局経費） 
10 月 30 日～11 月 29 日、上田晶子、ブータン・ブータンの農村地域における経済格差についての調査（科研費） 
11 月 1 日～8 日、常田夕美子、パキスタン・人間文化研究機構「イスラーム地域研究」が開催する「第 4 回イスラーム地域研
究国際会議 in ラホール」への参加（運営費交付金） 
11 月 1 日～6 日、小河久志、パキスタン・第 4 回イスラーム地域研究国際会議での発表（他機関経費） 
11 月 3 日～6 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステムの開
発」に係るプログレスミーティング参加（受託事業費） 
11 月 3 日～6 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステムの開
発」に係るプログレスミーティング参加（受託事業費） 
 
 
 
Ⅷ.資料 
107
11 月 3 日～7 日、宮原 曉、ミャンマー・科研「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」に関
する現地調査（科研費） 
11 月 12 日～29 日、小峯茂嗣、ルワンダ共和国・科研費（挑戦的萌芽研究「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に
関する研究」研究代表者 小峯茂嗣）の現地調査（科研費） 
11 月 28 日～12 月 1 日、大橋一友、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステ
ムの開発」研究打合せ（受託事業費） 
11 月 28 日～12 月 3 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリン
グシステムの開発」にかかる、ホーチミン市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査および人材育成に関す
る打ち合わせ（受託事業費） 
12 月 1 日～13 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステムの
開発」に係る現地サンプリング参加（受託事業費） 
12 月 4 日～10 日、安藤由香里、アイルランド・ダブリン条約に関する会議出席（運営費交付金） 
12 月 21 日～26 日、小峯茂嗣、大韓民国・トランスカルチュラルスタディ・プログラム「紛争と平和」の学生引率（運営費交
付金） 
12 月 21 日～26 日、福田州平、大韓民国・トランスカルチュラルスタディ・プログラム「紛争と平和」の学生引率（運営費交
付金） 
 
2014 年 
1 月 13 日～2 月 1 日、上田晶子、イギリス・アカデミック スキルズの授業について情報収集、フード・セキュリティの研究成
果の発表と、ロンドン大学の研究者との意見・情報交換（運営費交付金・科研費） 
1 月 17 日～23 日、中山達哉、ベトナム社会主義共和国、SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリ
ングシステムの開発」に係る現地サンプリング参加（受託事業費） 
1 月 17 日～24 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」にかかる、ホーチミン市、メコンデルタ、タイビン省における現地調査および人材育成に関する打
ち合わせ（受託事業費） 
2 月 3 日～3 月 9 日、常田夕美子、インド・「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社会空間の視
点から」の調査・資料収集（科研費） 
2 月 6 日～20 日、小河久志、タイ・タイ王国バンコクおよびその周辺域におけるイスラーム教育に関する調査、資料収集（他
機関経費） 
2 月 8 日～18 日、小峯茂嗣、バングラデシュ人民共和国・トランスカルチュラル・スタディ・プログラム「貧困削減に貢献す
るモノ作り」の学生引率（運営費交付金） 
2 月 8 日～18 日、大野光明、バングラデシュ人民共和国・トランスカルチュラル・スタディ・プログラム「貧困削減に貢献す
るモノ作り」の学生引率（運営費交付金） 
2 月 11 日～25 日、島薗洋介、フィリピン・現地調査および学生指導（運営費交付金） 
2 月 12 日～21 日、宮原 曉、台湾・中国文化コロキアムフィールドスタディ引率（運営費交付金） 
2 月 17 日～3 月 1 日、上田晶子、スリランカ・超域イノベーション博士課程プログラム海外実習（フィールドスタディ）学生
引率（他部局経費） 
2 月 18 日～28 日、安藤由香里、ベルギー、ルクセンブルク・EU における共通庇護政策の現状調査（他部局経費） 
2 月 23 日～3 月 1 日、小河久志、タイ・タイ外務省から招待された現地視察、意見交換会への参加（他機関経費） 
2 月 24 日～3 月 19 日、吉富志津代、ペルー、ボリビア・グローバル共生グループの共同研究「大学の社会貢献」に関する調
査、および、今後の多文化共生事業に関する日系人コミュニティのネットワークづくり（運営費交付金） 
2 月 27 日～3 月 9 日、宮原 曉、フィリピン、香港・現地調査と資料収集（科研費） 
3 月 3 日～10 日、敦賀和外、アメリカ・グローバル人材ゲートウェイ・プログラム ボストン ハーバード大学・MIT 研修 引
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率（運営費交付金） 
3 月 3 日～15 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステムの開
発」に係る現地サンプリング参加（受託事業費） 
3 月 3 日～26 日、本庄かおり、アメリカ・グローバル人材ゲートウェイ・プログラム ボストン ハーバード大学・MIT 研修 
引率及び地球環境と個人の健康決定要因の相互健康影響解明のための社会疫学研究の実施（運営費交付金・科研費） 
3 月 6 日～9 日、上田晶子、香港・香港大学にて、「スタディスキルズ」のカリキュラム内での位置づけや、教えられている内
容、方法などについての情報収集（運営費交付金） 
3 月 8 日～16 日、思沁夫、モンゴル・「フード・セキュリティの人類学的研究」に関する調査（科研費） 
3 月 10 日～30 日、島薗洋介、イギリス・「代理懐胎の人類学：英国における代理懐胎の実態と当事者の語りの研究」に関する
調査（科研費） 
3 月 14 日～28 日、小河久志、タイ・タイ王国プラチュアップキーリカーン県およびラヨーン県沿岸域における観光開発に関す
る調査（他機関経費） 
3 月 16 日～23 日、安藤由香里、オランダ・来年度ハーグで海外フィールドスタディ「国際司法の現場を知る」が実施可能かど
うかの調査（運営費交付金） 
3 月 19 日～22 日、住村欣範、ベトナム・論文博士号取得希望者に対する支援事業に係る現地指導（JSPS 論博事業） 
3 月 21 日～29 日、思沁夫、中国（雲南）・海外フィールドスタディの事前調査及び協力関係の確認（運営費交付金） 
 
 
３．活動記録 
2013.04.08 2013 年度 GLOCOL 海外体験型教育プログラム説明会（豊中キャンパス） 
2013.04.09 2013 年度 GLOCOL 海外体験型教育プログラム説明会（吹田キャンパス） 
2013.04.16 スタッフ会議（1） 
2013.04.18 海外フィールドスタディ 平成 25 年度 追加募集 
2013.04.18 海外フィールドスタディ S 平成 25 年度 追加募集」 
2013.04.20 第 3 回 GLOCOL プレゼンコンテスト発表会 
2013.04.23 センター会議（1） 
2013.04.25 GLOCOL トランスカルチュラル・スタディ・プログラム「貧困削減と BoP ビジネス」バングラデシュ実
習報告会 
2013.05.07 平成 25 年度海外インターンシップ助成 募集 
2013.05.10 GLOCOL セミナー（98）「publication が生み出す社会の変化」 
2013.05.13 「国連政策エキスパート・キャリア形成論」一般公開講座「国際機関キャリア・ガイダンス」 
2013.05.14 スタッフ会議（2） 
2013.05.15 平成 25 年度海外プレ・インターンシップ助成 説明会 
2013.05.16 FIELDO BBL セッション（10）「OECD インターンシップのすすめ」 
2013.05.21 平成 25 年度 JICA 関西インターンシップ実習募集 
2013.05.24 GLOCOL セミナー（99）「地域おこしの現場から」 
2013.05.28 センター会議（2） 
2013.05.30 FIELDO BBL セッション（11）「国際保健分野のインターンシップ・海外研修に参加しませんか？」 
2013.05.31 特任助教（常勤）/ 特任研究員（常勤）公募 
2013.06.03 兼任教員会議 
2013.06.11 スタッフ会議（3） 
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2013.06.12 平成 25 年度海外インターンシップ助成 説明会 
2013.06.15-16 移住労働者と連帯する全国フォーラム・神戸 2013「私たちがつくる多民族・多文化共生社会」 
2013.06.18 GLOCOL セミナー（100）「フィールドワークにおける語りと沈黙」 
2013.06.25 センター会議（3） 
2013.06.26 GLOCOL 日本語パンフレットを改訂 
2013.06.27 GLOCOL セミナー（101）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座(17)「理系人と海外勤務：国連専
門機関の例から」 
2013.06.28 吉富志津代特任准教授が文化庁長官表彰 
2013.06.28 研究者と実務者による国際協力セミナー（25）「JICA 研修員受入事業への提案」 
2013.07.06 公開セミナー「多様性を活かしたまちづくり・ひとづくり（神戸市長田区編）」 
2013.07.08 第 9 回超域スクール St. Gallen Symposium 報告会「私たちの "Decision Making" 方法 ～サンガレンシン
ポジウムを通じて～」 
2013.07.09 スタッフ会議（4） 
2013.07.10-09.27 海外インターンシップ助成：Helmholtz-Zentrum Berlin（ドイツ） 
2013.07.11 GLOCOL セミナー（102）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座(18)「国連機関の経験と国連職員
としてのキャリア・パス」 
2013.07.14 「世界難民の日 関西集会」 
2013.07.16 FD セミナー（1）「情報セキュリティならびにハラスメントについて」 
2013.07.17 運営協議会（12） 
2013.07.18 FIELDO BBL セッション（12）「海外渡航時の健康管理について」 
2013.07.23 センター会議（4） 
2013.07.25-27 GLOCOL セミナー（103） / 公衆衛生セミナー「日本における健康の社会決定要因」 
2013.08.04-14 大阪大学 GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム「開発と保護：環境保護遊牧民組合を作る」（モ
ンゴル） 
2013.08.05-09.09 大阪大学 GLOCOL 海外フィールドスタディ S・プログラム「生物資源と環境」（タイ） 
2013.08.05-09.20 海外インターンシップ助成：Sanyo Shokai New York（アメリカ） 
2013.08.08-09.07 海外プレ・インターンシップ助成：Bombay Leprosy Project（インド） 
2013.08.11-20 海外プレ・インターンシップ助成：OVAL Japan（中国） 
2013.08.16-09.25 海外インターンシップ助成：JICA ケニア事務所（ケニア） 
2013.08.20-09.16 海外プレ・インターンシップ助成：ジャパンタンザニアツアーズ株式会社（タンザニア） 
2013.08.22-09.04 海外プレ・インターンシップ助成：Bluebird Daycare Centre（カナダ） 
2013.08.28-11.22 海外インターンシップ助成：Economic and Social Research Foundation（タンザニア） 
2013.08.29-09.07 GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム「開発と社会・環境変化」（ラオス） 
2013.09.02-13 海外プレ・インターンシップ助成：JICA ニカラグア事務所（ニカラグア） 
2013.09.07-15 大阪大学 GLOCOL 海外フィールドスタディ S・プログラム「国際機関の仕事を知る」（イタリア） 
2013.09.09 トランスカルチュラル・スタディ II 平成 25 年度募集 
2013.09.10 スタッフ会議（5） 
2013.09.15-24 GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ」
（インドネシア） 
2013.09.17 センター会議（5） 
2013.09.17 中国文化コロキアム 平成 25 年度募集 
2013.09.26 住村欣範准教授がベトナム保健省より「人民健康功労記章」授与 
2013.09.26-10.04 GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム「カンボジアにおける NGO 活動の外部評価」（カンボジ
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ア） 
2013.10.01 FD セミナー（2）「アリーナとしての『沖縄問題』? 越境する人々・社会運動・共同性」 
2013.10.01 GLOCOL 海外プレ・インターンシップ助成 平成 25 年度 2 学期募集 
2013.10.05,06 「ヒューマン・シネマ・フェスティバル 2013」 
2013.10.07 GLOCOL セミナー（104）「The New Universities: A Bridge to Communities, A Bridge for Communities」 
2013.10.08 スタッフ会議（6） 
2013.10.10 GLOCOL 海外プレ・インターンシップ助成 募集説明会開催 
2013.10.11 「シリーズ：適正技術」第 1 回ワークショップ「Design for Life ― 地域が変わるものづくり」 
2013.10.11 研究者と実務者による国際協力セミナー（26）「研究と支援の融合とは：SATREPS の経験を通して」 
2013.10.11 トランスカルチュラル・スタディ II 平成 25 年度 追加募集 
2013.10.11 中国文化コロキアム 平成 25 年度 追加募集 
2013.10.15-11.08 海外プレ・インターンシップ助成：The Big Issue（イギリス） 
2013.10.22 センター会議（6） 
2013.10.24-11.01 高度副プログラム 産学連携開講講座「実学主義」短期海外研修プログラム「ソーシャル・イノベーショ
ン」（アメリカ） 
2013.10.25 GLOCOL セミナ （ー105）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（19）「人事担当が教える国連キャ
リア採用の秘訣」 
2013.10.27-11.04 海外プレ・インターンシップ助成：国際ボランティア連絡会議（コソボ） 
2013.11.02-06 海外プレ・インターンシップ助成：Bangladesh Rice Research Institute（バングラデシュ） 
2013.11.05 GLOCOL セミナー（106）「On Strategic Paranoia: the case of contemporary Serbia」 
2013.11.08 GLOCOL セミナー（107）「サンガレンシンポジウム説明会」 
2013.11.11 海外フィールドスタディ成果報告会「開発と保護」モンゴル、「開発と社会・環境変化」ラオス 
2013.11.12 スタッフ会議（7） 
2013.11.19 FD セミナ （ー3）「研究費の不正使用防止について」「インドにおける代理懐胎と生命倫理学の人類学：コ
ルカタとハイデラバードにおける代理母の聞き取り調査から」 
2013.11.21 「シリーズ：適正技術」第 2 回ワークショップ「Design for Life ― 地域が変わるものづくり」 
2013.11.21 足もとの国際化連続セミナー：多様性が生きる社会とは？「多様性を取り込んだ社会参画：世代、分野、
性別を超えた明日への提言」 
2013.11.22 セミナー「国際機関で働くということ ― 現場の経験から」 
2013.11.26 センター会議（7） 
2013.12.02 募集延長（12/13〆）：海外プレ・インターンシップ助成 平成 25 年度 2 学期募集 
2013.12.03 FD セミナー（4）「2 つの『復興』現象から学んだこと：タイにおけるイスラーム復興と災害復興」 
2013.12.06 GLOCOL セミナー（108）「Responding to the NCD Crisis in Palau」 
2013.12.10 スタッフ会議（8） 
2013.12.11 WHO 神戸センター訪問スタディツアー：WHO の活動とキャリア・パス（大阪大学所属学生対象）参加
者募集 
2013.12.13 シンポジウム「混成アジア映画がつなぐ東アジア世界 ― 『Fly Me to Minami～恋するミナミ』が照らす
世界」 
2013.12.13 GLOCOL セミナー（109）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（20） 法曹人×グローバル「国際
的舞台で活躍する弁護士：法曹人の新しい途－法整備支援への挑戦・これからの法曹人に必要なこと」 
2013.12.20 映画上映会「よみがえりのレシピ」 
2013.12.21 国連フォーラム主催「みんなでつくる」モンゴル・スタディ・プログラム（MSP）報告会 
2013.12.21-26 トランスカルチュラル・スタディ II「紛争と平和」（韓国） 
2013.12.24 センター会議（8） 
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2013.12.27 大阪大学 GLOCOL グローバル人材ゲートウェイ・プログラム「ボストン ハーバード大学・MIT 研修」
（アメリカ）参加者募集（1/16〆） 
2014.01.09 GLOCOL セミナー（110）「持続は地元学から」 
2014.01.20-02.02 海外インターンシップ助成：Fitness Zone and Kentucky Fried Chicken（ブルネイ・ダルサラーム） 
2014.01.20-03.14 海外インターンシップ助成：UNESCO バンコク（タイ） 
2014.01.11 シンポジウム「南スーダンの展望」 
2014.01.14 スタッフ会議（9） 
2014.01.14-20 海外プレ・インターンシップ助成：パラオ保健省（パラオ） 
2014.01.16 GLOCOL セミナー（111）「第 66 回日米学生会議 募集説明会」 
2014.01.26-02.02 海外インターンシップ助成：Fitness Zone and Kentucky Friend Chicken（ブルネイ・ダルサラーム） 
2014.01.27 GLOCOL セミナー（112）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（21） 「災害緊急援助 ― そこ
で、あなたは何を考え、何を決断しますか」 
2014.01.28 センター会議（9） 
2014.01.31 研究者と実務者による国際協力セミナー（27）「国境を越えたまちづくり活動の意義と可能性」 
2014.02.01 世界の現場とシェアするフォーラム「防災・復興・まちづくりとコミュニティラジオの底力」 
2014.02.01 ワン・ワールド・フェスティバル「めざせ国際機関・NGO！」 
2014.02.01-02 ワン・ワールド・フェスティバル「GLOCOL ブース」出展 
2014.02.04 非常勤職員公募 
2014.02.04 スタッフ会議（10） 
2014.02.06 講演会「ベトナムの今、そしてこれから」（大阪府立茨木高等学校 1 年生対象） 
2014.02.08-18 トランスカルチュラル・スタディ II「貧困削減のためのモノづくり」（バングラデシュ） 
2014.02.10 WHO 神戸センター訪問スタディツア  ー
2014.02.10-03.21 海外インターンシップ助成：経済協力開発機構（OECD）（フランス） 
2014.02.12 大学院セミナー「政治と科学をつなぐ ― 世界的な中間組織の整備」 
2014.02.12-21 中国文化コロキアム（台湾） 
2014.02.18 センター会議（10） 
2014.02.19 運営協議会（13） 
2014.02.22 あしもとの国際化連続セミナー「上映会＆ディスカッション」 
2014.02.23 あしもとの国際化連続セミナ 「ー多様性のミニパブリックス：サミット 2014『私たちの、明日の私たちへ
の提言』」 
2014.03.03-10 大阪大学 GLOCOL グローバル人材ゲートウェイ・プログラム「ボストン ハーバード大学・MIT 研修」
（アメリカ） 
2014.03.11 スタッフ会議（11） 
2014.03.11-15 海外プレ・インターンシップ助成：Hajee Mohammad Danesh Science and Technology University（バングラデ
シュ） 
2014.03.14 教職員対象 FD ワークショップ「グローバルコンピテンシーと海外インターンシップ ― インターンシッ
プを成功に導く教授法を学ぶ」 
2014.03.18 センター会議（11） 
2014.03.20 大学院セミナー「WHO の世界保健戦略と今後の展望」 
2014.03.24 海外フィールドスタディ 平成 26 年度募集 
2014.03.26 GLOCOL FD セミナー（5）「大学は ODA をどのように活用できるのか」 
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